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　遊撃小隊一行の総勢十名は、コリントゥスからマナティウスの街を目指して大平原を移動していた。

　たっぷりもらった――二旬じゆん日じつ、二は十つ日か間――休暇中の旅であるから、急がず慌てず、のんびりゆったりと馬を進めている。

　とりあえずユーグノス街道との合流点まで戻ってきた一行は、そこで向きを変えて、ユーグノス街道を北上することにした。中央湖なかのうみまで行ってみようということで合意したのである。

「この辺で風ふう光こう明めい媚びなところって、中央湖くらいしかないんじゃないかな？」

　というのが案内用小しよう冊さつ子しを持ちだしてきたデイレィの意見であり、ほぼ全員が彼女の意見に賛同したのである。

「温泉もあるっていうしね」

　とアフレアが駄だ目め押しする。

「温泉だったら、マドルの森でさんざん入ってきたではないの」

　とドゥイエンヌは言うのだが。

「デイレィの小冊子を見ると、湖岸に眺めのいい露天があるらしいけど、あんたは入らないといいわ」

「誰も温泉に入るのが嫌だなどとは言っていませんわね。わたくしは、マドルの森では入った、という事実を述べただけですわよ」

「はいはい、そうね」

「それにしても、クセルクス盆地からあんなに遠く離れたところに白兎騎士団しろうさぎの支配地ができるなんてね」

　とセリノスが感慨深そうに口を挟むと、すかさず妹も続いた。

「我ながら驚きよね。っていうか、レフレンシア様も驚いていらしたけど」

「いやぁ、当事者であるわたしたちが驚いているんだから、レフレンシア様が驚くのも無理ないと思うよ」

「凄い飛び地だよね」

　とデイレィが笑った。

「飛び地というのもおこがましいくらい離れているけどね」

　ウェルネシアも、くすくすと笑う。

「でも、これで時々は、支配地の様子を確認するという名目で、マドルの森まで旅行に行けますね」

　とガブリエラが言うと、

「あんた、視察を名目に温泉旅行に行こうって!?」

　アフレアが目を剝むいた。

「相変わらず黒いわね～～」

「そ、そんなことはありません」

「ガブリエラが黒いのなんか、今さらの話だしさ～～」

「ですから、そんなことはないです、ジアン！」

「それよりさ、早く中央湖まで行って、美お味いしい物食べて、温泉に浸つかろうよ」

　などと言うジアンは、今すぐに走りだしそうな様子だった。

「そうだわね。この辺りは歩いていても何も面白い物がないですし、いい加減、飽きてくるわね」

　とドゥイエンヌが言うように、その大半が乾燥した大地の広がる大平原は、歩いても歩いても――あるいは馬で走ったとしても――周囲の景色にはあまり変化がなく、旅をしていて楽しくなるような土地ではない。

　ということで、乾いた大地に飽き飽きしていた一行は、水のある美しい風景と美味しい食べ物を求めて、中央湖へと向かうことになったのだった。

　ユーグノス街道を北に向かうとイリアスタに近づく。つまりイリアスタの勢力圏に近づくことであり、イリアスタの同盟国の近くを通り過ぎることになる。

　時期的にもコリントゥスを巡る騒動の直後だ。

　女十人連れでのんびりと旅をしている一行が鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団員だとは誰も思わないだろうが、念には念を入れて用心しておこうということで、遊撃小隊は旅の隊商を装っている。これなら街の市いち場ばを物珍しそうな顔で歩いていても誰かから怪しまれることもない。

　当然、騎士団の鎧や兜、武器などは、別便でマナティウスに送ってある。みな、隊商の人間であることを強調するような、身動きし易やすくて質素な――目立ちたがりのドゥイエンヌでさえも――平服姿であった。
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　中央湖なかのうみの北岸にある比較的大きな街、それがメンゼッソスである。

　このメンゼッソスから南岸の街、キュラソールまでは、中央湖を渡る航路で結ばれている。

　実は南から北上してきた北ほつ国こく街道はキュラソールの街に至っていったん途切れ、メンゼッソスの街から再び始まっているのだ。今では、この中央湖を渡る航路が北国街道の一部とみなされていた。

　そのような現状に落ち着くには幾つかの理由があった。

　中央湖の周囲が深い原生林に覆われていること、湖岸の大半が湖面に向かって急激に落ち込んでいる険しい地形であり、湖岸沿いに道を造るのが大変だったこと、中央湖は湖なので波が荒れることが少なく、船で渡るほうが簡単だったことなどがその主なものだが、船で大きな湖を渡るという旅程が、赤茶けた大地に倦うんだ旅人にとっては一服の清涼剤となっていて、なかなか人気を博していた。

　遊撃小隊の面々も中央湖を船で渡ろうと考え、メンゼッソスの街を目指して街道を馬で進んでいくのだった。
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「この森、左右方向だけでなく、かなり奥行きもあるんですね」

　中央湖なかのうみの周囲に広がる原生林を貫くようにつけられた街道を歩きながら、ガブリエラが言った。

　道の両側は間かん伐ばつされているから日も差し込んでくるが、道から離れて森の中に入れば、樹木が密生していて昼でもなお暗い。

　森は一度迷ったら出られないと言われているほど奥が深く、獰どう猛もうな獣や未知の毒蛇、あるいは人をも襲う大おお蜥蜴とかげなどが棲息していると噂されていた。地元の人間であっても森の奥へ入り込むことはないらしい。

　森の中のこの街道、湖岸の船着き場まで通じているのだが、ここまで半はん刻こく以上歩いているにも拘かかわらず、到着まではまだ時間がかかりそうだった。

　森の中の道は狭いし凸でこ凹ぼこもあるので、馬車を走らせることは難しい。どうせ人が歩くのと同じくらいの速度でしか進めないのなら自分の足で歩くのもいいかもということで、ガブリエラたちは馬を下りて道を歩いている。

　先頭を行くのがジアンで、その後にセリノス・ノエルノード姉妹が続き、次いでガブリエラ、その後に馬車、馬車の後ろにデイレィとウェルネシアが、それぞれ自分の馬の手た綱づなを引きながら歩き、集団の最後方を二頭の馬を引いたマルチミリエが歩いている。

　御ぎよ者しや台にはレオチェルリが座って慎重に手綱を取っていた。

　ドゥイエンヌは自分の馬をマルチミリエに預けて荷台に座り、シゥビーニュを入れた箱を荷台に積んでいるアフレアも、また荷台に乗っていた。

　先頭のジアンと最後方のマルチミリエとでは、かなり距離が開いている。

「お～い、ジアン、一人だけ先に行かないようにしてよ」

　と後ろからセリノスが呼んだ。

　ジアンは歩くのが速いので、こういうときでも後続と差が開きがちだ。

「あ、悪い悪い」

　足を止めたジアンが、その場でセリノスとノエルノードを待つ。

「何そんなに急いでるのよ。もしかして、もうお腹が減ったとか!?　さっきお昼を食べたところじゃないの」

　などと、追いついてきたノエルノードが早速嫌みを言う。

「いや、そういうわけじゃないけど、つい」

　ジアンが頭を掻かいていると、ガブリエラも追いついてきた。

「まぁ、森の中の道ですから、縦に長くなってしまうのは仕方がないですよね」

　ときおりすれ違う他の隊商も縦に長い列を作って歩いている。

「四阿あずまやがあるよ。少し休んでいく？」

　とセリノスが仲間の顔を見渡した。

「いいよ、いいよ。きっともう少しで船着き場だよ。歩こうよ」

　ジアンには休む気など、これっぽっちもないようだった。

　苦笑しながら、セリノスは追いついてきた馬車に向かって大声で呼びかけた。

「隊長、このまま休まず船着き場まで行くので、いい？」

　荷台から顔を覗かせたドゥイエンヌが、これまた大きな声で応えた。

「あなたたちがそれでいいのなら、いいですわよ」

「じゃあ、先を急ごうか」

「よっし、急ごう」

　早くも歩きだしたジアンの背中にセリノスが声をかける。

「だからジアン、一人だけ急ぐなってば。迷っても知らないよ」

「森の中の一本道なんだから、迷うわけないじゃん」

　そう言い残すと、馬の手綱を引いたジアンは足早に先へ先へと歩いていってしまう。

「まったく、もう、ジアンは」

　セリノスは、やはり苦笑するしかない。

「でも、確かにこれでは迷いようがないですね」

　ガブリエラが街道の先を見通しながら言った。

　薄暗い森の中を、一本の街道が緩く屈曲しながら西へと延びている。

「それに、馬車で走るのは難しそうですけど、馬なら、駆け足程度には走れそうです。昼間でなおかつ天気がよければ、人間は全力疾走ができますね、きっと」

　すかさずノエルノードが釘くぎを刺してきた。

「そうかもしれないけど、そんなこと言ったらジアンが全力で走りだすから、止やめてよ、ガブリエラ」

「……ええ、そうですね」

　ガブリエラも苦笑を浮かべ、馬の手綱を引いた。

　そうして森の中を歩いた一行は、やがて船着き場の直前までやってきた。
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　船着き場の手前右手には、入り江というか湾というか小さな湖というか、そういうものがあって、細長い開口部で中央湖なかのうみ本体と繋がっていた。

　街道は、その開口部を橋で渡っている。

　橋は短い割に広くて、馬車でも悠々と渡れるくらいの幅が確保してある。

　橋はし桁げたも、渡した横木もしっかりしていて、馬車が乗っても軋きしんだり揺れたりしない。

「割と高さがあるのね」

　橋の上から青緑色の湖水を覗き込んだノエルノードが言った。

　湖岸は切り立った垂直の岩がん壁ぺきで、手がかりも足がかりもない。

　中央湖は湖岸から一気に落ち込む箇所が大半で、ここもそういう地形だった。従って開口部の水深も意外と深く、二ヤルドから三ヤルドほどある。

「欄らん干かんがないですから、酔っぱらった旅人とか、落ちてしまいそうですね」

　とガブリエラも上体を乗りだして湖面を覗く。

「これだけ幅があるから大丈夫なんじゃない？　っていうか、そこまで泥でい酔すいした旅人がここを通るとも思えないけど」

　セリノスがガブリエラとノエルノードの横に立って、二人と同じ様に湖面を覗き込んだ。

「底が見えない。岸から近い割に深そうだね。酔った旅人はさておいて、泳げない人が落ちたら溺れること確実だ。白はく兎との騎士はみな泳げるから関係ないけど」

「わたしたち、しっかり水練させられてるものね。でも、いくら泳げても鎧とか着けていると沈んじゃいそうだけど」

　とノエルノードが笑った。

「皆さん、そんなところで何をしているのかしら？」

　追いついてきた馬車の荷台から、ドゥイエンヌが顔を覗かせている。

「ああ、いや、ちょっとね」

「旅人が落ちたら溺れそうだなって」

「は？　どういう意味ですの？」

「いや、べつに何か意味があるわけじゃないけど」

「用がないのなら、ほら、先へ行く行く」

　とドゥイエンヌが追い立てるように言った。

「了解～～」

　ガブリエラたちは再び歩きだし、すぐに橋を渡り切った。

　渡った先は緩い下りになっていて、その先が船着き場だ。

　対岸にある露天温泉を目指し、遊撃小隊一行は船着き場から連絡船で中央湖を渡っていったのだった。

　このとき森の街道を歩いた経験が後ほど意外な形で役に立とうとは、さすがのガブリエラもこの時点では夢想だにできなかった。
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　キュラソールの街から少し行ったところ、湖岸にほど近い場所に温泉が湧いていた。

　昔は知る人ぞ知るといった穴場的存在であったのだが、旅人を呼び込むために温泉を使えるのではないかと考えたキュラソールの街は、旅人や近隣諸国からの訪問客を誘致しようとして、何年もかけて温泉の湧いている場所を大がかりに整備した。

　源泉に近い場所が中央湖なかのうみには珍しい遠とお浅あさの湖岸であったため、最初に湖の中に石を積んで防波堤を造った。そこへ源泉から温泉を引いん湯とうして、百人規模で浸つかれる巨大な露天風呂とした。源泉の温度が高かったため、湖の水と混ぜると適温になったのである。

　眼前に広がる広大な中央湖を眺めながら浸かる露天温泉は大評判を取った。

　街は湖岸の近くに幾つかの建物を建て、様々な種類の温泉――寝湯やら打たせ湯やら薬湯やら酒風呂やら――を用意した。長旅に疲れた旅人に長期滞在してもらおうという目もく論ろ見みだ。

　キュラソールの街の目論見は当たった。旅人だけでなく、近隣諸国からも多くの人が湯とう治じに訪れるようになった。温泉のおかげで街は栄え、キュラソールは中央湖周辺の都市国家の中でも財政的に豊かな存在となったのである。
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「というのが、先ほど受付でもらった『キュラソール温泉の歴史と発展』という小しよう冊さつ子しからの抜粋ですよ」

　温泉に浸かったガブリエラが満足げな表情でそう言うと。

「あんた、そういうのが好きよね～～」

　隣にいたアフレアが感心したような呆あきれたような顔を向けてきた。

「ええ、まぁ。街の歴史とか、面白いじゃないですか」

「そうかな～～。温泉は面白いけど、街の歴史とか、どうでもいいけど」

　アフレアが首を捻ひねっていると、その隣にいたウェルネシアが、額に浮いた汗を拭いながら口を挟んだ。

「というか、よくそんな小冊子を貰ってくるわよね。わたしなんか、置いてあったのにさえ気づかなかったのに」

「気づいたというか、受付の人に訊いたのです」

「わざわざ？　本当に好きなのね、ガブリエラ」

　アフレアだけでなく、ウェルネシアも呆れた顔になる。

「それにしても」

　アフレアが、ウェルネシアの胸の谷間を覗き込むように上体を伸ばした。

「あんたの胸って、大きいわよね～～」

「いきなりなんの話よ、アフレアは」

「いくらなんでも不自然じゃない、その膨らみ方。何か入れてるんじゃないの？　それとも、あんたの家、胸が大きくなる薬草でも栽培してたの？」

「あ、そんな薬があるなら、わたしも欲しいなぁ。ねえ、セリノス？」

「いきなりこっちにその話題を振らないでくれる、デイレィ！」

「あはははは」

　とノエルノードが笑うと。

「ノエルも、そんなに笑うところじゃないと思うけど！」

　とセリノスが突っ込んだ。

「ちょっと確認してみよう」

「きゃぁぁ、何するのよアフレア!?」

　アフレアは、ウェルネシアの浴よく衣いに手を伸ばし、大きく左右に広げた。

　この時代、この世界では、男風呂、女風呂などという概念はなく、混浴が普通だった。この露天温泉も当然混浴である。

　基本的に早い者勝ちで好きな場所を占めることができる。後から来た者は空いている場所を選んで湯に浸かるのだが、湯船そのものが巨大なため、自然に男女別に分かれて浸かるようになっていた。

　とはいえ、さすがに全裸ではいろいろ拙まずいだろうということで、露天に浸かる客には受付で「浴よく衣い」が渡された。裸の上にこれを着て入ってくれ、ということだ。

　ちなみに我々が知っている「浴衣ゆかた」とは別物で、膝丈くらいの薄くて柔らかな前開きの肌着だと思ってもらえればいい。それを腰に回した帯で締めるのである。

　薄くて柔らかな布製なので、お湯に濡れれば透けてしまい、しかもぴったりと肌に張りついてかなり艶つやっぽいのだが、透けようが肌に張りつこうが全裸ではないので問題はない、というのが温泉施設側の言い分である。

「うわ？」

　浴衣の前を大きく左右に広げてウェルネシアの胸を直視したアフレアは、そのままの体勢で固まってしまう。

　アフレアの手を払いのけたウェルネシアは、急いで浴衣の前をかき合わせる。

「もう、止めてよね、アフレア」

「なにそれどうしてそんなにおおきくなるのよおかしいじゃないもうにんげんじゃないわよそれ」

　俯いたまま、アフレアが何かぶつぶつと言っている。

「お～～ほっほっほっっっ」

　唐突な高笑いが聞こえ。

　ドゥイエンヌが水みず飛沫しぶき――というかお湯飛沫――を上げ、勢いよくお湯の中を歩いてきた。

「ウェルネシアの胸は、アフレアの百倍はありそうだわね」

　お湯の中で仁王立ちになったドゥイエンヌが、腰に手を当て、胸を反そらせ気味にしてアフレアを見下ろしている。

　のろのろと顔を上げたアフレアは、ドゥイエンヌを見上げ、ぼそっと一言、呟いた。

「原生林……」

「はあ？　なんですって？」

「百倍もあるわけないって言ったの！」

　ドゥイエンヌは高みからアフレアを見み下おろしたままだ。むしろ見み下くだしたままだ。

「そうだわね。さすがに百倍は言い過ぎだったわ。そこまでは差がないもの。わたくし、謝ります。ウェルネシアの胸はアフレアの胸の九十九倍くらいしかありません」

「あんたはぁ……」

　いきなりアフレアが躍りかかった。

「あんたも脱がしてやるぅっっ」

「あ、ちょっと……」

　跳びあがったアフレアは、両手を伸ばしてドゥイエンヌの浴衣を摑み、一気に左右に広げ、思い切り引きずり下ろそうとして。

「ぐはぁっっっ」

　ドゥイエンヌの胸を直視したアフレアは、見えない鉄てつ槌ついで頭を殴られたように大きく仰のけ反ぞり。

「そうだった。あんたも……」

　そのまま背中からお湯に落下した。

　胸をはだけたまま、ドゥイエンヌは右手を口くち許もとに持っていき、反っくり返った姿勢で高笑した。

「あらあらあら、アフレアったら、そんなにわたくしの胸を拝みたかったのかしら？　いいですわよ、いくらでも拝みなさい。あなたの九十八倍ほどあるわたくしの胸を」

　仰向けのままお湯に浮かんだアフレアが、ぷかぷかと流れていった。

「あ、アフレア、死んだ？」

「反撃の仕方を間違えてるよね」

「わたしたちも、胸のことではウェルや小隊長を相手にしないように心がけないとね」

「というか、九十八倍？」

「さすがの小隊長も、ウェルには勝てないと認めてるんだ」

「まぁ、あれには勝てないわよね～～？」

「本気で何か薬とか打ってるんじゃ？」

　などと、セリノス・ノエルノード姉妹やデイレィが、うんうんと頷いている。

「んなわけ、ありますかっっ」

　胸を押さえながらウェルネシアが叫んだ。

　そんな大騒ぎなど知らん顔で、マルチミリエがお湯に浸かっている。

　ガブリエラとレオチェルリも騒動には距離を置いていた。

　というか、わたしも胸の大きさでウェルネシアやドゥイエンヌさんと張り合う気はありませんし。

　ガブリエラは騒いでいる仲間から目を転じて、眼前の雄大な景色を堪たん能のうしようとする。

　すぐそこに人工の防波堤があって、その向こうは中央湖の茫洋とした青緑色の湖水が広がっている。

　遙か彼方かなたに霞む湖岸の木々の葉はところどころが赤く黄色く鮮やかに色づいており、頭上の澄んだ青空には、ぽつりぽつりと白い雲が浮かんでいる。

　吹き抜ける秋の風は爽さわやかで、火ほ照てった顔を優しく撫でてくれた。

「気持ちがいいわね、レオチェルリ」

「あの、ガブリエラ様」

　と応えるレオチェルリの声には爽やかさとほど遠い響きが籠こもっていて、ガブリエラは不思議そうに顔を巡らせた。

「どうしたの、レオチェルリ？」

「先ほどから、ずっとこちらを窺うかがっている人がいます」

「え？　男の人？」

「いえ、女性なんですけど」

　ガブリエラは顔を前に戻して、素知らぬ顔でもう一度、尋ねた。

「どこかしら？」

「左斜め後ろ、ざっと二十ヤルドほどの距離のところです」

　ガブリエラは顔を動かさず、視線だけを動かして、そちらを盗み見ると。

　確かにレオチェルリが言うように、湯の中に肩まで浸かった女性が、顔だけを出してこちらを窺うようにしているのが判った。

　単独で浸かりに来ているらしく、女性の周りには他ほかに誰もいない。

　距離が離れているので顔は判らないのだが、赤くて長い真っ直ぐな髪が、まるで何かの花が咲いているように水面に広がっていた。

「何かしら、あれ。というか、誰かしら」

「明らかにこちらを窺っていますよね？」

「そう……ね」

「わたしたちの正体が知られたのでしょうか。それでイリアスタ側が刺客を送り込んできたとか？」

「まさか。そんな下へ手たを打った覚えはありませんし。わたしたちに刺客を送るほどイリアスタも暇ではないでしょう」

「はぁ……」

「ちょっと確かめに行きましょうか、レオチェルリ」

「えぇ!?　危なくないですか、ガブリエラ様。万が一……」

「平気、平気。いざとなればみんなもいるから」

「ええ、はい、ガブリエラ様がそう仰おつしやるなら」

　もしも何かあったときは、わたしがガブリエラ様をお護まもりしますから。

　という言葉を呑み込んだレオチェルリがガブリエラの前に出た。

　湖水に近いこの辺りは――というより、元々は湖水の中だったわけだが――露天温泉の中でもいちばん深度が深くて、お湯は腰の近くまである。底には玉砂利が敷き詰めてあるので裸足で歩いても痛くない。

　レオチェルリもガブリエラも、腰を湯の中に沈めたまま、そろそろと移動する。

　やがてこちらを窺っていた女性との距離が縮まり、顔が確認できるまで近づくと。

「あら!?」

　ガブリエラが驚きの声を上げてその場に停止した。

「え？」

　前を行くレオチェルリも止まり、どうしたのかと振り返る。

「どうしてこんなところに……ティーニャさんが」

「えぇえ？」

　レオチェルリは件くだんの女性とガブリエラの顔を交互に見やる。

「あれ、判っちゃった？　今回はかなり念入りに変装したんだけどな」

　その女性が立ちあがった。

　レオチェルリは目を見開いて彼女を凝視する。

　腰まで届く赤くて長い髪が体に張りついているし、額も長い前髪で隠れ気味で、体型も顔の造作も記憶にあるティーニャとは一致しないのだが、なるほどティーニャであると思ってみれば、どことなく雰囲気、面影は感じられる。

「本当にティーニャさん……なんですか？」

「そうよ。ここで髪の毛を取ると目立つから取らないけど、もちろんこれは鬘かつら」

　ティーニャはレオチェルリに向かって片目を瞑つぶってみせた。













「お久しぶりでございます」

　レオチェルリは慌てて先輩団員に頭を下げるのだが。

「は～～～～っっ」

　ガブリエラは切なそうなため息を吐ついた。

「あ、あれ？　どうかされましたか、ガブリエラ様？」

「いえ……ティーニャさんが、わざわざわたしたちの前に姿を現したということは」

　力なく首を左右に振ったガブリエラは、力のない視線をティーニャに向けた。

「何か新しい任務が発生したのですか？」

　ぎくり、とレオチェルリが頭を引いた。

「ご名答。さすがにガブリエラ、いい読みをしているわね」

「できれば大外れのほうがよかったんですけれど」

「そんなこと言わないの」

　そのとき、浮かんだまま水面を漂っていたアフレアが三人の近くに流れ着いた。

「どうしたの、ガブリエラ？　っていうか、その人、誰？」

「あら、アフレア、相変わらず小さいわね」

「ああぁ？　なんだってぇぇ!?」

　むくりと身を起こしたアフレアが、睨ねめつけるような視線を相手に送った。

「だから、あんた、誰!?」

「アフレア、アフレア、あの人、ティーニャさんです」

「えぇええ？」

　驚きに目を見開いたアフレアは、まじまじとティーニャを見つめる。

「……髪の毛は鬘だとしても、なんか、体型まで少し変わってない？　っていうか、胸が大きくなってるような」

「それがわたしの特技だから。少しくらいなら体型や身長を変えられるのよ、わたし」

「ふえぇぇ」

　目を丸くしているアフレアが、ふと気づいたように言った。

「ティーニャさん、その特技、ぜひあたしにも教えて」

「は？」

「だから。胸を大きくする特技よ。もう、ウェルネシアやドゥイエンヌの奴、悔しいったらないわ」

　あはは、と笑ったティーニャは、駄目駄目と右手を振った。

「これはわたし個人の体質みたいなものだから、他の人が真ま似ねできるものじゃないの」

「がっかり～～」

「まぁまぁ、アフレア。女性の価値は胸の大小だけじゃありませんよ」

　とガブリエラが慰めると。

　アフレアが、がぅっと吠えた。

「そんなこと言えるのは、あんたも勝ち組だからよ、ガブリエラっ！　あたしの仲間はセリノス・ノエルノード姉妹とデイレィにジアンだけだわっっ」

「いっぱいいるのね、負け組」

　ティーニャが、にやにやと笑った。
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「ぶわっくしょんっっ」

　向こうから盛大なくしゃみが聞こえてきた。

「どうかした、ジアン？」

「い……いま何か凄い悪お寒かんが……」

「そういえば、背中の辺りが薄ら寒い」

　デイレィも、お湯の中でぶるっと震えた。

「おや？」

　騒いでいた仲間たちは、ガブリエラとレオチェルリにアフレアが一カ所に集まって、誰かと話しているのに気づいた。

「何しているのかな、ガブリエラたち」

「っていうか、あれ、誰」

　セリノス・ノエルノード姉妹が首を捻っていると、当の本人、ガブリエラが手を振って寄越した。

「皆さん、こちらへお出でくださぁい」

　ドゥイエンヌやセリノスたちはお互いの顔を見合わせた。

「何か嫌～な予感がするのですけれど」

「小隊長も？　自分もさ、すっごく嫌な予感がするよ」

「う～～ん、また何か始まるのかな」

　とセリノスが首を捻ると、ノエルノードは小さく肩をすくめる。

「まぁ、災さい厄やくを呼び寄せる女がいるしね」

「皆さん、早く早く」

　ガブリエラが挙げた右手をぐるぐると回している。

「仕方がありませんわね」

　立ちあがったドゥイエンヌを先頭に、皆がお湯の中を歩いて三人のところへ歩み寄っていくと、ガブリエラが見知らぬ女性のほうを指し示して言った。

「ティーニャさんがお出でになりました」

「えっっっ!?」

　全員が慌ててもう一度、「見知らぬ女性」だと思った女性を見直す。

　どう見てもティーニャには見えないその女性が、にこやかな顔で右手を挙げた。

「はぁい、みんな、久しぶりね」

「えぇぇぇ～～!?」

「本当にティーニャさんですの？」

　ドゥイエンヌが疑わしそうな顔で訊いた。

「失礼ねぇ。わたしがわたし以外の誰に見えるって言うの!?」

「いえ、少なくともティーニャさんには見えませんが」

「相も変わらぬ見事な変装術ですね」

　セリノスが感心した顔で言った。

「髪の毛はともかく、体型まで変わっているような」

「そうよね。さっき、あたしもその話をしていたところ」

　体型の特にどこが、という点については触れないままアフレアが賛意を表すと。

「まぁね。おかげで入団後、すぐに保護色に回されちゃったわけだけど」

「それはともかく。マナティウスに詰めていらしたはずのティーニャさんが、何故こんなところに？　そもそもわたくしたちがここにいるのは偶然なのですから、ティーニャさんも、たまたまここに湯治か何かでいらっしゃったということですの？　それとも、この街に伝令として？」

「伝令として送られたのはそのとおりよ、ドゥイエンヌ小隊長。でも、街にじゃない。わたしが命令を伝えるべき相手は遊撃小隊。つまり、あなたたちね」

　要するに、休暇は終わりということですね。

　ガブリエラは、がっくりと肩を落とした。

「では、早速レフレンシア様の命令を伝えるわね」

「こ、ここで、ですの？」

「どこで伝えたって同じだし。どうせなら早いほうがいいでしょ」

「え……ええ、まぁ、そうです……わね」

　あまり聞きたくないような気がしますけれども。

　というドゥイエンヌの思いは、例外なく全員の共通認識だった。

「では、レフレンシア様の命令です」

「全員、気をつけ！」

　ドゥイエンヌの号令で、遊撃小隊の十人は姿勢を正し、直立不動の姿勢を取った。

　露天風呂の湯船に浴衣姿のまま女性十人が直立不動で立ち並ぶ姿は、どことなく異様でなんとなく滑こつ稽けいだったが、当人たちはそれどころではない。

　何しろレフレンシアの命令なのだ。しかも休暇を終えるのを待たずに、わざわざティーニャを送って寄越したということは、緊急性の高い命令であることが予想できた。

　そして、実際そのとおりだった。

「ル・アンヘルの街で反イリアスタ側の蜂起があった。蜂起軍は国王を捕縛し、王宮を制圧後、マナティウスの街のジラルディ将軍の下もとへ援軍要請を行った」

「なっっっ」

　遊撃小隊の誰もが驚愕に顔を歪め、仰け反ったり小さく跳びあがったりした。

　そんな隊員たちの様子にもおかまいなしで、ティーニャは命令を続ける。

「ジラルディ将軍は直ただちに遠征軍を編制、準備の整った部隊から順に送りだし、いま、その一部が近隣諸国の援軍と合流しつつ、ここ、キュラソールの街に向かっています。ですので、あなたたち遊撃小隊は、ル・アンヘル救援軍の先鋒に合流して、共同作戦行動に従事しなさい。以上がレフレンシア様のご命令です」

「えぇえぇぇえ～～～～っっっ!?」

「何か質問はありますか？」

「何かというか、何から何まで質問したいくらいですわ」

　ティーニャがドゥイエンヌに視線を向けた。

「具体的には？」

「そ、そうですわね、まず……先鋒に合流してと仰いましたが、わたくしたちの役割はなんですの？　連絡役ですか？　そもそも誰の指揮下に入ればいいのです？　それともまた遊撃小隊のみの……」

　ドゥイエンヌにみなまで言わせずに、ティーニャは口を開いた。

「あなたたちはアルゴラ様の指揮下に入ってもらいます」

「えぇえぇえ!?」

　遊撃小隊員の驚きはいや増しに増すばかりだ。

「ア……アルゴラ様が出で張ばってらっしゃるのですか!?」

「アルゴラ様だけじゃないわよ。ヨーコ様も。つまり、ル・アンヘルの街の救援軍には、我が鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎから一番隊と二番隊も加わると、そういうことね」

　ガブリエラも驚いている。

　鋼鉄の白兎騎士団には、保護者としてのベティス大公国に対する義務がある。だから、とりあえず近くにいる遊撃小隊を参加させる。たとえ十人だけでも、それで鋼鉄の白兎騎士団が共同軍事作戦に参加したという名めい分ぶんが立つから。

　ガブリエラは、その程度の関わり方だと思っていたのだ。

　ですが一番隊、二番隊が参加するということは、白兎騎士団が戦闘にも関わるということで、そうなればわたしたちも……。

　一番隊と二番隊は、セビリィノまで出てきてはいた。しかし、そこからマナティウスまで呼び寄せ、さらにル・アンヘルへの救援軍に参加させるというのは。

　レフレンシア様、本気のようですね。

　本気。つまりガブリエラは、ル・アンヘルの街を救うことにレフレンシアが本気になっている、本腰を入れていると、そう思った。

　ル・アンヘルの街で起きた蜂起は、ちょうどコリントゥスの裏返しといってもいい。

　ル・アンヘルの街は、イリアスタ側からすると最前線に当たる。ベティスの影響力が及ぶ地域の北端が中央湖南岸にある都市キュラソールで、その先はおおよそ中立地帯。その中立地帯に打ち込んだイリアスタ側の橋きよう頭とう堡ほとも言うべき存在がル・アンヘルの街だった。

　そこが、反イリアスタ勢力の蜂起で自陣営から離反したとなれば、イリアスタには、そしてイリアスタの背後にいるルーアル・ソシエダイ王国にとっては大きな打撃となることが確実だ。

　であれば、イリアスタも本腰を入れて奪還に出るだろう。コリントゥスのときのような淡泊な姿勢は取らないはず。

　必ず軍を送ってくる。ル・アンヘルを自陣に取り戻すための奪還軍を。

　しかし、そうなれば。

　蜂起した反イリアスタ勢力を助けるために送られるベティス側の救援軍との間で軍事衝突が起きる可能性が高くなる。

　おそらく今回はどちらも退ひかないだろうとガブリエラは考える。

　となると、自分たちも戦いの一翼を担うことになるかもしれない。

　初めての実戦……ですか。

　恐いような。それでいて、どこか楽しみなような。

　相反する己の感情に戸惑いながら、ガブリエラはティーニャの顔を見つめた。

「すみません、ティーニャさん」

　とセリノスが右手を挙げる。

「あ、ちょっと待って」

　ティーニャが素早く周囲を見渡し、小声で言った。

「少し注目を集めてるみたいだから、場所を変えようか？」

「あ……そ、そうですわね。それにいつまでもここに浴衣で突っ立っていては風邪を引いてしまいそうですし」

「まぁ、ドゥイエンヌはアレだから、風邪は引かないと思うけど」

「はぁ？　何か言いまして、アフレア!?」

　ドゥイエンヌがアフレアを睨みつけると、マルチミリエがすすっと動いてアフレアの背後を取った。

「あ……だからあれよ、胸の大きな女は風邪を引き難にくいって言うじゃない？」

　そんな話は誰も聞いたことがないけど！

　ざっと七人ほどが心中で突っ込んだが。

　ドゥイエンヌは大きく頷くのだった。

「ああ、そうだったわね。アフレアは風邪を引き易やすくて大変だわね。気をつけたほうがよくってよ」

「ば～～か」

「何か？」

「なんでもないわよ」

「じゃあ、ここは引き揚げて、向こうの食しよく事じ処どこへでも行きますか？」

　とセリノスが呼びかける。

「そうしましょうか」

　とティーニャが応え、全員がぞろぞろと湯船の中を歩いて露天を後にし、何棟か建ち並んでいる建物の一つに用意されている食事処へと向かった。
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　更衣室へ戻り浴衣を脱いだ遊撃小隊員とティーニャは、着替えを終えた者から食事処へと移動した。

　昼時は過ぎていたので、食事処はそれほど混んでいなかった。

　受付で適当なつまみと飲み物を注文し、代金を払った十一人は、食事処の隅のほうの席を確保して腰を下ろす。

「さて、もう少し詳しい話をするわね。あ、その前に乾杯をしましょう」

　ティーニャが飲み物の入った銅製の器を持ちあげた。

「小隊長、音頭を取って」

「乾杯ですか？　何に乾杯するんだろ」

　と首を捻るジアンを横目に、ドゥイエンヌが酒器を掲げた。

「では、我々のますますの発展と、素敵な休暇を無理やり途中で終わらせてくださった素敵な素敵なレフレンシア様の健康を祝して」

「うわぁ、小隊長、本人がいないと、とことん強気だなぁ」

　ジアンが呆れた顔になって呟いた。

「乾杯！」

「かんぱい～～～～」

　飲酒に対する年齢制限などない世界のこと、ジアンを除いて、全員が葡ぶ萄どう酒しゆや麦ばく酒しゆを飲んでいる。

「自分、お酒って美お味いしいと思ったことないからさぁ」

　と言いながらジアンが飲んでいるのは、橙だいだい果汁を発泡水で割ったものだ。

「相変わらずお子様ね、ジアンは」

　とアフレアが揶や揄ゆすると、ジアンは鋭い反撃を放ってきた。

「お子様でも彼氏はできたからいいんだ」

「くっっっっ」

　小さく仰け反ったアフレアは、頭を戻すと苦々しい顔で言った。

「あんたなんか、もう同志じゃないわよ」

「は？　同志？　なんの？」

「死ぬまで小さいままでいろ」

「だから、何が？」

「ふ～～んだ」

　そっぽを向いたアフレアは、酒器の中身の残りを一気に飲み干した。

「はいはい、じゃあ、いいかな？」

　ティーニャの呼びかけに、全員がそちらに顔を向ける。

「改めて状況説明にいくわよ」

「お願いしますわ」

　小隊を代表してドゥイエンヌが軽く頭を下げた。

「ル・アンヘルの街はイリアスタにとって大平原中部方面に打ち込んだ楔くさびも同然だから、かなり重きを置いている。となると、それなりの規模の奪還軍を送ってくることは必然。これはレフレンシア様の予想ね。なのでレフレンシア様は、第一報が飛び込んだ直後にセビリィノに早馬を差し向けて、アルゴラ様とヨーコ様にマナティウスまでの移動を命じられたわけ」

　遊撃小隊員たちは、うんうんなるほどと頷きながらティーニャの話に聞き入っている。

「コリントゥスを巡る争いが進行している時点でマナティウスに呼ばれるかもしれないと準備をしていた関係上、両中隊はすぐにマナティウスへ移動することができたのね。そこでレフレンシア様は、まず先鋒軍として両中隊を救援軍に加えることをジラルディ将軍に申しでたのです。兵力不足に頭を痛めていたジラルディ将軍は、レフレンシア様の申し出を一も二もなく応諾なされまして、両中隊はベティスの本隊を待つことなく、こちらへと移動してきているわ。明日あしたか明後日あさつてには、ここ、キュラソールの街に到着するはずよ」

　一気にそこまで話したティーニャは、ようやく口を閉じ、鋭い目つきで周りの遊撃小隊員を見渡した。

「ここまでで何か質問は？」

「あの」

「はい、なんですか、ガブリエラ」

「先鋒軍は、アルゴラ様とヨーコ様の中隊だけなのでしょうか？」

「いいえ。いくら白兎騎士団しろうさぎの一番隊と二番隊が精鋭だといっても、それだけでは兵力不足ですものね」

「そうですよね」

　ガブリエラは安堵の息を吐はいた。

　二個中隊に自分たちの遊撃小隊だけで救援軍の先鋒としてル・アンヘルへ向かえと言われたら、洒落しやれにならない事態になりそうだ。

　レフレンシア様もそこまで無茶な命令は出しませんよね。というより、レフレンシア様だからこそ、そんな無茶は仰らないといいますか。

　たかだか二百人程度の先鋒隊では、せいぜいできるのは物見程度だろう。敵奪回軍の先鋒が近づいてきたら、尻尾しつぽを巻いて退散するしかない。

　もっともアルゴラ様がおとなしく退散されるかどうかが凄く不安なのですが。

　アルゴラがいるからこそ、それなりの兵力を伴っていないと逆に不安なのだ。

　何しろ戦うのが大好きそうな方ですものね、アルゴラ様。

　もっとも、アルゴラは好戦的ではあるが、戦うことしか知らないわけではない。どころか、引き際も、戦うべきときとそうでないときもよく弁わきまえている。

　そのことをこの後に続く一連の出来事の中で思い知ることになるガブリエラだったが、まだこの時点ではそこまで深くアルゴラを理解していないのだから、ガブリエラがそう思うのも無理はなかった。

「他ほかに何かある？」

　ティーニャが十人の顔を見渡すと。

「えぇと、いいですか？」

　ジアンが手を挙げた。

「何かしら、ジアン？」

「自分たちがここにいる、あるいはここに来るのが、ティーニャさんにはどうして判ったんでしょう？」

「ああ、それね」

　ティーニャは真面目な顔を崩し、にやりと笑った。

「じつはレフレンシア様の命令を伝えるためにあなたたちの居所を探す要員は、わたしだけじゃないのよ」

「え？　他ほかにも？」

「そう。ここ、キュラソールが本命だっていうことで、わたしがここに遣わされたのは確かだけど、他たの都市にも何人も行っているの。主に新しん雛ひよこ小隊の面々が」

「なるほど、そうだったんですか」

　ジアンが頷いていると、今度は。

「ここが本命になった理由はなんなんですか？」

　とセリノスが訊いてきた。

　それはね、と応えたティーニャが、右手を挙げて指を折り始めた。

「まず第一に、ここに近隣でも有名な露天温泉があることよね。レフレンシア様曰く、『連中が温泉を、しかも湖に面した露天の温泉を見逃すはずがないだろう』」

　全員が照れ笑いを浮かべて頭を掻かいた。

「二番目の理由は中央湖なかのうみの存在ね。要するに、大平原の中でも、この辺りだけが景色が違うってこと。風ふう光こう明めい媚びといえるような場所は、中央湖周辺にしかないもの。レフレンシア様曰く、『観光しながら戻ってくる連中が、あそこへ向かわないはずがない』」

「なんか……読まれ切ってるなぁ」

　とジアンが嘆息した。

「三番目の理由は食べ物ね」

「え？」

　ジアンが、ぎくりと上体を引いた。

「大平原で魚介の類たぐいが捕れるのは、数少ない大河を除けば、この中央湖だけでしょう。レフレンシア様曰く、『肉や野菜に飽き飽きしたジアンが、美味しい魚介類を目の前にして素通りできるはずがない』」

「は……ははは……」

「読まれ切ってるというよりも」

　アフレアがジト目でジアンを見つめる。

「読まれた挙げ句に切って捨てられてるんじゃないの、あんた」

「いや、そんなことは……」

「まぁ、そういう理由でここが本命。対抗は北岸の都市、メンゼッソスね。あちらにはカイエ様が向かわれたわよ。ちなみにどうしてこちらが本命であちらが対抗かというと。レフレンシア様曰く、『それまでずっと大平原の荒れ地を歩いてきた連中は、まずは船で湖を渡りたがるだろうな』。つまり、メンゼッソスでもキュラソールでもどちらでもいいのなら、大平原の旅に飽きたあなたたちはとりあえず湖を渡ろうとするだろうと、レフレンシア様は考えられたのね」

　いろいろ見切られてますね、わたしたち。

　ガブリエラは内心で苦笑してしまう。

　でも、けれど、それは。

　レフレンシアが遊撃小隊員のことをいつも見守ってくれている証あかしであり、深く理解してくれている証でもあるのだ。

　ガブリエラはあのレフレンシアが自分たちのことを気にかけてくれているのを改めて感じ、感謝したい気分になった。

「というわけで、わたしはここ、キュラソールに送り込まれたの。まぁ、後は簡単よね。もしあなたたちがここに来たなら十一割の確率で露天温泉に向かうはずだもの。だからわたしは、一昨日おとといからこうして温泉施設に通い詰めているの」

「あらあら、ジアンったら、本当に読まれ切って見切られて呆れられているわね」

「違うよ！　温泉を見切られたのは自分じゃないよ！　きっとたぶん確実に小隊長とかアフレアとかだよ！」

　とジアンは突っ込んでみるが。

「まぁ、そうか。ジアンの場合は色気よりも食い気だもんね」

　とアフレアに突っ込み返された。

「そうだよっ。美味しい物食べてるときがいちばん幸せなんだよっ。悪いかっ!?」

「開き直った！」

「でもまぁ、それは否定しないよ」

　とセリノスが援軍を繰りだしてくれた。

「美味しい食べ物は人の心を満たしてくれるもの」

「そうそう、そうだよね。さすがセリノス、判ってるよなぁ」

「でも、ジアンは食べ過ぎだけどね」

「ぐはぁ」

　最後に強烈な一撃を食らい、ジアンは胸を押さえて低く呻うめいた。

　周りで笑い声が上がる。

「さて、そういうことだから」

　酒器に残った葡萄酒を飲み干したティーニャは、静かに酒器を卓上に戻した。

「あなたたちは、ここで待機。アルゴラ様とヨーコ様が到着し次第、お二人の……というか、白兎騎士団しろうさぎの救援軍先鋒部隊の指揮官はアルゴラ様だから、アルゴラ様の指揮下に入ること。以上のこと、伝えましたからね」

　全員、着席したまま背筋を伸ばした。

「了解です」

「一番隊と二番隊の到着は、たぶん二、三日の中うちのことだと思う」

「それも了解です」

「じゃあ、わたしはあなたたちと連絡が取れたことをカイエ様に報せに行くから。戻る途中で、カイエ様と一緒にまたここに寄ります」

「はい、お待ちしておりますわ」

　とドゥイエンヌが返事をした。

「どこに泊まるかは任せるけど、すぐに連絡がつくようにしておいてね」

「はい、了解です」

「じゃあね」

　立ちあがったティーニャは、手を振りながら出口へ向かって歩いていった。

　ティーニャの姿が消えると、みな無言で互いの顔を見やった。

　重い沈黙が辺りを支配する中、ぼそりとセリノスが呟いた。

「ル・アンヘルを巡る攻防……か」

「まさか、コリントゥスに続いて、そんなことが起きるなんてね」

　ノエルノードがそう続けると。

「ですが、これはたぶん、コリントゥスからの一連の流れの中で起きたことだと、そう理解したほうがよいように思えます」

　とガブリエラが言った。

　アフレアが怪け訝げんそうな顔を向ける。

「どういうこと？」

「なんと言いましょうか、つまりそれは、ベティスとルーアル・ソシエダイの両大国の覇権争いという歴史の流れの中で必然的に起こりえた出来事なのではないかと」

「相変わらず、あんたの話は判り難にくいわね。迂う遠えんというかなんというか」

　とアフレアなどは首を振るのだが。

「そうですわね、なんとなくガブリエラが言いたいことは判りますわ」

　ドゥイエンヌが珍しくガブリエラの意見に賛同した。

「今までは両国の均衡が微妙に危うい状態で保たれていたわけですけれど、何故か最近、その均衡が崩れかけているというか、そんな気がしますわね」

　すると、さらに珍しいことにマルチミリエまでもが口を挟んできた。

「……きっと魔王のせい」

「マルチ、酷ひどっっ！」

　ガブリエラは大きく仰け反るのだが、しかし他の七人――マルチミリエ、ガブリエラ、レオチェルリを除く――は。

「マルチ、上う手まっ」

「断然マルチに一票ですわね！」

「人間界の均衡を崩して戦乱を喚よぶなんて、魔王以外の誰にできるのかって話だよね」

「自分たち、魔王と一緒に行動してて、よく今まで無事でいられたよなぁ」

「逆に、魔王と一緒だからこそ無事でいられたのかも」

「寄らば魔王の陰ってこと？」

「ウェルネシアも上う手まっっ」

「皆さん最低っっっ」

「暗黒大魔王のことなどあまり考えたくはありませんから、この際おいておくとして」

「ドゥイエンヌさん……酷……」

「まさか、白兎騎士団しろうさぎから一番隊と二番隊が参加することになるなんて、この展開にはかなり吃びつ驚くりですわね」

「どうなんだろ。ル・アンヘル救援軍って言っていたけど、イリアスタ側だって黙って見てはいないよね？」

　セリノスが意味ありげにガブリエラのほうへ視線を送って寄越した。

「そう……ですね。今回は黙ってはいないと思います。むしろ、今回こそ」

　とガブリエラが応えると、アフレアが訊いてきた。

「それは、コリントゥスで失敗したからってこと？」

「ええ、そうです。イリアスタは、コリントゥスを自分たちの側に引っ張り込むことに失敗したばかりですから。その上、今度は自分たちの側にいたル・アンヘルを失ったりすれば、その痛手はあまりに大きすぎます。イリアスタ国こく主しゆの野望が頓とん挫ざしてしまいかねないほどに」

　小さく頷いたセリノスは、いちばん気になっていることをガブリエラに確かめようとする。

「そういうことになるよね。ってことは、ベティス側の救援軍とイリアスタ側の奪回軍の衝突、あると思う？」

　ガブリエラは大きく息を吸い、静かに吐はきだした。

「あると、思います。いえ、衝突は回避できないのではないかと」

　仲間の何人かが、ごくりと唾つばを呑のんだ。

「となると、わたしたちにとっては初めての実戦……ってことになるわね」

　ノエルノードが少し翳かげのある顔で言った。

「そうだわね。闘いは何度も経験しましたけれど、戦うのは初めてになりますわね」

「どんな戦いになるのかな」

　とジアンが呟くと、ドゥイエンヌが抑えた声で応えた。

「まぁ戦いですからね、わたくしたち遊撃小隊がどうこうできる局面は、ほとんどないのではなくって？」

「そうだね。そういうことだね。魔王が何かおかしなことをしなければね」

「ジアン、酷っっ」

　またもや仰け反るガブリエラだが、しかし。

　戦いの帰き趨すうを左右するような奇策をガブリエラが捻りだす、そんな局面がひょっとしたら現れるのではないだろうか……という疑念を捨てきれない遊撃小隊員たちだった。
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　結局、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの一番隊と二番隊がキュラソールに到着したのは翌日の夕刻のことだった。

　ほぼときを同じくして、ベティスの友好都市グラウコゥスが送って寄越した援軍も到着した。

　アルゴラとヨーコは、今回の救援軍を指揮するベティスの将を伴っていた。マナティウスに駐留するベティス本国の部隊はまだ進発の準備を調ととのえている最中だった。指揮官は少数の部下だけを伴って、先駆けとしてキュラソールに乗り込んできたのである。

　さて肝心の、今回の救援軍の指揮官は。
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「兄様！」

「やぁ、セリノス、ノエルノード、息そく災さいのようで何より」

　ベティス大公国の准じゆん将しよう軍ぐんであるサイアス・サイニクス・クワドロス――セリノス・ノエルノード姉妹の兄であった。
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　キュラソールに着いたサイアスは妹二人との再会の挨拶もそこそこに、直ちに軍議を行った。

　出席者はサイアスと彼の幕僚、それに白兎騎士団しろうさぎからアルゴラとヨーコ、グラウコゥスの先鋒隊を率いてきたデモスコゥスという男である。彼はグラウコゥスでは将軍職を任されている。

　さすがの遊撃小隊も、この軍議には呼ばれなかった。従って会議の様子は、後にアルゴラやヨーコから聞かされただけである。

　軍議で決まったのは以下のことだった。





一、先鋒隊は準備が調い次第、ル・アンヘルへ向かって進発する。

一、先鋒隊の役割は、本隊に先行して、ル・アンヘルの街に救援軍が来ることを内外に報せる（見せつける）ことにある。

一、イリアスタ側の奪回軍先鋒のみがル・アンヘルの街付近にいた場合は、これを取り除いてル・アンヘルに入城する。

一、入城の後、蜂起軍と共に街に立て籠り、救援軍本隊の到着を待つ。

一、イリアスタ側の奪回軍本隊が街の周辺にまで進出していた場合は、これと戦わず、後方攪かく乱らんをしつつ、同時にル・アンヘルの街と連絡をつけ、本隊の到着を待つ。

一、先鋒隊の指揮はグラウコゥス部隊を率いてきたデモスコゥス将軍に任せる。

一、救援軍本隊はベティス軍の二大隊と友好国連合部隊であり、これを併せて救援連隊とする。

一、サイアス准将軍はベティス軍部隊の一部が到着したら、直ちにキュラソールを進発する。後続部隊は到着し次第、サイアス准将軍を追いかける。

一、先鋒隊と本隊は、相互に連絡を密に取ること。






「先鋒の指揮官はアルゴラ様ではないのですか？」

　とドゥイエンヌに訊かれた完全武装のアルゴラは、両の掌てのひらを天に向け、大げさに肩をすくめてみせた。

「いちばん兵力の多い者が指揮を執るのは兵へい法ほうの理に適かなっているからな。それに相手は小国とはいえ、一応、将軍の肩書きを持っている。たかだか百にも満たない中隊の隊長に指揮を執らせるわけにもいかないだろう？」

「それはそうなのかもしれませんが。で、肝心のグラウコゥスの将軍、信頼できそうですか？」

「さて、どうだろう。口にする意見は随分と威勢がよかったが」

　と応えたアルゴラは、傍らのヨーコを見た。

「おまえはどう見た？」

　ヨーコもアルゴラと同様、完全武装――兎うさ耳みみ兜かぶとに体を覆う白しろ銀がねの鎧着用――である。さすがに室内のこととて面当ては取っているが。

「少し逸はやりすぎですね。ベティスの信頼を勝ち取りたい、いいところを見せたいという気持ちは判らないでもありませんが、あまり彼に振り回されないように気をつけたほうがよいかと」

「だそうだ」

「はぁ……」

　ドゥイエンヌは不満そうな表情を見せている。

　それはガブリエラも同じだ。

　不満というより、むしろ不安……でしょうか。敵と戦う前に、まず味方と、などということにならなければいいのですが。

　だが、その辺りはガブリエラが考えても仕方のないことで、応対はアルゴラやヨーコに任せるしかない。

　このお二人なら間違いはないと思うのですが。

「ともかく明朝には、遅くとも明日の昼前には進発することになる。みな、それまでに準備を終えておけよ。おまえたちの武器や鎧も運んできているから、まずはそれを受け取りにいけ」

「はい！」

　こうして遊撃小隊は、ル・アンヘルの後ご詰づめとしての先鋒軍に、一番隊、二番隊と共に組み込まれ作戦行動に従事することとなったのだった。
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　霧が出ている。それも濃霧だ。

　まだ夜も明けきらぬ暗さの中にありながら、紗うすぎぬに包まれたような白い闇の世界が広がっている。いかにも幻想的な雰囲気だが、本陣に詰めている者にそれを楽しんでいる余裕などなかった。

　霧は厄やつ介かいな現象だ。特に作戦行動中の軍隊にとって。

　無線も携帯電話もレーダーもないこの時代、この世界では、いったん霧に巻かれてしまうと自分たちの位置を確認する術すべがなくなってしまう。

　どれほど物見を送りだしても、十ヤルド――三十メートル足らず――先の視認もままならないような濃霧に遭遇すれば、整然とした部隊の移動は至難の業わざ。そこが土地勘のない場所であるなら尚なお更さらだ。従って、行軍中の部隊は止まらざるを得ない。

　という状況の下もと、いま鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの第一中隊（一番隊）と第二中隊（二番隊）両隊は、小高い丘の上に陣を敷いて霧が晴れるのを待っているところだった。

　もちろん漫然と待っているわけではない。

　鋼鉄の白兎騎士団先鋒部隊を指揮するアルゴラは盛んに物見を送りだして、なんとか辺りの状況を把握しようと努めていた。

　しかし、霧の中では物見部隊も通常の行動ができない。目標物のない平原のただ中ときては、最悪、物見部隊が迷子になったまま本隊へ戻れなくなりそうだ。かといって、松たい明まつを掲げるような目立つ真ま似ねもできない。ということで、物見班は地面に置いた目印と磁石を頼りに移動するしかなかった。だからあまり遠くまでは行けないし、移動するのにも、いつもよりずっと時間がかかる。

　先ほど物見の中の一班が悪い報しらせを持ち帰っていた。それは「前方に敵と思われる部隊が展開している」というものだった。数多くの篝かがり火びが見えると言うのだ。その報せを受けたアルゴラは急いで新たな物見を数班、送りだしていた。今はそれら物見第二陣の戻りを待っているところだった。

　本陣に詰めていた者たちの耳に押し殺した声が届いた。

「物見第四班、戻りました」

　アルゴラは傍らの副隊長に向けて小さく頷いた。

「ここへ」

「はっ」

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの一番隊隊長、アルゴラ・アスターシャ・アレスタは白しろ銀がねの鎧に身を包んでいる。

　アルゴラだけでなく、この場にいるすべての白はく兎と騎き士し団だん員いんが白銀の鎧を装備している。それも本城で着けているような軽装鎧ではなく、もっと重装備の全身を覆う形状の物だ。鎧だけではなく、全員が兎うさ耳みみ兜を被り、面当ても着けていた。それは、アルゴラ率いる一番隊が臨戦態勢にあることを意味している。

　臨戦態勢にあるのは一番隊だけではない。同じくヨーコ・ジュン・シラサギの率いる二番隊も臨戦態勢を取っている。

　両隊は、まさにル・アンヘル救援のための作戦行動の直ただ中なかにあった。

　一番、二番の両中隊以外にもこの作戦に加わっている部隊がある。そう、我らの遊撃小隊だ。

　ティーニャによってレフレンシアの命令を伝えられたドゥイエンヌたちは、泣く泣く休暇の残りを諦め、呪いと怨えん嗟さの声を垂れ流しながらもキュラソールの街でアルゴラとヨーコの部隊に合流し、その後、救援軍の一翼を担になう形でここまで来たのだった。

　アルゴラを中心に、作戦本部詰めの騎士団員が簡易組み立て式の野戦机を取り囲んで立っている。

　それ以外には、白はく兎と騎き士し団だんの紋章である三さん面めんの白しろ兎うさぎが描かれた小さな旌せい旗きが目につくだけ。他には床しよう几ぎが幾つか。本陣とも思えない素そっ気けなさだが、アルゴラたちは元々、ここに陣を敷くつもりなどなかったのだから仕方がない。

　前述したように白兎騎士団の第一、第二の両中隊は濃霧に巻かれてこれ以上動けなくなったために、やむを得ずここで行軍を停止した、というのが実態だった。

　本陣に詰めている団員の内訳は、アルゴラとヨーコ、それぞれの秘書官が二名ずつの都合四名、副隊長が両番隊二名ずつで都合四名、臨りん番ばん庶しよ務む代表が二名、そして遊撃小隊の小隊長、ドゥイエンヌと副隊長のガブリエラ、合計十四名である。

　ちなみに臨番庶務とは、「臨時編成の番隊組込庶務小隊」の略称である。今回はアルゴラ中隊、ヨーコ中隊共に遠征仕様の編制となっていて、庶務と救急の小隊が付属しているのだ。

　各中隊の小隊長は呼ばれていないが、遊撃小隊は独立部隊なので、小隊長のドゥイエンヌと副隊長のガブリエラも出席を許されていた。というか、アルゴラによって強制的に出席させられていた。

　本陣脇まで歩いていったアルゴラ隊の先任副隊長ビアンティティセスは、すぐに物見を連れて戻ってきた。

　濃霧のために視界は極端に落ちていて、本陣のすぐ外に控えている騎士団員たちの姿ですら、薄い白布を透かして見ているようにぼんやりと浮かんでいる。その奥となると、まさしく白い闇。ほとんど何も見えなかった。

　現れたのは、物見として送りだされた三つの小隊のうちの一つ、一番隊（アルゴラ中隊）第一小隊小隊長、エリゼゥウである。彼女の班は後方の物見を担当していた。可能なら救援連隊と連絡を取ることも期待されていたのだが。

　エリゼゥウは兜と面当てを外し、直立不動でアルゴラに白はく兎と式しきの敬礼を送った。

「物見四班班長、エリゼゥウ、戻りました」

　アルゴラは普段とまったく変わらぬ様子で訊いてきた。

「どうだった？」

「は。それが」

　応えるエリゼゥウのほうは少し顔色が悪い。

　一瞬だけ躊ちゆう躇ちよした後、彼女は一気に息を吐はくように言った。

「どこかの部隊がいます。位置的にはグラウコゥス部隊の背後、我々の左斜め後ろです。ですが、どうも友軍ではなく敵だと思われるのです」

　その報告を聞いた居並ぶ団員から悲鳴のような声が上がった。

　先ほど戻った物見が「前方に敵軍らしき軍勢がいる」と報告してきたばかり。その上、背後にも敵がいるとなると……アルゴラたちはただならぬ事態に陥ったことになる。

「間違いないのか!?」

「霧が出ているのだぞ。友軍を誤認した可能性は!?」

「グラウコゥスの馬鹿どもは何をしているんだ!?」

　アルゴラは鋭い目つきで部下を見渡してから、おもむろに面当てを外した。

「うるさいぞ。ぎゃあぎゃあ騒ぐな」

　その口調は穏やかで独り言を言うような小声だったが、たちまち団員は口を噤つぐんだ。

　さすがにアルゴラ様、迫力が違いますね。

　黙って見ていたガブリエラは、アルゴラの悠揚迫らざる応対に感心する。

　このような場合、指揮官が狼狽うろたえたり慌てたりすれば、すぐに部下に伝染していく。戦場に於いては、指揮官は常に部下から見られていることを忘れてはならない。ガブリエラはそれを改めて実感した。

「数は？」

　とアルゴラに訊かれたエリゼゥウは申し訳なさそうに首を横に振った。

「数を確認できるほど近づけませんでした。何しろ辺りに遮しや蔽へい物ぶつらしき遮蔽物がありませんので。ただ、松明の数を見る限り、五十や百ではなさそうです」

「そうだな。ふだんならちょっとした丘にでも登れば見渡せるかもしれないが、この霧ではな。しかし、その数だとすると物見ではないな。で、距離は？」

「半リーガあるかないかだと思います」

「なんだと。随分と近いな」

　アルゴラが低く唸ると、エリゼゥウが申し訳なさそうな顔で応えた。

「ただ、この霧ですので……少し距離感が狂っているかもしれません」

「多少狂っていたとしても、近くに敵が、前だけでなく背後にも敵がいることに変わりないわけだ」

　と独りごちたアルゴラは副官に顔を向けた。

「他ほかの班は？」

「まだ戻りません」

　アルゴラが小さく舌打ちすると、面当てを外したヨーコが脇から言った。

「仕方がありませんよ、この濃霧では。索敵どころか、本陣の位置を確認するだけでも大変でしょう」

「見えなきゃ匂いで探ればいいじゃないか」

　アルゴラ隊長ならできそうだな、とは思うけれど、しかし、ヨーコとしては苦笑するしかない。

「犬じゃないのですから」

　その直後、

「第六班、戻りました」

　という声が聞こえてきた。

　アルゴラの指示を待つまでもなく、ビアンティティセスは本陣の脇へと足早に歩き、報告に来た物見第六班の班長を連れて戻ってきた。

　現れたのは二番隊（ヨーコ中隊）所属第五小隊小隊長、ヘレイネである。

「物見第六班班長、ヘレイネ、戻りました」

　ヘレイネがヨーコとアルゴラに向けて敬礼を送ると、答礼したヨーコは、表情を引き締めて一歩進みでた。

「何か判ったか？」

「前方に展開している敵部隊の兵数は濃霧のために確認できていません。ですが、数百規模ということはなさそうです。焚たいている火の数を見ると、少なくとも一千、下手をすると二千ほどいるように思えます。ひょっとすると敵の本隊かもしれません」

　何人かが息を呑むのが判った。だが声は出さない。

　先ほどアルゴラから「うるさい」と釘を刺されたばかりなのにまた騒げば、「うるさいからしばらく黙ってろ」と言ってアルゴラに殴られるのがオチだろう。

「ということは」

　ヨーコがアルゴラのほうへ顔を振り向けた。

「我々は、突出した挙げ句に敵に前後を押さえられてしまったようですね」

「そのようだな」

「なかなか愉快な状況ですね」

　ヨーコはそう軽口を叩いたが、他の団員は顔色が変わっている。

　二人の持つ兵力は、両方の番隊を併せても二百足らずしかいないのだ。庶務と救急小隊は戦闘部隊ではない――いざというときには剣を取るが――から実質は百五十程度。

　ここにいるのは白はく兎と騎士団だけではなく、少し離れたところには友軍――グラウコゥスの先鋒部隊が布陣しているが、しかし、それとて五百規模の大隊が一つだけ。すべて併せても七百に満たない。

　アルゴラは思わず内心で密かに舌打ちした。

　敵が一千ならなんとかなる数字だが、二千となると苦しすぎる。しかも、背後にまで敵が進出しているとなれば。退路を断たれて包囲されたら全滅もあり得るという最悪の状況に嵌はまりつつあるな。

　後方にいるはずの友軍本隊は見当たらず、何故かいつの間にか敵の別働隊がアルゴラたち先鋒軍と本隊の間に入り込んでしまったらしい。

　というより、先鋒部隊が突出しすぎたのだ。無能な指揮官のおかげでな。

　アルゴラはそう断じた。

　後方の味方と切り離されてしまった挙げ句に敵の本隊が目と鼻の先に、敵の別働隊がすぐ後方にいるとなれば、端はなから戦うという選択肢は取りようがない。

　用心のためにこちらは火を焚いていないし、グラウコゥス部隊のほうも同様だから、まだ気づかれてはいないと思うが……さて、どうするか。

　そのとき、アルゴラの沈ちん思し黙もつ考こうを破る声がかかった。

「第五班、戻りました」

　顔を上げたアルゴラが短く一言、

「通せ」

　と命じた。

　すぐに班長が姿を見せた。

「五班班長、アイアネス、戻りました」

「遅かったな。何か摑めたか？」

　とアルゴラが訊くと、アイアネスは険しい顔で頷いた。

「敵に動きがあります」

「なに!?」

「前方に布陣してる敵部隊の一部が移動の準備を始めているように思われます。松たい明まつの火が忙せわしなく動き始めています」

　アルゴラとヨーコが顔を見合わせる。

「まさか……こちらを察知されたか？」

「この霧です、それはないでしょう」

「しかし、この霧の中を移動しようというのは普通ないだろう」

　とアルゴラが自問自答するように言うと、ヨーコが、ああ、と手を打った。

「ひょっとすると……こちらの友軍、グラウコゥスの先鋒大隊の存在を察知して、自分たちの友軍だと誤認した可能性はありますね」

「あるいは、我々の背後にいる別働隊と連絡を取ろうとしているか、だな」

「誤認したのか別働隊を探しているのかは判りませんが、大がかりな物見を送りだそうとしている可能性は高いですね」

　アイアネスが厳しい顔のまま頷いた。

「いずれにせよ、このままでは我がほうの存在を敵に察知されるのも時間の問題かと思われます」

「よし、ご苦労だった」
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　物見の班長たちは後方に下がり、そこで待機の姿勢を取った。

　副隊長ビアンティティセスがアルゴラに顔を寄せ、小声で訊く。

「隊長、如何いかがいたしますか？」

　アルゴラは至極あっさりとした態度で応えた。

「どうするもこうするも、こうなれば逃げるしかないだろうな」

　普段のアルゴラの言動だけを見ていると意外な決断のように感じられるかもしれない。何しろ彼女は「白兎騎士団しろうさぎ一危ない女」とか「危険極まりない隊長」とか「飛んで火に入いる夏の火か竜りゆう」などと呼ばれているのだから。

　ちなみに最後の諺ことわざは、「夏に外で盛大な焚き火をしていたら、仲間がいるのかと勘違いした火竜が飛び込んできて焚き火が火柱を噴きあげ、火の粉こが飛び散ってあちこちの家に燃え移り、街が丸ごと焼け落ちてしまった」という大惨事の発生を意味しているのであるが。

　つまり、アルゴラはそれほど危ない存在だということを暗示しているわけだ。

　とはいえ、それはあくまで個人的な趣味嗜し好こう性格に対する評価。番隊長を務める際のアルゴラの思考は合理的かつ冷静沈着で、軽々しく玉ぎよく砕さいなどは選ばない。彼女は戦うべきときと戦ってはならないときの判断を誤ることがない。そうでなくては、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎで番隊長など務まるはずもないのだ。

　ヨーコも頷いた。

「いずれ霧は晴れる、霧が晴れたら、敵からこちらが丸見えになる。そのほうがよさそうですね」

　昨日きのうの夕刻に降った雨のせいで湿度が高いところへ、夜になって天候が回復し、同時に上空に寒気が流れ込んできたために、今朝方にかけて急に冷え込んだ。そのため空気中の水蒸気が冷やされ、辺りに霧が発生したのである。

　湖の周辺が他ほかよりも低地であるという地形や、昨夜が無風だったことなど、いくつかの要因も絡み合っているのだが、ともかく現状は濃い霧に巻かれて五ご里り霧む中ちゆうであると、そういう状況だった。

　ビアンティティセスが言い難にくそうに訊いてきた。

「あの……グラウコゥスの大隊はどういたしますか？」

「こちらの反対を押し切ってこんなところまで進出した挙げ句、敵に包囲されるような阿あ呆ほうにつきあっていたら、命が幾つあっても足りんな」

　アルゴラが言ったとおり、ル・アンヘル救援の先鋒を指揮するグラウコゥスのデモスコゥスは、「後続の救援連隊の動きを確認してから動くべきだ」というアルゴラたちの意見を押し切って、一刻も早くル・アンヘル近郊に進出しようと夜通しで行軍を続けたのである。

　そのためにこうして霧に巻かれ、しかも敵に挟まれるという素敵な状況に陥ったのであるから、アルゴラが彼を「阿呆」と罵ののしるのも無理からぬことだった。

「し、しかし、あちらさんに黙って……というのも」

　副隊長が心配するのも無理はない。今のところ、グラウコゥスはベティス大公国の意を受け、その先兵として積極的に動いているわけで、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎとは同盟軍にも等しい間柄なのである。しかも、先鋒軍の指揮官デモスコゥスはグラウコゥスの将軍だ。その彼に黙って、「危なくなったので、はい、さようなら」というわけにはいかないでしょうというのがビアンティティセスの考えだ。

　至極まっとうな意見ではある。

　だが、アルゴラは面倒くさそうな顔で言い切った。

「逃げる途中で報せてやればいい。『前にも後ろにも敵がいるから逃げる』とな。どうするかは奴らが決めればいいのだ。こちらの知ったことではない。それに先鋒軍の指揮官は確かにデモスコゥスだが、我々は鋼鉄の白兎騎士団だ。自分たちのことは自分たちで決める。いざというときの進退は任せるとサイアス准将軍も認めてくれているのだ、問題はない」

　自分の上官であり、鋼鉄の白兎騎士団の大幹部でもあるアルゴラにそこまで言われてしまえば、ビアンティティセスにそれ以上の言葉はない。

「判りました。では、伝令の準備だけはしておきます」

　ああ、と頷いたアルゴラは、改めて机上の地図に目を落とした。

「問題は、どちらへ行くか……だな」
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　第一と第二中隊が陣を敷いている辺りは大平原の中部に属する地域で、前述のとおり湖――中央湖なかのうみ――の周囲は低地だが、湖から離れれば、緩やかな起伏の乾いた大地が続くという大平原にはお馴な染じみの地形が広がっている。

　乾燥した土地が延々と続く大平原では、点在する小さな池を除けば、中央湖は唯一の湖だった。面積も広く漁業が盛んで景観もいい。南岸の都市キュラソールには大きな温泉施設もあった。それらに惹ひかれた遊撃小隊がコリントゥスから中央湖を目指して旅をしていたのは、すでに見てきたとおりである。

　という余談はさておき。

　今はほぼ二に刻こく時じ半――だいたい午前五時頃。

　まだ太陽は昇らず周囲には霧が立ち込めているが、しかし、太陽が昇り気温が上がってくれば霧は晴れていくだろう。文字どおり雲散霧消するのだ。そうなれば白兎騎士団しろうさぎの存在は確実に敵方に察知される。

　夜半から立ち込めた濃霧のせいで、敵味方共に、図らずも互いに気づかぬまま接近してしまったのだ。少しでも早くル・アンヘルの街まで進出しようと焦った先鋒軍が夜間行軍を強行したのが大きな要因だが、イリアスタ側も、後ご詰づめに出てくるベティス軍をなんとか街の手前で阻止しようと無理をしていたともいえる。双方が相手の存在に気づかないまま接近してしまったのだ。レーダーも無線機もない時代の戦いでは、このような遭遇戦は割とよくあることだった。

　しかし、救援軍の先鋒である自分たちが敵本隊と予期せぬ遭遇を果たしてしまったのはグラウコゥスの無能な指揮官のせいだと考えたアルゴラは、遠慮も配慮もなしに彼を痛つう罵ばする。

「まったく間抜けが指揮を執るとろくなことにならないな。グラウコゥスの将軍に指揮を任せるくらいなら、その辺の螻蛄おけらか飛蝗ばつたにでも頼んだほうがまだましだ」

　アルゴラは吐き捨てるようにそう言った。

　部下は肯定するわけにも否定するわけにもいかず、困った顔で互いを見やっている。

　アルゴラは、ふと視線を移した。

　アルゴラの視線の先に立っているのは。

「何か考えはあるか、ガブリエラ？」

「え？」

　アルゴラが鋭い視線をガブリエラに据えている。

「え？　じゃないだろう、作戦立案担当。こういう危難に際して何かいい考えを捻りだすのがおまえの役目ではないか」

　わたし、いつの間に「作戦立案担当」に!?













　ガブリエラは目を見開いてアルゴラを見つめ返す。

　確かにコリントゥスの防衛・奪回作戦では、ダルタニゥスがガブリエラのことを「作戦立案担当」と呼んでいた。しかしあれは、コリントゥスの王や重臣にガブリエラの考えた作戦をすんなりと聞き入れてもらうための方便であり、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに「作戦立案担当」などという役職はないのだが、報告を聞いたアルゴラは、その呼び名（と役職）を勝手に導入しようとしているようだった。

「え……え、はい、あの……」

　どうしようかと、ガブリエラがアルゴラとヨーコを交互に見ていると。

「困ったときにはガブリエラを搾しぼれば、何かいい考えがぽたぽたと滴したたり落ちてくると、そう聞いているが」

　とヨーコが駄目を押した。

「ヨーコ様、酷ひどっ」

　仰のけ反ぞるガブリエラにアルゴラが迫った。

「おい、早くしろ、ガブリエラ。あまり時間はないんだ。霧が晴れてしまう前に逃げださないと大おお事ごとになる」

　ガブリエラは地図に目を落とした。

　地図には現在、第一と第二中隊が置かれている状況が描かれている。

　面当てを外して、ガブリエラは顔を上げる。面当てを着けたままだと話し難にくいのだ。

「あの、アルゴラ様、背後の敵部隊なんですけれど」

「何か気になることが？」

「回り込まれたのだと思われますか？　それとも偶然でしょうか」

「ん？　んん……そうか。これは偶たま々たまここに現れた……だけだな？」

「わたしもそうだと思うのです。ヨーコ様は如何ですか？」

「なるほど。こちらの動きを察知して背後に回り込んだのなら、こちらの布陣している場所は摑んでいるはず……か」

「はい。いくら霧が出ていても、敢えてそこに回り込んだのであれば、こちらの位置を大まかには把握しているはずだと思うのです。しかし、今のところ攻撃を仕掛けてくる気配はありませんね？　敵本隊にも別働隊にも」

　アルゴラがエリゼゥウを呼んだ。

　急いで前に進みでた彼女は、姿勢を正して隊長に応える。

「特段、活発な動きは見られませんでした。少なくとも、今すぐこちらに攻撃を仕掛けてくることはないと思われます。霧が晴れてこちらの存在を視認すれば別でしょうが」

　アルゴラはガブリエラに目を転じた。

「つまり、背後の部隊は本隊と合流しようとして霧に巻かれてうろうろしてるうちに、偶然、我々の背後に出てしまったと、そういうことか」

「そう考えるのが妥当のような気がします」

　周りにいる団員から安堵の息が幾つも漏れたが、ヨーコは難しい顔で言った。

「しかし、のんびりしていられないことに変わりはない。本隊を求めて周囲に物見を放っているだろうしな。こちらの陣に入り込んだ者は見つけ次第始末してしまえばいいが、グラウコゥスのほうは大おお所じよ帯たいだし、そうはいかないだろう。所在を勘づかれ、情報を持ち帰られたら、連中、すぐにも動きだす」

「本隊のほうの動き、あれは別働隊を探しているのかもしれないのだしな」

　とアルゴラが応えると、ガブリエラも、はい、と頷いた。

「後方の敵部隊を蹴散らして逃げるという方法は選択肢から除外するしかありません」

「確かにな。戦いになってしまえば、その時点で敵本隊に気づかれる」

「ええ。だだっ広い平原ですし、この後、晴れてくれば尚更です。叫び声にしろ剣けん戟げきの音にしろ遠くまで聞こえますし、少し高いところに登れば丸見えです」

　ヨーコが幾分自嘲気味に笑う。

「戦う以前に、魔術士に派手な魔術を撃たれたらそれで終わりだ。即座に気づかれる」

「はい。たちまち本隊が殺到してきて挟撃されてしまうでしょう」

「となると……東へ抜けるのが手っ取り早いか？」

　アルゴラが地図を撫でるように細くて綺麗な指を動かす。

「それが早そうにも思えますが、でも、一つ懸念があります」

「今度はなんだ、ガブリエラ？」

「東へ逃げると、友軍、グラウコゥスの大隊と完全に切り離されてしまいますね？」

「あんな頼りにならない友軍など、どうでもいいだろう？」

　と横から口を挟んできたのはビアンティティセスだ。アルゴラの配下だけあって鼻っ柱ぱしらが強い。明らかにグラウコゥスの兵を見下している。

「えぇとですね、敵に挟撃された友軍が全滅してしまったのに、わたしたちだけ！　が戦いもせずに無事に逃げ果おおせたとなると、些いささか拙まずいのではないでしょうか」

「ん？」

　ビアンティティセスが首を捻る。

　代わりにアルゴラが応えた。

「そうか。それは確かに拙かろうな。ベティスから何か言われる虞おそれはある」

　ガブリエラが、はい、と頷くと。

「では、どうしようと言うのだ、ガブリエラは？」

　とヨーコが訊いた。

「要はグラウコゥスの先鋒大隊が全軍で包囲されなければいいわけです。そして、グラウコゥスと白兎騎士団しろうさぎと、どちらがより魅力的な敵かという比較を為したとき、その答えは自ずから出てくるわけでして」

「？？？」

　ビアンティティセスの頭頂に幾つもの疑問符が浮かんだ。

　ビアンティティセスだけではない。その場にいた団員の誰もが怪訝な顔で首を捻っている。

　ガブリエラの持って回った言い回しは、普段から接している遊撃小隊員でもないと、なかなかその真意が判り難にくい。

　アルゴラも、ガブリエラの言葉の意味するところが今一つ判らなかったのか、ドゥイエンヌのほうを見た。

　判り易く説明しろ、ということだろう。

　ヨーコも、ドゥイエンヌに視線を据えて無言の圧力をかけてくる。

　小さなため息を吐ついたドゥイエンヌは、半歩、前に出た。

　アルゴラやヨーコにも判らないガブリエラの真意が自分に判ってしまうことを喜ぶ気には全然なれなかった。

「ガブリエラは、つまり、どうでもいいグラウコゥスの軍勢より、音に聞こえた鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを討ったほうが手て柄がらになる、戦争の帰き趨すうを大きく左右するような決定打になると、そう敵が考えるのではないでしょうか、と言いたいのだと思いますわ」

　アルゴラとヨーコが同時に頷いた。

「なるほど」

「一理ある」

「同じ討ち取るにしても、グラウコゥスの兵よりも我々のほうが大きな手柄になるのは間違いないだろう。我々は有名人だからな」

「先のコリントゥス奪回作戦ではイリアスタ側を痛い目に遭わせましたから、敵さんも意趣返しをする機会を狙っているでしょうし」

「そうそう、誰かさんにこてんぱんにやられたのだったな」

　アルゴラが意味ありげな顔をガブリエラに向けた。

「え？　アルゴラ様、その視線の意味するところはなんでしょうか？」

「もちろん、なんでもない」

　だから先を続けろ、とアルゴラがガブリエラを促した。

　ガブリエラはジト目になって恨めしそうにアルゴラを見た後、説明を再開した。

「ということでですね、わたしたちがひっそりと東へ逃げてしまうと、ここに取り残された友軍は、敵のほぼ全軍に包囲、挟撃される形となりますから、それは避けなくてはならないと思うのです」

「……ん？　ちょっと待て」

　アルゴラが額を右手の親指と人差し指でぐりぐりと揉むような仕草をする。

「ということは、ガブリエラ……」

　アルゴラが顔を上げ、彼女にしては珍しく大きな声で言った。

「おまえが言いたいのは、友軍が包囲されないよう敵の追撃をこちらで引き受けようと、そういう話か!?」

　さすがにアルゴラ様、理解が早いです。

　ガブリエラは内心で満面の笑みを浮かべ、しかし実際の表情は少しも緩めず、むしろ重々しいといった表情で頷いた。

「はい、少なくとも後ろにいる別働隊くらいは引き受けるべきではないかと」

　団員たちは口をぽかんと開け、呆あつ気けに取られた表情になっている。

　普段と変わらないのはドゥイエンヌただ一人だった。さすがのアルゴラとヨーコも目を見開いて驚きの表情を浮かべている。

「おまえ……あの間抜け共の尻しり拭ぬぐいのために、我々にそんな危ない橋を渡れと？」

　アルゴラの言葉がガブリエラの心に引っかかった。

　危ない橋。確かにそうでしょうけれど。いえ、ですが……これはなんでしょう。この感じ。何か気にかかるといいますか……。

　ガブリエラが内心で首を捻っていると。

「おい、ガブリエラ！」

　アルゴラのきつい声で、ガブリエラは慌てて顔を上げた。

「ですがアルゴラ様、わたしたちが何もしないで逃げ果せ、友軍が全滅してしまったら、栄はえある鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの栄光に傷がつくのではないかと思うのですが……」

　アルゴラとヨーコは互いの顔を見やって肩をすくめ、首を振った。

「そうかもしれんな」

「実情はどうでも、世間的にはそうなりますか」

　アルゴラもヨーコも、かなり驚いていた。それはガブリエラが敵の一部を引きつけようと言ったことにではなく、鋼鉄の白兎騎士団の評判に傷がつくことを恐れたことに対してだった。

　まぁ、わたしは気にしないのだが……確かにその場合、我々の尻拭いを団長代理がすることになるからな。

　レフレンシアの困っている姿を見るのはなかなか楽しいことだが、アルゴラは自ら彼女を困らせようとは思わない。これでもアルゴラはレフレンシアのことを尊敬しているのだ。政治や外交という自分にはない才覚で以もつて騎士団を引っ張っていくレフレンシアのことを。

　そのレフレンシアがここにいれば、同じようなことを言ったかもしれない。

　即ち、友軍を見捨てた形になれば、内実はどうであれ、鋼鉄の白兎騎士団の評判に傷がつくだろうと。そしてそれは、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの未来に少なくない損害をもたらすだろうと。

　その利害、損得計算にガブリエラが触れたことに驚いたのだ。

　ガブリエラには、政治や外交の才覚があるということか。

　アルゴラとヨーコの頭の片隅に、そのことが印象づけられた。

　そういう面倒なことはあの女ひとやマクトゥシュ様に任せておけばいいと思っていたが、ひょっとしてこいつにも任せられるのか？

　という思いを心に秘めつつ、アルゴラは言い放った。

「ベティスに何を言われようとかまわんが、団長代理に朝から晩まで嫌みを言われ続けるのだけは避けなくてはな」

　はいそのとおりです、と肯定はできないガブリエラである。

「となると、どうするか。後方の別働隊を引き受けるのなら、奴らを蹴散らして逃げるのがいちばん好みなのだが」

　アルゴラは思案気だった。

　しかし、そうなると大々的な戦闘になってしまう。別働隊どころか、前面にいる本隊までもがこちらに殺到してくるかもしれない。もし逃げ切れなければ……。

　それを考えると、ガブリエラは背筋が寒くなる。

　包囲されて全滅するのが、グラウコゥスの先鋒隊から鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの先鋒隊に替わるだけだ。

　好みだからそうする、とアルゴラ様が言いださなかったことを感謝したいです。

　下へ手たをすると自軍が壊滅しかねない瀬戸際にあるのだし、さすがのアルゴラも自分の趣味を第一には考えないだろうとガブリエラも思う。けれども。第二、第三くらいには考えているかもしれない。使えそうな第一案が出ないと、焦じれたアルゴラが第二案、第三案を実行に移そうとする虞おそれがある。かなりある。

「あのう」

　アルゴラが短気を起こさないうちに、ガブリエラは撤退に関する具体策――要するにどちらへ逃げるか――を進言することにした。

「逃げる方向ですが」

「いい考えがあるのか、ガブリエラ？」

「いい考えといいますか、これしかないといいますか」

　ガブリエラはそこで言葉を切って、上目遣いにアルゴラを見た。少し躊躇ためらっているような素振りだが、アルゴラは彼女の態度を、幹部に対して進言することを遠慮しているのだと取ったようで、

「かまわない。言ってみろ」

　と鷹おう揚ように頷いてみせた。

「逃げるのでしたら、西へ逃げるしかないと思います」




　　　　　４




　周りにいた団員たちは、さらに驚いた顔になった。

　アルゴラもヨーコも怪訝な顔だ。

「ガブリエラ」

　皆の気持ちを代表してアルゴラが訊いた。かなりの早口で。アルゴラにしても、気が急せいているのかもしれない。

「東が駄目なら西というのは、少し安直に過ぎないか？　確かに西へ向かえば敵の別働隊の眼前を突っ切ることになるから、敵は嫌でも気づくだろうが、しかし、西へ走れば行き止まりだ。行く手を中央湖が遮さえぎっている。湖には周回路はなく、原生林が広がっているから、地理不案内の我々では抜けられないだろう。逃げ切るとすれば船で中央湖を渡るしかないが、全員が乗れるだけの船が手に入るとは限らない。というより、手に入らないだろう。積み残しが岸辺でうろうろしているところに追撃がかかったら、抵抗のしようがないではないか!?」













　その疑念は誰もが感じたから、みな頻しきりに頷いている。

「それとも、中央湖を大回りしてキュラソールの街まで走ろうと言うのか？　しかし、さすがにそれは追いつかれてしまうだろう？　森の中に身を隠すだけなら可能かもしれないが、森の外側を押さえられてしまえば逃げようがない。先ほどアルゴラ隊長が言ったように、現地の様子を知らない我々では森を抜けられまい。船に乗れなかった者は、森の中を彷徨さまよった挙げ句に野の垂たれ死ぬか、追撃してきた敵に押し包まれ討ち取られるか、そのどちらかだと思うのだが？」

　と続いたのはヨーコだ。

　堪たまらず、ドゥイエンヌが面当てを外して口を挟んできた。

「あのう、アルゴラ様、ヨーコ様」

「何か、ドゥイエンヌ？」

「ガブリエラの考えは、大抵とんでもない上に大おお凡よそろくでもなく大概非常識で恥知らずなので、最後まで聞いてから判断なさったほうがよいのではないかと思われます」

　ガブリエラが仰け反った。

「ドゥイエンヌさん、酷ひどっ」

「そう……だな。言われてみれば、そのとおりだ」

　アルゴラとヨーコが頷くと、ガブリエラはもう一度、小さく仰け反った。

「アルゴラ様もヨーコ様も、酷っ」

「では、ガブリエラ」

　ガブリエラに向き直った二人の隊長が、交互に疑問をぶつけてきた。

「湖まで逃げたはいいが船がない」

「船に乗り切れなかった者が大勢いる」

「当然、敵の追撃がかかっている」

「かといって湖を迂回していては追いつかれるのは確実」

「しかし森を抜けるのは至難の業」

「我々はどうすればいいのだ？」

　ガブリエラは引き攣つったような笑みを浮かべて応えた。

「で、ですから……」

　二人の隊長が鋭い目でガブリエラを見つめている。見つめているというより、睨んでいるといったほうがいいかもしれない。

「ですから？」

「船がないのであれば、泳げばいいのではありませんか？」

　アルゴラとヨーコが小さくずっこけた。

　あ。ヨーコ様がずっこけるなんて、お珍しい。

　ドゥイエンヌは珍しいものを見られたと内心で快哉を叫ぶが、他の団員は呆気に取られた顔でガブリエラを見つめている。

　ドゥイエンヌなどはもう慣れたものだから驚きも怒りもしないが、ガブリエラの突とつ飛ぴな発想力に慣れていない者からすると「巫ふ山ざ戯けるな」と怒鳴りたくなるところだ。

　ガブリエラが心配そうな顔で、野戦机に両手をついて俯いているアルゴラとヨーコを覗き込む。

「あのう……」

　不意にアルゴラが顔を上げた。

　ヨーコはまだ下を向いたままだ。見れば、ふるふると肩が小刻みに震えている。

　アルゴラの顔から表情が消えた。氷のアルゴラという異名にふさわしい冷え冷えとした顔でアルゴラはガブリエラの名を呼んだ。

「ガブリエラ」

「はい？」

「我々は泳ぐのか？」

「え？　何か問題が？」

「我々が今どんな格好なのかを、おまえは忘れてはいないか？」

　なるほど、みな完全武装の出で立ちだ。軽装鎧よりもずっと重い鎧は、泳ぐには負担が大きすぎる。というか、普通の者では泳げないだろう。

「それともおまえは、こんな鎧を着たままで湖を泳いで渡れと言うのか!?」

　ガブリエラの脳裏で小さな鐘の音が、ちりん、と鳴った気がした。

　また。何かしら、これは。

　たまに脳内で鳴る警戒警報とも違う。

　なんとなく第六感が何かを教えようとしている……と思えなくもないが、いったい何を教えようとしているのか、ガブリエラにはさっぱり見当がつかない。

　しかし、今はそれを追究している場合ではないようだ。

　アルゴラとヨーコが自分に向ける視線が次第に険しくなっていることに気づいたガブリエラは、慌てて説明を始めた。

「確かにこの鎧で泳ぐのは厳しいですけれど、でも、鎧は脱げばいいではありませんか。身軽になれば、みな泳げるはずですよ」

　とガブリエラが言うのにはそれなりの理由がある。

　団員は入団試験に受かるために各おのおの水練を積んでいるし、入団した後でも軍事教練の一環として騎士団は皆に水練を課しているのである。団内に泳げない者はまずいない。

「そうか、そうか。なるほどな。おまえの考えはよく判った」

　アルゴラは眉一つ動かさないまま、うんうんと頷いた。

「ところでガブリエラ、脱ぎ捨てた鎧はどうするのだ？」

　ガブリエラが、ぎくりと上体を強こわばらせる。

「そ、それは……船に積んで可能な限り運びたいと思います。全員が乗れるだけの船は手に入らなくても、一隻や二隻なら手に入るのではないでしょうか？　もしも積み切れなかった場合は諦めるしかないかと思いますけれど」

　アルゴラが、ふんと鼻を鳴らす。

「高価な高価な白しろ銀がねの鎧を百も捨ててきたら、マクトゥシュ様がなんと仰るかな」

「あの、でも、命あっての物種と言うではありませんか」

「マクトゥシュ様は、命よりも白銀の鎧のほうが大事だと仰るだろうな」

「うっっっ」

　ガブリエラは大きく頭を引いたが、しかしすぐに体勢を戻し、必死になってアルゴラを説得する。

「ですが、のんびりと道を走っていたら敵に追撃されるだけです。こちらは徒かちなのですから、騎馬隊に追撃されたら逃げ切れません。いったん逃げると決めたのなら、全員が逃げ切ることを優先させるべきかと思うのですが」

「正論だ。見事なまでの正論だ。その正論っぷりなら、きっとおそらくたぶんひょっとすると万が一くらいはマクトゥシュ様も納得してくださるだろう」

「いいい、いえあの……だんだん可能性が低くなってますけれど」

　ようやくヨーコが顔を上げた。

「アルゴラ隊長。今は目の前に迫る危難を回避することが最優先。そして、友軍の全滅も避けなくてはならない。この二つの条件を満たすものはガブリエラの提案する策を措おいて他ほかになし。ここは作戦立案担当！　の言葉に従うべき！　ではないだろうか」

「……そうか。そうだな。事ここに至っては、我々としては作戦立案担当！　の考えに従うしかあるまいな。実に不本意であるが」

「あの、お二人ともわたしに責任を押しつけようとしてらっしゃいませんか？　いらっしゃいますね？」

　即座にアルゴラが断言する。

「そんなことはこれっぽっちも思ってはいない」

「わたしたちは作戦担当の言葉に従うしかなかったのだ」

　ヨーコも空を見上げて遠い目でそう言った。もっとも今は霧に煙っていて夜明け間近の空すら見えないのだから、ヨーコが何も見ていないのは明らかだ。

「悔しいことだが」

　とアルゴラが。

「悲しいことだが」

　とヨーコが。

　そして二人の声が見事に重なって。

「「大事な白銀の鎧は捨てていこう」」

　ふだんはあまり仲のよくないアルゴラとヨーコなのに、この見事なまでの息の合いっぷりはどうだ。

　しかし、二人の猿芝居を笑う者は誰もいなかった。

　みな知っているのだ。いくら犠牲を出すことなく撤退するためとはいえ、高価な白銀の鎧を放棄したりすればマクトゥシュ副団長代理が怒り狂うのを。

　マクトゥシュの機嫌を損ねた者は小言を一つ二つもらうだけでは済まない。食事の量を減らされたり食事の質を落とされたり、最悪、食事を抜かれたりするという、身の毛もよだつような恐ろしい罰が待っているという。そんな事態を免れるために、誰もが犠牲となるべき羊の存在を欲していた。

　ドゥイエンヌが顔を歪めた。

　ガブリエラが生け贄にえになるのはまったくかまわないが、とばっちりが遊撃小隊全体に及ぶとなると、ドゥイエンヌとて他ひ人と事ごとではいられない。

　まぁ……仕方がないですわね。今いま更さらの話ですし。

　ドゥイエンヌは、がっくりと肩を落として小さくため息を吐ついた。

　ジアンやノエルノード、アフレア辺りが文句を言いそうですけれど、それは直接ガブリエラに言ってもらいましょう。マクトゥシュ様のお怒りは……それもなんとかガブリエラに集中させて……。

　などとドゥイエンヌが事後対策を練っているうちに、アルゴラが最終的な断を下した。

「選えり好ごのみを言ってる場合ではないな。マクトゥシュ様のことは後で考えるとして」

　いったん言葉を切ったアルゴラは、ちらっとガブリエラに視線を走らせた後、周りにいる中隊の幹部連を見渡した。

「中央湖へ逃げよう。まずは中央湖まで走り、できるだけ船を確保する。その場で全員鎧を脱いで船に積み、人は泳いで渡るんだ。幸い今日は風がないから波もないだろう。ビアンテ」

　副隊長のビアンティティセスが、はい、と返事をする。

「船を漕げる者を大急ぎで選びだせ」

「了解であります」

「殿しんがりとして三小隊出す。殿隊にはなんとか敵の追撃を食い止めて、時間稼ぎをしてもらおう。最初は我が隊から第一小隊。それと」

　アルゴラがドゥイエンヌに顔を向けてきたので、ドゥイエンヌは、お出でなさいましたか、と覚悟を決めた。

「遊撃小隊に頼もう。本来、おまえたちはわたしの部下ではないので、これはお願いだ。やれるか、ドゥイエンヌ？」

　アルゴラの言葉は、やはりこの世界の軍事組織の中では珍しいものである。普通は、相手の事情や思惑など上官が斟しん酌しやくすることはない。

　しかし、ドゥイエンヌのほうは正論でもって応えた。

「今はアルゴラ様がこの遠征隊の指揮官です。わたくしたち遊撃小隊も、アルゴラ様の指揮下に入っております。ご遠慮なさらずに」

「そうか。では、遠慮なく命令させてもらうとするが。まずは第一中隊第一小隊及び遊撃小隊。それから、もう一隊」

　アルゴラはそこでヨーコに向き直る。

「ヨーコの隊からも一つ出してくれ。魔術士がいる隊な」

　アルゴラが魔術士に拘こだわるのには理由がある。無ぶ勢ぜいで多た勢ぜいの追撃部隊を足止めしなくてはならないとき、直接に剣を交えても稼げる時間などたかがしれている上に、大きな犠牲を払うことになる。

　しかし、魔術士による間接攻撃であれば、敵と直接に干かん戈かを交えなくてもいいので犠牲者は少なくて済むし、足止め効果もそれなりに期待できる。何も敵兵を死傷させなくてもいいのだ。馬を驚かせて騎兵を落馬させるだけで追撃の速度は大きく鈍る。追撃の勢いは大きく削がれる。

　アルゴラが遊撃小隊を指名したのも、おそらくアフレアの存在を考慮に入れたからだろう。

　この世界に於いては男性よりも女性の魔術士のほうが多い。確たる理由は判らないのだが、守護天の力をこの世界に顕現させるものが魔術であるのだから、守護天に祝福された者でないと魔術は使えない。そして、守護天の祝福は男性よりも女性に向かいがちである。それが魔術士に女性が多いことの理由ではないかと言われている。

　それはさておき。

　本来ならすべての小隊に一人は魔術士が欲しいところだが、いくら女性だけで構成される白はく兎と騎き士し団だんとはいえ、そこまで多くの魔術士を用意することは難しい。現状では、一中隊につき、せいぜい三、四人というところだ（救急分隊だけはもっと割合が高い）。

　ヨーコは自分の隊の中で魔術士のいる小隊を思い浮かべ、その中から一つを選んだ。

「第五小隊を出します」

　軽く頷いたアルゴラが地図上の一点を指し示す。

「ビアンテ、小隊長を呼んでくれ」

「はっっ」

　一番隊第一小隊小隊長はエリゼゥウ。二番隊第五小隊の小隊長はヘレイネだ。二人は物見としての報告を終えた後、本陣脇に控えていたので、呼ばれてすぐに現れた。

「我々はこの場から離脱する。一番隊第一小隊、二番隊第五小隊、及び遊撃小隊はここから西へ行ったところで適当な場所を選び、敵の追撃に備える。だいたいこの辺りだな。そこが第一次防衛線だ。殿の指揮は一番の第一小隊長エリゼゥウに任せる」

　エリゼゥウ、ヘレイネ、ドゥイエンヌ、ガブリエラが重々しく頷いた。

「次は我が隊の第八と。ヨーコ？」

「では、二番隊からは第二小隊を」

　アルゴラの指が地図上を滑る。

「一番の第八小隊と二番の第二小隊を支援隊とする。両隊は、この辺りで待機のこと。ここが二次防衛線だ」

　四人の副隊長が地図を覗き込む。

「一番の第一、二番の第五、遊撃の殿部隊は、一刻ほど待って敵の追撃がなければ後退。二次防衛線まで下がり、支援隊と合流。敵の追撃があった場合は、少なくとも四半刻、できれば半刻は保もち堪こたえろ。その後、二次防衛戦まで下がって支援隊と合流。そこにも追撃があった場合、支援隊は殿部隊を支えて敵の追撃を阻止。そうだな、そこでも半刻くらいは保たせろ。支援隊の指揮は二番の第二小隊長、サーシュに任せる」













　アルゴラが地図から顔を上げ、周りにいる仲間の顔をゆっくりと見渡すと、他たの団員も顔を上げ、アルゴラに視線を向けた。

「何か質問はあるか？」

「あの」

　臨番庶務代表の一人が恐る恐る手を挙げる。

「何か、メルロゥス？」

　メルロゥスと呼ばれた団員は、一瞬、自分の鎧に目を落としてから訊いた。

「鎧を脱いで泳ぐというお話ですが、鎧だけ脱げばよいのでしょうか？」

「いや、駄目だろう」

「やはり駄目ですか」

「湖から上がったときに下着が濡れていたら拙いからな」

　ここでアルゴラが言う「下着」とは「鎧の下に着る物」という意味で、我々が考える「下着」とは少しばかり意味合いが違う。軽装鎧の場合など、その下に着けている裳も裾すそも「下着」の部類に入る。

　メルロゥスが、ごくりと唾を呑む。

「ということは」

「脱いで泳ぐんだ」

　その場にいる団員のうちの多くが顔を歪めた。

　彼女たちが思うことはみな一緒だ。

　即ち、なんて迷惑な奴だガブリエラは、ということだった。

「脱いだ下着はいちいち船に積まなくても、縛って頭に載せておけばいい。そうすれば上陸したら直ぐに着られる。もしも鎧を捨てることになったら着る物は下着しかないぞ。裸で走りたくはないだろう？」

　そんなことになったら、ガブリエラの両手両足に重しをつけて裸のまま湖に沈めてやろうと思うメルロゥスである。

「了解しました」

　苦い顔でメルロゥスがアルゴラに敬礼を寄越した。

「他には？」

　特に質問は出なかった。

「では、急いで撤収の準備を開始しよう。あまり大きな音を立てるなよ。こちらの存在を気づかれるわけにはいかないからな。それと、哨しよう戒かいの人数を増やして敵の物見を入り込ませるな。不審者は見つけ次第その場で殺せ」

　全員から低く抑えた声が上がった。

「了解しました」

「よし、始めろ」

　アルゴラとヨーコが、自隊の副隊長に合図した。

　副隊長と臨番庶務の代表は直ちに各小隊の小隊長を集め、命令の伝達と徹底を図るのだった。
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　ドゥイエンヌとガブリエラも急いで仲間の下へ戻って殿しんがり戦せんの準備を始めようと身を翻ひるがえしたのだが、そこをアルゴラに呼び止められた。

「はい、アルゴラ様？」

　ドゥイエンヌが振り返ると、アルゴラは少しだけ表情を和やわらげて言った。

「難しい仕事を頼んで悪いな」

「いえ、お気になさらずに」

「遊撃小隊にはアフレアとウェルネシアがいるからな。敵の足止め、期待している」

　やはりアルゴラはアフレアの魔術に期待しているのだ。

　そして。

「ウェルネシアは、何か持ってきているのだろう？」

　ドゥイエンヌが曖あい昧まいな顔で頷いた。

「とは思うのですが、具体的にどのような薬、あるいは毒を持っているのかは、本人に訊いてみないと判りません」

「敵の足止めができるなら、なんでもいいから使えと言ってくれ。値が張る薬でも遠慮は無用だ。後で補償はする。マクトゥシュ様がうんと言わなければ、わたしがなんとかしよう」

　現状、ウェルネシアが持ち込んだ薬草類は彼女個人の持ち物で、それを使うか使わないか、使うとすればどのように使うかの決定権はウェルネシア自身にある。いくらアルゴラが上官だとしても無む理り強じいはできない。だから彼女は「補償はする」と言った。

　確かにそれは誠意ある態度だが、しかし、そこまで言われてしまえばウェルネシアも断れないだろうという読みと期待もアルゴラにはあるはずだ。ただの剣術馬鹿ではない懐の深さをアルゴラは見せた。あるいは魅せた。そのことにガブリエラは感心する。

　さすがに番隊長を張る方となると違いますね。部下の操縦法をよく知ってらっしゃる、そんな感じです。

　いろいろ勉強になると、そう思うガブリエラだった。

「ありがとうございます。アルゴラ様のご配慮、ウェルネシアも感謝するでしょう」

　ドゥイエンヌがアルゴラに対して頭を下げた。

「それとな、ドゥイエンヌ」

「はい、なんでしょう？」

「無理はかまわないが、無茶はするな。おまえたちを犠牲にしてまで逃げ延びようとは思っていないぞ」

「あ……ありがとうございます」

　ドゥイエンヌは感激の面おも持もちで、もう一度低頭した。

　やはり部下の操縦法、判っていらっしゃいますね、アルゴラ様。わたしも、もう少しドゥイエンヌさんの操縦法を上達させないと。

　頭を下げているドゥイエンヌを横目で見つつ、そんな不ふ埒らちなことを考えてしまうガブリエラだった。

「よし、では準備にかかってくれ」

「了解しました」

　白はく兎と式しきの敬礼をアルゴラに送ったドゥイエンヌとガブリエラは、近くに待機していた遊撃小隊の仲間の下へ急いで向かおうとしたのだが。
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　そのとき。

　左手で喚声が上がったのが聞こえてきた。

「なんだ!?」

　アルゴラとヨーコが険しい顔になる。

「我が隊か？」

「いえ……もっと遠くのように思えますが」

「まさか！」

　アルゴラとヨーコの顔色が変わった。

「グラウコゥスの先鋒大隊が存在を敵に察知されたか!?」

「かもしれません！」

「ビアンテ！」

　アルゴラの叫びに応えて、副隊長が駆け戻ってきた。

「直ちに撤退を開始する！　まだ霧が濃いから判り易いように街道を西へ走れ。撤退の指揮はヨーコが執る。持てる物だけを持てばいい。糧りよう秣まつや予備の武器など捨てていけ。それと殿隊をここへ！」

「了解です！」

「もう大声を出してもかまわん。大急ぎで全員に伝えて回れ」

「はっっ」

　ビアンティティセスが踵きびすを返すと、アルゴラは傍らのヨーコに向き直った。

「ヨーコ、予定変更だ。わたしは殿隊の指揮を執ろうと思う。本隊撤退の指揮を頼む」

　またそんな無茶を。

　と思ったヨーコだが、すぐに考え直した。

　確かにそのほうが殿隊の生還確率は上がるな。

　グラウコゥスの先鋒隊が敵と遭遇してしまったとなると、どうしたって追撃がある。戦闘が起きる。そうなったとき、アルゴラのような実戦経験が豊かな指揮官がいるといないとでは大違いだ。

　わたしが殿隊を、と申しでてもいいのだが、譲るアルゴラ隊長ではないからな。今は言い争っている時間はない。

　ヨーコは、アルゴラに敬礼をした。

「了解しました」

　ヨーコに答礼しつつ、アルゴラは淡々と言った。

「友軍へ向かわせないようにするため、まずは敵別働隊の鼻先を突っ切れ。逃げた後のことはヨーコの才覚に任せる。よし、行ってくれ」

　ヨーコが身を翻した。

　入れ替わるように、一番隊第一小隊と二番隊第五小隊、それに我らが遊撃小隊の面々が姿を現した。

「一番隊第一小隊小隊長エリゼゥウ、来ました」

「二番隊第五小隊小隊長ヘレイネ、来ました」

「遊撃小隊小隊長ドゥイエンヌ、来ました」

　頷く間もなく、アルゴラは早口で命令を伝える。

「詳しい状況は不明だが、どうやら友軍が敵部隊に見つかったらしい。が、それを確かめている余裕はない。挟撃されてからでは遅い。我が軍は直ちにこの場から離脱する。ご苦労だが諸君らには予定通り殿の役目を頼みたい」

「了解であります」

「エリゼゥウ、殿隊の隊長を変更する」

「はい。で、どなたが？」

「わたしだ」

「あ……あ、了解であります！」

　一瞬、エリゼゥウの顔が輝いたように見えた。

　アルゴラ隊長がいてくれれば、任務は成功したようなものだ。

　エリゼゥウも第一小隊員もそう思った。とにかく一番隊隊士のアルゴラに対する信頼感は絶大だった。

　二番隊の第五小隊員たちも心強く思っているはずだ。

　もちろん、遊撃小隊員も。

　全部隊の指揮官であるアルゴラ様が殿の指揮官だなんて、吃びつ驚くりです。

　さすがのガブリエラも驚きを隠せないのだが、同時に心強く感じている。

　最近のクセルクス盆地周辺の情勢は安定していて、白はく兎と騎き士し団だんも本格的な戦闘を経験してはいないのだが、ベティスに乞こわれて彼かの国の援軍として、過去に幾つかの戦いに参加したことはある。

　アルゴラは、それらの戦いを経験している数少ない白はく兎と騎士団員だった。そして、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの勇猛果敢さを改めて周辺諸国に鳴り響かせたのは彼女とクシューシカの二人だった。

　左手で聞こえる喚声や怒号は、ますます大きくなっている。

　白はく兎と騎き士し団だんの陣内でも、あちこちで命令や伝達が大声で交わされていた。

　すでに騎士団の一部は移動を開始しているようだ。

　騒然とした、そして殺さつ気きだった雰囲気の中、ガブリエラは思った。

　アルゴラ様が指揮を執ってくだされば……初めての実戦ですけれど、そして初仕事としては少しばかり厳しい任務ですけれど、きっとなんとかなるでしょう。それに。

　ガブリエラは、控えている遊撃小隊員にちらっと視線を走らせる。

　まだ実戦の経験はないですけど、遊撃小隊はそれ以上の経験を積んできているのですから。隊員はいずれもが一騎当千の兵つわものと言っていいのですから。敵の足止めくらい、なんとかなります。誰も犠牲を出さずとも。ええ、きっと。

「よし、本隊に続くぞ。まずは敵がすぐに追ってくるかどうかを確認する。続け」

　アルゴラの命令で殿隊の三十余名は武器を手に取り、必要最小限の食料と工具を持ち、命懸けの任務に向かうために動きだした。
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　少しずつではあるが霧は薄れている。しかし、まだ夜は明けていない。依然として、視界はほとんど利きかないも同然だった。

　その霧の中、本隊に続いて西へ移動を開始しようとした殿しんがり隊たいは、本陣を置いていた小高い丘を下ったその先で敵兵と遭遇してしまった。

　アルゴラの決断は実に素早い。状況を把握する前にもう命令を下していた。

「一撃加える。互いを見失うなよ。魔術士と救急隊員はその場に待機。残りは続け」

　言うや否いなや、アルゴラは先頭を切って駆けだしていた。

　霧の中にぼんやりと浮かぶ敵兵の影。

　その数およそ二、三十。

　おそらく周辺の様子を探りに出てきた物もの見み部隊だと思われる。

　兵数的には互角だったのだが。

　アルゴラに続いて殺到した殿隊は、何が起きたのかもよく判らない敵兵を、たちまちのうちに屠ほふってしまった。

　中でもアルゴラの奮闘ぶりは凄まじく、敵兵の四分の一ほどは彼女一人で斬って捨てたのではないだろうか。まさに「赤き死の舞踏」という異い名みように相応ふさわしい働きだった。

　他にはジアンとマルチミリエの奮戦ぶりも特筆に値するだろう。

　呪文を詠唱して魔術を保持したまま敵の襲撃に備えるアフレアだったが、結局、敵は一人もアフレアたちのところへはやってこなかった。

「シゥビーニュを出す暇があれば」

　などとアフレアは地団駄を踏んで悔しがったのだが、背中に背負った箱からわざわざシゥビーニュを出すまでもなく、戦いは呆あつ気けなく終わったのだった。

　ガブリエラは一人を斬っただけだった。

　しかし。

　それでも。

　一人を斬った。

　ガブリエラの手に、人の肉と骨を断つ感触が残っている。とてつもなく不快で、どこまでも不吉で、それでいて心が沸わき立つような不思議な感触だった。

　人を斬ったのはガブリエラにとって初めての経験だ。

　後悔はなかった。罪悪感もない。躊躇ためらいや逡しゆん巡じゆんなど、己が屍しかばねとなって朽ち果てることに繋がるだけだ。ここはそういう世界なのだ。

　大きく息を吐はいたガブリエラは血に濡れた剣を拭き、鞘に収めた。

　戻ってきたアルゴラは、大して面白くもなさそうな顔で言った。

「今のところ救急隊員の出番はなしだ。だが、何人か逃げたから、こちらの正体も割れたな。これで否いや応おうなく敵の別働隊はこちらを追いかけてくる。グラウコゥスの阿あ呆ほう共を助けるという目的はこれで達成されたわけだな。なぁ、ガブリエラ」

「え……ええ、はい」

「今の攻撃でこちらの兵数を多めに見積もってくれれば、敵もある程度は用心するだろうさ。さて、本隊は無事にここから離れたようだし、我々も走るか。迎撃地点で細さい工くをする時間を稼ぎたい。まだ霧が晴れていないから街道を離れるな。道を外れると仲間を見失うぞ。必ず小隊毎ごとに行動しろ。先頭は第一。真ん中を遊撃。後尾を第五だ。よし、続け」

　敵別働隊の物見部隊に強烈な一撃を加えた殿隊は霧の中を走りだした。結果的にこの強襲が、後の追撃阻止戦の成否に大きく影響したと言えそうではあった。
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　夜は明けた。だが、まだ霧は晴れていない。

　それでも夜明け前よりは確実に視認距離が上がってきている。これでもう少し太陽が高くまで昇れば、霧は急速に晴れていくだろう。

　中央湖なかのうみへと通じる街道沿いに、遊撃小隊と第一中隊第一小隊、第二中隊第五小隊から成る殿隊が伏せている。その数、三十余名。

　街道は平原を東西に貫く道で、幅員は約二ヤルド。舗装がしてあるわけでも石が敷き詰めてあるわけでもない。ただ踏み固められただけの道だが、それでも道を外れれば石や岩がごろごろと転がっているし、雨が降れば泥ぬか濘るみとなるし、街道を歩くほうがずっと歩き易やすいのは確かだ。

　ここから数リーガ西へ行ったところ、中央湖の周囲に広がる原生林が間近に迫る辺りに支援隊が控えている。

　まずこの第一次防衛線で、殿隊は敵別働隊の追撃部隊に一撃を加えて追い足を鈍らせ、混乱する敵を後しり目めに西へと走り、支援隊が待つ地点まで退却する。

　支援隊と合流したら、その場所――第二次防衛線でもう一度、追ってきた敵に攻撃を加えて足止めする。

　ある程度の時間を稼げたら、別働隊本隊が押し寄せる前に、殿部隊と支援隊は一いち目もく散さんに逃げる、というのがアルゴラの基本方針である。

　そのためにも、まずここで、第一次防衛線で、殿部隊が敵の追撃部隊に確実な損害を与える必要があった。

　追撃部隊が素通りして、退却する本隊に追いついてしまうとどうなるか。

　逃げながら戦うことは至難の業わざなので、白兎騎士団しろうさぎ側も追いつかれたら本格的な戦闘をせざるを得ない。しかし、逃げ切れないまま戦ってしまえば、後方から迫る敵の別働隊本隊が間に合ってしまう。そうなれば戦力差は埋めようもなく、一番、二番隊は全滅もあり得るという際どい状況だった。

　そんな事態を避けるためにも、殿隊と支援隊は、ここと第二次防衛線で時間を稼がなくてはならない。

　ここで問題なのは、追撃部隊がどのくらいの規模で姿を現すのかという点にある。

　殿隊としては、敵の追撃部隊が縦隊だろうと横隊であろうと、街道に沿って駆けてきてくれるのならさほど大きな問題ではない。

　速度を優先させ、逃げる敵の背後から襲いかかろうという場合は、少数精鋭の騎馬部隊を先頭にして追いかけてくるだろう。多少の反撃は覚悟の上、一部に逃げられるのも致し方なし、ともかく敵を討ち取り、戦闘で勝利を得ようという考え方だ。

　速度を犠牲にしても、逃げる敵を押し包むように袋の鼠ねずみにしてしまおうというのであれば、全軍で追いかけてくるかもしれない。味方の犠牲は極力少なく抑え、できれば敵を一いち網もう打だ尽じんにしたい。上う手まくいけば戦わずして降伏を迫ることもできるし、もしも逃げられたとしても、ル・アンヘルの街の救援というベティス側の戦術目標は阻止したわけだから、それでよしという考え方だ。

　騎馬隊が追撃してくる場合、数自体はそれほど多くないと予想される。数十か、多くても百足らずだろう。敵の別働隊の規模は未だに不明だが、おそらく五、六百というのが妥当なところだ。本隊は前方にいたのだから、別働隊に千を超えるような兵力はないはず、というのがアルゴラたちの読みだった。

　となると。

　騎馬兵の割合を兵力の一割とすれば、五、六十騎。もう少し多くて二割としても百かそこらだ。

　この数字だけを見れば三十人でも足止めができそうに思えるが、しかし騎馬兵は歩兵三、四人分、あるいはそれ以上の戦闘力を有するというのが相場である。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの騎士は強兵であるという要素を加味して一対三と仮定してみよう。

　その場合の実質的な戦力比は、相手騎馬兵が五十騎しかいないときでも三十対百五十。八十騎いれば三十対二百四十。百騎いれば三〇対三百。まともに戦ってどうこうできる比率ではない。第一と第二中隊全員で当たってなんとか、という戦力比である。

　もちろん全員で当たれるはずがない。前述したように、交戦中に敵別働隊本隊が追いついてきたら目も当てられないことになる。第一、第二中隊は壊滅。最悪の場合、全滅もあり得る。

　一方、全軍がまとまって追いかけてくる場合は、敢えて足止めをしなくても逃げ切るだけの時間が稼げることになる。その上、敵は左右に広がって包囲網を敷くように迫ってくるので、ここで待ち構えていても意味はない。だからアルゴラは「半刻待って敵が現れなければ二次防衛線まで下がる」と言った。

　ということで、騎馬隊を先行させて追撃するか全軍で追いかけるかは一長一短。あるいは「どちらの策を採とっても一局」ではあるが、ガブリエラは前者で来るだろうと睨んでいた。

　イリアスタ側としては、前回のコリントゥスを巡る攻防で大だい失しつ態たいを犯しているわけで、ここではその失態を取り返そうという意識が強く働くであろうことが予想される。

　それに。

　一般的に言って逃走していく部隊は規律が乱れがちで統制が取れていないことが多い。追撃されれば一気に崩れ立つ。そうなれば、戦闘というより抵抗できずに逃げ惑う兵を追いかけて討ち果たすだけという一方的な展開になる。そのような好機をむざむざ見逃す相手とは思えない。

　もっとも白兎騎士団しろうさぎの精兵は、このような危き急きゆう存そん亡ぼうの際でもただ逃げたりはしない。整然と退却する。敢然と反撃する。追撃するだけで勝利は自分たちの手に転がり込んでくると思い込めば、敵は痛い目を見ることになる。

　殿隊は、敵に痛い目を見させるべく、騎馬隊の追撃を想定して待ち構えているのだ。

　ただ、街道沿いにほとんど遮しや蔽へい物ぶつがないのが辛つらいところだった。殿隊の面々は地面の僅かな起伏の陰に身を隠したり、即席で掘った穴に身を潜めたりしている。

　時間的な余裕はなく、大したものは掘れなかったが、それでも身を隠すくらいは充分にできる。ここに隠れて、近づいてきた騎馬隊を急襲するのだ。敵が伏兵を考慮せずに近づいてくれば、それなりの打撃を与えることができるだろう。

　辺りは多少の起伏があるとはいえ、基本的に乾いた平地が広がっているだけだから、騎馬隊が縦隊となって駆けてくるかどうかは判らない。ひょっとしたら左右に広がって、横隊で駆けてくるかもしれない。

　だが霧が出ているから、街道から外れて原野を駆けてくることは考慮に入れなくてもよさそうだ。

　霧の中、目標物のないだだっ広い原野を馬で駆けようとしても、自分の位置の把握が難しい。互いの距離が開いて味方を見失えば、原野の中を彷徨さまよう羽目になるだけだ。

　アルゴラ以下、魔術士を除いて、全員が弓を持っている。

　駆けてくる騎馬は、人の力では止めようがない。

　馬体重が八百クロマ（ざっと三百六十キログラム）ある馬が全力で駆けてきたなら、衝突時の衝撃力は、今で言う数トンに及ぶ。いくら完全武装であろうと、人が馬の前に立ち塞がることになんの意味もない。

　相手が一頭や二頭なら、寸前で体をかわし、すれ違いざまに騎兵を叩き落とすという離れ業わざもできなくはない。だが、数十頭が相手となると、すべてをかわしきることなど不可能。であれば、弓で攻撃するしかない。

　たとえ騎兵を直撃できなくとも、馬に傷を負わせれば馬は倒れるか暴れるかするから、騎兵が落馬する可能性が高い。

　兵士に当たらなくても、馬を行動不能にするだけでいいのだから、しっかりと狙いをつける必要はなく、むしろ手当たり次第に数を撃てばいい。

　駆けてきた馬から落馬したときに受ける衝撃は生半可なものではない。おそらく落馬した騎兵の大半が戦闘不能になるだろう。

　一方、魔術士であるアフレアたちは弓を構えはしない。

　アフレアと第一小隊、第五小隊の魔術士三人で埋まい伏ぶく魔術を街道及びその左右に幾つか仕掛けてある。騎馬隊が走ってきたら、時機を見計らって仕掛けた埋伏魔術を炸裂させるのだ。

　時間的な余裕がないからあまり大きな魔術は仕込めなかったが、これも弓矢と同じで、兵士を死傷させなくても馬が使えなくなるだけでいいのである。驚いた馬が騎兵を振り落としてくれてもいいし、明後日あさつてのほうへ走り去ってくれてもいい。棒立ちになった馬なら簡単に弓で射ることができる。

　最初の埋伏魔術と弓の斉射でどれだけの馬と騎兵を倒せるのか、そして味方に損害が出るのか否か。そこが迎撃戦の戦果を左右する最大の鍵となりそうだ。

　敢えて斬り合いをするのは、混乱を抜けて殿部隊に襲いかかってくる敵兵を迎え撃つ場合だけ。従って、全員、弓を射るのに邪魔にならないように剣は外してある。

　遊撃小隊と一番隊第一小隊、二番隊第五小隊の三十人に加えて救急分隊員が二名、殿隊についているが、二人は戦闘要員ではない。最悪の場合を除いて、迎撃戦を行うのはあくまで遊撃小隊、一番隊第一小隊、二番隊第五小隊とアルゴラの三十一名である。

　殿隊の面々は思い思いの場所に身を隠し、じっと敵の出現を待っているところだった。
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　じりじりとした時間が流れていく。

　その間も少しずつ霧は晴れていき、今では白い紗うすぎぬを透かして青い空が望めるようになった。

　敵は来るのか来ないのか。

　来ないでくれればそれに越したことはないから、ついそれを期待してしまいそうになる自分を、ガブリエラは必死になって言い聞かせ抑え込んだ。

　敵は来ます。必ず追撃してきます。あの初撃を食らって何もしないはずがないのですから。逃げていく鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを指を咥くわえて見送るはずがないのですから。だから、わたしたちはここで足止めして時間を稼がないといけません。大勢の仲間の命がかかっています。なんとしてもやり遂げなくては！

　ガブリエラだけではない。仲間の顔には一様に決意と緊張と覚悟が漲みなぎっていた。
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〈来たっっ！〉

　声にならない叫びが誰かから上がった。

　だいぶ薄れた霧の中に幾つもの黒い影が浮かびあがった。地面を蹴る馬の蹄ひづめの音も、はっきりと耳に届いてくる。

　やはり騎馬隊が来ましたね。その数は!?

　近づいてくる黒い影の数を数えようと、全員がそっと顔を、顔だけを上げる。

　ガブリエラのところから確認できたのは二十かそこらだった。

　あれが物見を兼ねた先駆けだとすると。

　ガブリエラはすかさず頭の中で何通りかの模擬演算を繰り返す。

　騎兵は七、八十といったところでしょうか。そして歩兵は同道していないのなら。

　事前の読みとだいたい合っている。

　これなら、なんとかなるかも。

　単純な戦力比では三十対二百四十だというのに、ガブリエラはなんとかなると思った。彼女は自分たちの力を信じている。そして殿隊を率いるアルゴラの力を信じている。

　ガブリエラの体を闘志が駆け巡り、闘魂が膨れあがる。

　薄れつつある白い世界の中、次第にはっきりと、そして次第に大きくなる黒い影を、ガブリエラは目に力を込めて睨みつけた。

　晴れてきているとはいえ、まだ少し霧が残っているから騎兵も全力では駆けられない。周囲の様子に気を配り、道を確認しながら走っている。

　霧が完全に晴れてしまえばともかく、この状況では街道から離れると自分の位置を見失ってしまいそうだ。何しろ辺りには平原が広がっているだけで目標物がない。

　つまり、当初の想定どおり、騎馬隊は縦隊で街道を駆けてくるしかないわけですね。

　それはガブリエラたちにとって幸運だった。

　広い場所で乱戦になってしまうと、兵数が多く機動力のある騎馬隊のほうが圧倒的に有利だ。横広がりで駆けてこられると乱戦になりやすいし、押し包まれてしまう危険も高い。それ以前に、街道から離れて移動されては、殿隊の待つこの場所を素通りされてしまうことになる。

　もっとも霧に感謝する気は起こらない。

　そもそもが霧が出たからこそ敵の別働隊が自分たちの陣営の背後に迷い込み、こちらもそれに気づけなかったわけで、霧が出ていなければ、こんなふうに危ない橋を渡って逃げる必要などなかったのだ。

　とはいえ、現実問題として。

　まだ霧は完全に晴れていない。

　わたしたちの姿は敵から視認され難にくいですから、伏兵部隊の兵数が相手には把握できません。敵の兵数が判らないときは、襲われたほうの兵は疑心暗鬼に陥り易いものです。自分たちの想像以上の兵がいるかもしれないと思っただけで足が止まります。勢いが鈍ります。

　天は未だかろうじて自分たちに味方してくれていると、ガブリエラはそう思った。

　ガブリエラと同じ穴に潜んでいるアフレアが上体を持ちあげ、穴から頭だけを出して近づいてくる敵を見ている。

「もうちょい、もうちょい、もうちょい」

　呪文を唱えるように、アフレアが呟つぶやき。

　ちょうどそのとき、敵の先頭が狙いの地点に差しかかった。

　アフレアが鋭い声を発した。

　埋伏魔術の起爆呪文だ。

　街道脇で鋭い閃光が輝き、轟ごう音おんが轟とどろいた。

「うわぁあぁっっ」

「ぎゃあぁあっっ」

　幾つかの悲鳴が上がり、落馬した騎兵が地面に叩きつけられた鈍い音が聞こえてきた。

　続けざまに第二弾、第三弾の埋伏魔術が炸裂し。

　さらなる悲鳴と落馬の音が。

「待ち伏せだっっ」

「敵がいるぞっっ」

「止まれ止まれ止まれっっ」

　騎馬隊はその場に急停止し、敵を求めて右往左往している。

　ガブリエラたちは、霧の中の黒い影をめがけて弦つるを引き絞り。

「今だっっ、撃てっ」

　アルゴラの号令が響くと同時に、空気を切り裂くような鋭い弦の音があちこちから聞こえてきた。

「ぐわぁぁっ」

「くそぉっっ」

　さらに幾つか、落馬する音が上がった。

　騎兵は機動力を重視するから重い鎧は纏まとえない。装甲は薄いし、露出している部分も多い。当たりさえすれば、かなりの確率で怪我を負わせることが可能になる。

「応戦しろ。応戦！」

「敵の居場所が判らん！」

「弓の飛んでくる方向へ撃ち返せ」

　まだ霧が残っている上、穴の中から顔だけを覗かせて弓を射っているから、追撃部隊はガブリエラたちの居場所が特定できないでいる。

　先鋒が混乱している間に、アフレアたちは呪文を紡つむぎ終えていた。

「雷撃！」

「火炎！」

「疾風はやて！」

　三種の魔術が混乱する騎馬兵を襲った。

　いずれも効果が広く浅い魔術だ。たとえ直撃しても致命傷にはならないが、それで充分だった。

　魔術に襲われ驚き怯えた馬は、騎兵の言うことを無視して、あらぬ方向へと走りだす。

　今や先鋒部隊は混乱の極きわみにあった。

　その間も殿隊からの射撃は止やまない。

「下がれ下がれ！」

「いったん退ひいて態勢を立て直す！」

「後続部隊と合流！」

　怒号と悲鳴が混じる中、混乱した先鋒隊は大慌てで後方へと退しりぞいていった。

「撃ち方止やめ！」

　アルゴラの号令がかかり、弓の斉射が止んだ。

「戦況確認！」

　新たな命令で、十人ほどの団員が穴から飛びだしていった。予め決められていた戦況把握のための要員だ。

　彼女たちは落馬して負傷しもがいている敵騎兵に止めを刺しつつ、辺りの様子を確認して回った。

　時間的な余裕はない。

　飛びだしていった十人は大急ぎで戦況把握を済ませて戻ってきた。

「敵兵の損害、七。敵騎馬の損害、五！」

「そんなものか」

　アルゴラは興奮も落胆も見せずに頷いた。

　大混乱させた割には敵の被害が少ないように思える。

　おそらく落馬した騎兵はもっと多かったのだろうが、走れる者は走って逃げたのだ。

　一方、傷つき動けなくなった馬は五頭だけだが、勝手に逃げ去ったりした馬はもっと多いはずだ。

「とりあえず、騎馬兵の十以上は使えなくなったはずだな」

　追撃の騎馬隊全体を八十騎と仮定すれば、損そん耗もう率りつはまだ一割五分程度。どれほど甘く見積もっても二割には達していないだろう。

　それでも。

　緒戦としては上々の滑りだしだった。白兎騎士団しろうさぎ側に犠牲者は出ていないのだから。

　しかし、喜んでばかりはいられない。戻ってきた先鋒隊からの報告を受けた騎馬隊の本隊は、今度は伏兵がいるという前提で押し寄せてくる。

「隊長、霧が！」

　部下の指摘にアルゴラは顔を上げ、素早く辺りを見回した。

　頭上には完全に青空が戻ってきていた。

　東の空には眩まばゆい太陽が輝いている。

　彼方かなたまで見通しが利くようになった。

「これでこちらの様子が丸見えだな」

　霧は晴れた。

　敵はこちらに魔術士がいることも把握した。

　先ほどのように不意は衝けない。

　アルゴラが低く抑えた声で言った。

「ここからが正念場だぞ」

　ガブリエラもドゥイエンヌも、ジアンもアフレアも、セリノスもノエルノードも、レオチェルリもマルチミリエも、デイレィもウェルネシアも、下っ腹に力を込めて頷くのだった。
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　騎馬隊の本隊が視認できるまで霧は晴れた。

　数十もの小さな黒い点は少しずつ大きくなっていく。伏兵を警戒して、一気に距離を詰めてこないのだ。

「盾、構え」

　アルゴラが命じ、エリゼゥウが旗を振った。

　離れた穴に身を伏せている仲間への合図だ。

　ガブリエラたちも急いで盾を手に取り、頭上へと掲げた。

　近づいてきた騎馬隊は途中で一斉に止まった。ガブリエラたちのところから、ざっと三十から四十ヤルドほどの距離だろうか。

「撃て！」

　騎馬隊隊長の号令が響き、騎兵が一斉に弓を射った。

　湿り気を含んだ空気を切り裂き、無数の矢が飛来する。

　その大半は鈍い音を立てて地面に突き刺さったが、中には騎士団員が身を伏せている穴に飛び込んできた物もある。

　幾つかの金属音が響く。盾が矢を弾いた音だ。

　騎射用の弓は軽量小型。これだけ離れていれば、金属の盾を射貫くほどの威力はない。

「間まを空けるな。撃て撃て！」

　騎馬隊は三列横隊になっているようだ。

　最前列の騎兵が弓を撃つと、すかさず二列目がその前に出て、即座に弓を撃つ。次には三列目が最前列を追い越して、また弓を撃つ。いわゆる「三段撃ち」である。

　騎馬や歩兵が、こうしてほとんど間断なく弓を射かけながら敵に接近する三段撃ちは、この世界では割と一般的な戦法だった。

　一気に距離を詰めようと思えば詰められる騎馬隊がこれを行うのは、まだ伏兵の数と配置を完全に把握できていないためのやむを得ない対応といえる。敵の数を読み切れない以上、迂う闊かつに接近できないわけだ。

　最初に先鋒の騎兵を十人ほども屠ほふられたので、相手の兵数を必要以上に警戒している感じだ。だから、こうして時間はかかるが確実な対応策を採っているのに違いない。

　騎士団側からすれば、ここで相手が時間をかけてくれるのは歓迎すべきことだった。黙っていても本隊が逃げる時間が稼げるのだから。

　その代わり、わたしたちがかなり危うい状況になってきていますけど。

　穴の中で盾を構えたまま敵を待ち受けるガブリエラの額に、じっとりと汗が浮かぶ。

　このような状況では、ガブリエラの切れ味鋭い頭脳も人を驚かす奇想も、大して役に立ちはしない。

　先ほどから、掲げた盾が矢を弾く音が頭上で何度も聞こえてきた。その度に彼女は、びくりと体を震わせる。

　実戦がこれほど緊張するものだとは思わなかった。

　生死の懸かった戦いが、これほど凄まじいものだとは思わなかった。

　しかし。

　恐いかと言われると。

　あまり恐くはなかった。

　体を巡る血が熱い。

　心臓の鼓動が脳天にまで響く。

　恐さとは違う何かがガブリエラの頭を、心を、捕らえているような気がする。

　それに。

　彼女は近くの穴で指揮を執っているアルゴラのことを思う。

　アルゴラがこの場にいることのなんと心強いことか。

　白はく兎と騎き士し団だん遠征軍の指揮官であるアルゴラが殿部隊の指揮官を務めるというのは、常識的にはあり得ないことだ。一軍の将と将が率いる主力を逃がすために殿部隊がいる、と考えるのが普通だから。

　しかし、戦いくさの経験を取っても個人の戦闘能力を取っても、遠征軍の中ではアルゴラが抜きんでている。

　個人の戦闘力でならヨーコも引けは取らないだろうが、部隊同士の戦闘ともなれば、やはりアルゴラに一日の長がある。それはヨーコ自身も認めるところである。

　こうして側にアルゴラがいてくれるだけで、なんとかなりそうな気がする。アルゴラの下げ知ちに従っていれば、無事に任務を成し遂げて仲間のところへ戻れそうな気になる。

　やはり指揮官の存在というものは大きいのですね。とてつもなく大きいのですね。

　初めての実戦で、ガブリエラはそのことを実感した。体感した。痛感した。

「反撃用意！」

　アルゴラの声が響き、ガブリエラは慌てて顔を上げる。

　先ほどとは別の旗が振られていた。

　敵の騎馬隊との距離は、すでに二十ヤルドを切っている。騎馬が駆けだせば、あっという間に到達する距離だ。

　しかし、敵はまだ駆けださない。

　こちらの配置や人数がまだ完全に摑つかめていないからだとガブリエラは看破する。

　ここまでなんの反撃もせず、ひたすら盾を構えて耐えていたのは、相手に位置を把握させないため。

　把握できなければ、敵は少しずつ距離を詰めてくるしかない。それこそが、殿部隊の狙いなのだ。

　しかし、そろそろ限界だった。

　霧も晴れた上にこれだけ距離が詰まれば、地面に掘った穴が騎兵からも確認できるだろう。そうなれば、騎馬隊は一気に距離を詰めてくるに違いない。

　左手に盾を摑んだまま、ガブリエラは右手を弓に伸ばす。

　同じ穴に潜んでいるレオチェルリも、ガブリエラ同様に弓に手を伸ばした。

　残りの二人、アフレアとジアンは弓を取ろうとしない。

　アフレアは密やかに呪文を紡ぎ。

　ジアンは腰を浮かせて穴から飛びだす時機を待っている。

　とそのとき。

　何かが破裂する音がした。

　騎馬隊の直前で煙が上がっているのが見える。

「なっ、なんだこれ……ぐほぉっっ」

「がはっっがはがはっ」

「鼻が……鼻がぁっっ」

「喉が焼けるっっ」

　いきなり鼻を衝く刺激臭に襲われ、馬上の騎兵が咳き込んだり噎むせたりし始めた。

　そう、これがウェルネシアの仕掛けた薬。

　これを使いたいがために、敵の騎馬隊にゆっくりと近づいてきて欲しかったのである。一気に駆け抜けられては、薬を吸い込む間もないわけだから。

　敵の斉射が止まった。中には弓を取り落とす者までいる。

「今だっっ！」

　アルゴラが潜んでいた穴から飛びだした。

　ジアンとデイレィ、マルチミリエの三人、それに第一小隊と第五小隊から選ばれた斬り込み要員がアルゴラの後に続く。いずれもが接近戦に強い腕自慢たちだった。

「今よっ、弓を射かけなさいぃっ！　味方に当てては駄目よっっ！」

　ドゥイエンヌの絶叫が辺りに響いた。

　ガブリエラは盾を手放すと、続けざまに弓を射た。斬り込み隊が駆けていく正面方向を避け、その左右に広がっている騎馬兵に向かって。

　ひゅんひゅんと、空気を切り裂いて矢が飛んでいく。

　相手からの反撃はほとんどない。ウェルネシアの薬攻撃がかなりの効き目を発揮しているようだ。

　斬り込み隊が到達する直前に、アフレアたちの放った風の魔術が辺りを漂う薬を一掃した。こうしておかないと、味方まで薬を吸ってしまう。

　その場で咳き込み噎せている騎馬隊に真っ先に襲いかかったのは、身軽な出で立ちのジアンだった。

　彼女は騎馬の間を縦横無尽に駆け抜けながら、剣ではなく投擲武器で騎馬兵を襲った。彼女の投げた武器は、正確に騎馬兵の眉み間けんを割っていく。

「ぐぎゃっ」

「がはっ」

　騎馬兵は次々と落馬していった。

「敵だ敵だっ」

「応戦しろがはがはっ」

「剣を取れぇほっぇほっっ」

　ジアンが騎馬隊の間を駆け抜ける頃には、アルゴラ率いる斬り込み隊が襲いかかっていた。
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　敵の正面では斬り込み隊が暴れまくっている。

　中でもアルゴラの戦闘力は目を瞠みはるものがあった。

　彼女の細身の剣は斬るのには適さない。

　アルゴラは馬上の敵兵の急所、装甲に覆われていない喉や腹に向けて、あるいは傷つけば戦闘力が大きく削がれる二の腕や肘関節などに向けて、正確に剣の切っ先を送り込んでいった。

　それが無理と見れば馬の足に斬りつける。

　一人、また一人と、騎馬兵が落馬した。

　他たの斬り込み隊員も奮戦している。

　街道の向こう側、敵の左さ翼よくまで駆け抜けたジアンとデイレィは、飛んでくる味方の矢を器用に避けながら、そちらの騎馬兵に襲いかかっていた。

　すでにこの時点で敵の追撃部隊は大混乱に陥っていて、有効な反撃がほとんどできていない。

　驚くべきことに、中央では十人ほどの斬り込み隊が数倍の騎馬兵を押しまくっている。

　左右に広がっている騎馬兵は、斬り込み隊を間接支援する弓矢攻撃のためになかなか応援に行けない。どころかジアンとデイレィに襲われ、あるいは矢に射られたりして馬が暴れだし、落馬する者も多数出ている始末だ。

「そろそろ行くわよ、ガブリエラ、レオッチェ、シゥビーニュ」

　とアフレアが呼びかけてきた。

「判ったわ、アフレア」

「了解です、アフレア」

「あいヨ、ご主人」

　弓を地面に置いたガブリエラとレオチェルリは、左手に盾、右手に剣を取り、穴から飛びだした。

　その後にアフレアが続く。

　アフレアに寄り添うように走るのは、手に鎌を持った魔術人形、シゥビーニュである。彼女は、いつものひらひらした裳裾姿ではなく、黒い革帯を幾いく重えにも体に巻きつけたような異様な出で立ちだった。

　アフレアはガブリエラとレオチェルリが掲げる盾に身を隠しながら、街道右手、騎馬隊左翼のほうへと走り寄っていった。

　三人の突撃に気づいたジアンとデイレィが素早く離脱していく。

「紅ぐ蓮れんと華か蓮れん、猛もう火かと猛もう禍か、業ごう火かと神こう火か、勲いさおし功いさお、節みさおし操みさお、炎かぎろい持ちて焼きて尽くせよ炎ほむら降くだりて薙なぎて払えよ、業ごう火か剣けん嵐らん！」

　前を走るガブリエラとレオチェルリが斜め後方へ跳んで逃げた。入れ替わるように、鎌を掲げたシゥビーニュがアフレアの前に立つ。













　アフレアの魔術人形であるシゥビーニュは、主人が使う魔術にはほとんど影響されないから、このようなときでもアフレアの前に立てるのだ。

　矢が飛んできた場合に備えて、シゥビーニュは己が掲げた鎌をくるくると回した。アフレアの背後に逃げたガブリエラとレオチェルリも、アフレアの頭上から盾を掲げるのを疎おろそかにしない。

　アフレアの前面に何本もの火柱が上がり。

　火柱の根本から相手騎馬兵に向かって赤い大蛇のような炎が地面を走った。

　炎の大蛇は、騎馬兵の手前で幾つもの蛇に枝分かれし、馬の足下に這はい寄った。

「なんだ、これはぁっっ!?」

　騎馬兵の悲鳴が轟く中、馬の足下に達した炎は、まるで意志を持っているかのように馬の足を這いあがり、馬上の騎兵を炎に包む。

「ぐっぎゃぁあぁぁ～～っっ」

「熱い熱い熱いぃぃぃ」

「火を火を火を！　誰か火を消してくれぇぇぇ」

　火だるまになった騎兵が何人も、馬上で狂ったように踊っている。

　やがて騎兵は、炎に包まれたまま落馬した。

　落馬した騎兵は地面の上を転がってなんとか火を消そうとしたが、ついには力尽き、そして燃え尽きた。

　この世のものとは思えない凄絶な光景だった。

「逃げるわよ、ガブリエラ！」

　アフレアが身を翻す。

「了解！」

　ガブリエラがレオチェルリに目で合図を送る。

「はい、ガブリエラ様」

　盾を掲げた二人は半はん身みになってアフレアに続いた。この体勢だと全力で走るよりも遅いが、もしも万が一、弓を射られたときの備えだ。

　実際、時折、矢が飛んでくるのだが、レオチェルリは掲げた盾を的確に動かして矢を弾いている。

　相変わらず、レオチェルリは器用ね。

　昔からレオチェルリと一緒に剣や弓矢の訓練を重ねてきたガブリエラは、飛来する矢に対するレオチェルリの反応が並外れて優れていることを知っている。だからこうして共にアフレアの護衛を受け持ったのだ。

　レオチェルリの対応をすり抜けそうな矢も数本あったが、それらはシゥビーニュが鎌で叩き落とした。

「そンなへなチョこ矢に当たるカ！」

　二人と一体に護られて、アフレアは無事に戦闘地帯を離脱した。

　同じように魔術士とそれを掩えん護ごしていた隊員が駆け戻っていくのが向こうに見える。二人の魔術士も、それなりの成果を上げたようだった。

　ガブリエラとレオチェルリは潜んでいた穴の前で弓を拾いあげると、アフレア、シゥビーニュと共にそのまま後方へと駆け抜ける。

　弓で掩護していたドゥイエンヌたちも穴から飛びだしてきて、ガブリエラに続いた。

　第一、第五小隊員も続々と穴から出てきて後方へと走る。

　敵の足止めは充分に達成できた。

　後はもう逃げるだけ。

　そういうことだ。

　百ヤルドほど走った場所で足を止めたエリゼゥウが、

「被害の確認！　斬り込み隊の掩護！」

　と叫んだ。

　それでガブリエラたちも足を止め、弓を構えた。

「遊撃小隊、被害なし！」

　とドゥイエンヌが大声で報告する。

「第一小隊、被害なし！」

「第五小隊、軽傷一人！」

　今のところ、殿部隊に大きな被害は出ていない。

　あとは斬り込み隊のほうですけれど。

　弓を構えたガブリエラが戦場だった場所を見やると、斬り込み隊がこちらへと駆け戻ってくるところだった。

　どうやら敵の追撃はなさそうだ。

　死者はそれほど多くはないのだろうが――といっても二十や三十は討ち死にしているはずだ――馬の損耗が激しく、とても追撃できる余力を残していないと見るべきだろう。

　驚くべきことに、七、八十ほどもいたであろう敵の追撃騎馬隊は、僅か三十の殿部隊によって無力化されてしまったのだった。

　うわぁ、我ながら白兎騎士団しろうさぎの戦闘力の高さに吃びつ驚くりです。

　そして自分たち遊撃小隊がその高い戦闘力の一翼を担ったことに、ガブリエラは少しだけ誇らしい気分になる。

　逃げていく斬り込み隊員めがけて、ときおり矢が射かけられるが、それも散発的で、今のところ大した脅威ではない。それでも斬り込み隊員は飛んでくる矢を警戒し、小こ楯だてを掲げて半身の体勢で走っている。ただ一人、ジアンを除いては。

　ジアンはというと、

　ガブリエラは顎あごが外れそうなほど驚いた。

　なんとジアンは後ろ向きで走っているではないか。要するに、敵のほうを向いたまま背走しているのだ。背走しながら、敵が撃った矢を器用に避けていた。その体勢でも、他の斬り込み隊員と走る速度がほとんど変わらないのが驚異というべきか、脅威というべきか。

　驚嘆したガブリエラは、

「それ、人間業わざじゃないですね、ジアン」

　と呟き声を漏らす。

　すると、近くにいたアフレアが、

「あんたもたいがい人間離れしてるけど、ジアンも負けてないわね」

　と応えた。

「アフレア、酷ひどっっ」

「いや、ちょっと待って」

　セリノスが身を乗りだした。

「どうしたの、姉様」

　隣にいた妹、ノエルノードが訊く。

「走ってくる人数が……」

「え？」

　ガブリエラは慌てて数を数えた。

　一人、二人、三人、四人……十一人？　十一人しかいないんですか!?

　ガブリエラの顔が曇った。

　斬り込み隊はアルゴラ隊長以下、ジアンを含めて都合十二人だったのだから、十一人しかいないということは、一人、戦死者が出たことを意味する。

　いえ、あれは……。

　ノエルノードも気がついたようで、

「マルチが背負っている！」

　と鋭く叫んだ。

　なるほど、大柄なマルチミリエが誰かを背負っている。となれば、それは斬り込み隊の仲間に決まってる。

　よかった。討ち死にしたわけではないのですね。

　ガブリエラは盛大な安堵の息を吐はいた。

「さすがにマルチ、立派なものだわね」

　ドゥイエンヌは鼻高々といった様子だが。

　横からアフレアが突っ込んだ。

「それにしても重い鎧を着た人間を背負ってあんな速度で走れるなんて、マルチもたいがい人間じゃないわよね。ガブリエラといいジアンといい、どうしてうちの隊、こうも人間離れした奴ばっか揃ってるんだろ」

「アフレア、酷すぎですっっ」

　ガブリエラが大きく仰け反った。

　そうこうしているうちに、アルゴラ以下の斬り込み隊が仲間の待っている場所へと駆け込んできた。

　アルゴラは走る速度を落とさず、そのまま駆け過ぎていく。通過の際に彼女は部下に向かって叫んだ。

「追撃が来ないうちに、支援隊のいる場所まで一気に駆ける。遅れるな！」

「おおっ」

　ガブリエラたちも斬り込み隊の後に続いて西へ向かって走りだした。

　今のところ退却戦は白兎騎士団しろうさぎの思うままに展開している。
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　殿しんがり隊たいの出現を、今や遅しと待ち構えていた支援隊の面々は、無事に現れたアルゴラ以下の姿を認め歓喜の声を上げた。

　全力で駆けてきた殿隊の隊員たちは、支援隊の中に駆け込むと、その場にへたり込むものが続出する。

「水、水！」

「救急隊員、気付け薬を！」

「前方に物見を。敵の追撃の有無を探れ！」

　支援隊の幹部が矢継ぎ早に命令を下す。

　凄まじい勢いで二頭の馬が駆けだした。

　遠征軍に数少ない馬の中から十頭を、アルゴラは支援隊に回していた。

　大きな船を確保できれば話は別だが、湖まで行けば馬は置いていくしかないわけで、だったらここで使ったほうがいいという判断である。そのおかげで、支援隊は人数以上の戦闘力と機動力を備えている。

「アルゴラ隊長、お疲れ様でございます」

　支援隊の指揮官である二番隊第二小隊小隊長サーシュが、敬意と尊敬の目でアルゴラに敬礼を寄越した。

「水を一杯くれ」

「おい、アルゴラ様に水を！」

　慌てて救急隊員が水筒を持ってきた。

　中の水を美う味まそうに飲み干してから、アルゴラは水筒を救急隊員に返した。

「よくぞ、全員ご無事で」

　というサーシュに、アルゴラは、いや、と首を横に振った。

「全員無事ではないのだ」

「え!?」

　サーシュは慌てて辺りを見渡す。

　ざっと見た限り、全員いたように見えたのだが、誰が欠けているのだ？　　

　サーシュの目に留まったのは。

　大柄なマルチミリエの足下に横たわる一人の団員の姿だった。

「あれは！」

　サーシュが急ぎ足でマルチミリエの下へと歩み寄る。

　その後ろから、アルゴラが悠揚迫らざる足取りでついてきた。

　マルチミリエが悲痛な顔で見下ろしている者は。

「イレーネスか！」

　イレーネスは二番隊の第五小隊所属であるから、サーシュも顔をよく見知っている。

　面当てを外したイレーネスの息は荒く、右足と左手がおかしな方向に捻れている。鎧のあちこちに馬に踏まれたような凹へこみが見られた。

「アルゴラ様」

　サーシュが傍らのアルゴラを見やった。

「騎馬兵に槍で突かれたのだ。衝撃で吹っ飛んだところを馬で蹂じゆう躙りんされてしまった」

「そう……でしたか」

　いくら全身を鎧で覆っていても、突進してくる騎兵に槍で突かれては堪らない。吹っ飛ぶことは請け合いだ。

　そうして倒れたところを馬体重が八百クロマも九百クロマ（三百六十キログラムから四百キログラム）もある馬に踏みつけられたら、鎧を着けていても無傷では済まない。よくて骨折、最悪の場合、内臓破裂で死に至る。

　イレーネスの場合、手足を骨折しているのは一目瞭然。それだけではない。苦しそうな表情や咳き込むときに吐く血を見れば、内臓も破壊されているかもしれない。

　サーシュはため息を吐ついた。

　これは……助からないな。

　いつの間にか殿隊の面々が集まってきていた。皆は輪になって、横たわるイレーネスを見下ろした。どの顔にも悲痛な色が浮かんでいる。

　支援隊の団員は敵の追撃に備えて自分の位置を離れられない。イレーネスを診みている救急隊員以外では、サーシュなど数名だけが輪の中に加わっている。

　救急隊員が顔を上げ、アルゴラに向かって弱々しく首を横に振った。

　魔術士である救急隊員は、先ほどから必死にイレーネスを魔術で治そうと試みていた。しかし、治癒の魔術といえども万能ではない。

　出血を抑えたり痛みを和らげたり、縫合するときに痛覚を麻痺させたりすることはできる。毎日欠かさず続ければ、骨折などの大怪我の全治が早まったりもする。だが治癒魔術は、本人の回復を手伝う、早めるという補助手段でしかない。折れた手足を即座にくっつけたり、破壊された内臓をその場で修復したりということは不可能だ。

　救急隊員の治癒魔術では、イレーネスの回復は望めそうになかった。

　小さく頷いたアルゴラは、イレーネスの傍らに跪ひざまずいた。

「苦しいか、イレーネス」

「アルゴラ……様……ええ、く……苦しい……です」

　魔術で痛みを抑えているにも拘わらず、イレーネスは顔を歪めて喘あえいでいる。

「そうか」

「わたしは……もう駄目で……しょう。早く楽に……して……くださ……」

「判った」

　しばし瞑めい目もくしたアルゴラは、目を開くとイレーネスに顔を寄せ、最後の言葉をかける。

「今までの団への忠節を感謝する」

「最後まで……働けなく……て申し訳ありま……せん」

「そんなことはない。おまえはよくやってくれた」

　アルゴラは優しくイレーネスをかき抱いた。

「イレーネス・イリエス・アイアネスにアルアラネ様の祝福を」













　取り囲むように立っている第一と第五小隊の隊員たちは同様に唱和した。

「イレーネス・イリエス・アイアネスにアルアラネ様の祝福を」

　それが何度も繰り返される。

「イレーネス・イリエス・アイアネスにアルアラネ様の祝福を」

　ガブリエラたち遊撃小隊員も唱和の中に加わった。

「イレーネス・イリエス・アイアネスにアルアラネ様の祝福を」

「鎧を脱がせてやれ」

　立ちあがったアルゴラの指示で、救急隊員がイレーネスに取りつき、彼女の上体を起こして鎧を脱がせていく。

　その間も団員による唱和が続く。

「「「「イレーネス・イリエス・アイアネスにアルアラネ様の祝福を」」」」

　厳かな唱和の中、アルゴラはもう一度、静かに跪いてイレーネスの顔を覗き込む。

　両脇から救急隊員に上半身を支えられたイレーネスは、閉じていた目を僅かに開けた。

「さらばだ、イレーネス」

「アルゴラ……隊長……ありが……とうございま」

　イレーネスの言葉は、そこで唐突に途切れた。

　彼女の左胸にはアルゴラの剣が深々と突き刺さっていた。

　イレーネスの目が閉じられ、全身から力が抜け落ちた。

　アルゴラは静かに剣を抜く。

　出血はほとんどなかった。細身の剣による鋭い刺突のため、剣を抜いたときに傷口が塞ふさがったためである。

　右手の剣を地面に置いたアルゴラは、優しく優しく、それこそ壊れ物を扱うような優しさで、脱力したイレーネスをかき抱いた。

「おまえのことは忘れない。ありがとう、イレーネス」

　アルゴラは青ざめたイレーネスの顔に自分の顔を寄せ、万感の思いを込めて接くち吻づけた。

　いつの間にか唱和は止んでいた。

　代わりにすすり泣きや嗚お咽えつの声が辺りに満ちている。

　ガブリエラの目にも涙が浮かんでいた。

　しかし。

　彼女は仲間との別れを悲しんでいるだけではなかった。

　泣きながら、ガブリエラは感心している。

　団と員もを送るアルゴラの堂々とした態度に。

　敵の追撃がいつかかるか判らない状況で、このように悠然とした態度で事に当たれるのがまずもって見事と言うしかないのだが、ガブリエラが真に感心したのは、実はそこではない。

　イレーネスへの接し方は、アルゴラの本質とは違う、どこか芝居がかったものであることをガブリエラは感じ取っていた。

　アルゴラの言動は、おそらく作られたもの。

　アルゴラがそれを計算尽くでやっているのか、それとも本能的にやっているのかまではガブリエラにも判らない。判らないが、自分を作っているのは間違いないと思う。

　つまりアルゴラは、そうすることで部下の心をより強く掌しよう握あくしているのだ。よりいっそう魅了しているのだ。

　実際、アルゴラとイレーネスを見守っている部下たちの目には、自分たちの隊長への感謝と賛美の思いが強く浮かんでいる。

　どれほど強くても、彼女がたんなる剣術狂であるのなら、ここまで部下から慕われることはないだろう。というより、それでは鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの番隊長には昇れまい。

　冷血漢とか血に飢えた狂剣士とか、いろいろ言われるアルゴラだが、部下を魅惑する術すべはちゃんと心得ている。心得て行動している。計算なのか本能なのかはさておいて、ここぞというときに大向こうを唸らせる芝居ができる。

　そこにガブリエラは感心した。

　見習いたいものです。見習えないでしょうけど。というより、見習う場面がわたしに出てくるとも思えませんけれど。

　他の団員とは少しばかり違う目でガブリエラがアルゴラを見つめていると。

　ゆっくりと立ちあがったアルゴラは、控えていた救急隊員に命じた。

「何か、かけてやれ」

「はいっ」

　救急隊員は急いで織布を持ちだしてきて、それでイレーネスの亡骸なきがらを覆った。

「サーシュ」

「はい、アルゴラ様」

「イレーネスを後方へ下げて、退却の際には一緒に運べるように用意をしておけ。途中で森の中へ埋葬することになるかもしれん」

「はいっ」

　サーシュは急いで部下に指示を与えた後、アルゴラの隣に立った。

「では、アルゴラ様、指揮権をお渡しいたします」

　殿隊が無事に合流できたら二次防衛線の指揮権はアルゴラに委ねることが予め決められていたので、サーシュはそう申しでたのだが。

　アルゴラは、ああそうだな、と生返事を返してきた。

「アルゴラ様？」

「いや、ちょっとな」

　サーシュは内心で首を捻る。

　アルゴラ様、どこか気乗りのしないご様子だな。まさかイレーネスの討ち死にに衝撃を受けているわけでもあるまいに。

　ここしばらくは団としての大がかりな戦闘は行っていなかったものの、ベティス大公国からの要請で、ベティス軍を補佐する形で戦闘に加わったことは何度かあって、アルゴラも参戦していた。

　それらの戦いでは戦死者が出ている。ベティスはむろんのこと、数が少ないとはいえ白兎騎士団しろうさぎからも。だから戦死者が出たことにアルゴラが衝撃を受けているはずがない。

　イレーネスを安楽死させたときのアルゴラ様の堂々たる立ち居振る舞いを見る限り、ふだんと何も変わることはなかったものな。

　この世界は死に満ちている。

　戦いくさが絶えることなく、病も克服されることはなく、人は簡単に死んでいく。

　平和は仮かり初そめであり、安あん穏のんは幻であり、死はいつもそこかしこに隠れて、虎こ視し眈たん々たんと人々を狙っているのだ。

　まして鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに入団した以上、そしてそこである程度の経験を積んだ以上、自分の死であれ団と員もの死であれ、死はつねに受け容れなくてはならぬものだという覚悟はできている。

　サーシュですらそうなのだ。アルゴラほどの者が、ただ仲間の死を悲しんで心ここに在あらずとなるわけがない。

　では、アルゴラ様は何を考えてらっしゃるのだ？

　サーシュの視線に気づいたのか、アルゴラはぶっきらぼうな口調で指示を与えた。

「物見の報告を待つ。支援隊はこのまま待機だ。殿隊は支援隊の後方に配置。怪我人の手当と疲弊している者の回復を急がせろ。それと各小隊の隊長と副隊長を集めておけ」

　アルゴラに二次防衛線の指揮権を渡した後は、サーシュがこの支援隊の副隊長という扱いになる。

「了解であります」

　アルゴラの命令が、いつもどおり的確で具体的であることにサーシュは安堵した。
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　集まった各小隊の隊長と副隊長は、アルゴラの周囲に立って指示を待っているのだが、先ほどからアルゴラは街道の彼方を見やったまま何も言葉を発しない。

　この辺りは中央湖なかのうみに向かってだらだらと下る地形で、平原とはいえ、東方向――敵軍のやって来る方向は見通せない。

　近くの小さな丘に見張りを登らせているが、それでも殿隊が迎撃戦を行った辺りまではとても見通せない。

　敵軍の動きに関しては、馬で出た物見の二人の報告を待つしかない。

　不意にアルゴラが振り返った。

　背後――西方向から馬が駆けてくる蹄ひづめの音が聞こえてきたからだ。

　集まっていた隊長連も一斉に振り返った。

　彼方に遠望できる森の緑を背景に、一頭の馬がこちらに向かって疾しつ駆くしてくるのが見えた。

「本隊からの伝令だ！」

　と誰かが叫んだ。

　伝令が来たということは、本隊は無事に湖まで辿たどり着いて、対岸への撤退を開始したことを意味する。

　全員の顔に安堵の色が浮かんだ。

　無事に任務を果たせた。

　同時に。

　これで自分たちも撤収できる。

　その思いが顔に出たのだ。

　ただ一人、アルゴラを除いて。

　伝令を迎えるために、サーシュは自分の小隊の副隊長を連れて後方へと走った。

　伝令からの報告を受けたサーシュはすぐに駆け戻ってきた。

「ヨーコ様からの伝言です」

　アルゴラが頷き、サーシュは伝言の中身を披露した。

「本隊は中央湖に到達。中型船を二隻と小舟を五隻、押さえることに成功。これから船や小舟に武器と防具、団員を積めるだけ積み、どうしても乗り切れない団員が出た場合のみ、泳いで湖を渡る。支援隊は殿隊の回収に成功し次第、適当な時機を見計らって湖まで退却せよ。船を一隻、用意して待つ。以上であります」

　周りで抑えた歓声が上がった。

　どの顔にも達成感や安堵感が満ち、悦よろこびや希望に輝いている。

　ただ一人、アルゴラを除いて。

　彼女の顔からは完全に表情が消えていた。

「サーシュ」

　と呼ぶ声からも感情が抜け落ちている。

　今や彼女は完全に「氷のアルゴラ」状態だった。

「は、はい？」

「今のヨーコの指令は、おまえに向けてだよな？」

「え……ええ」

　サーシュは何やら胸騒ぎがした。

「今はわたしが指揮権をおまえから受け継いだわけだから、ヨーコの指令は指令として、わたしはわたしの考えに従って動いてもいいわけだよな？」

「…………」

　アルゴラは何か考えている。それも、とってもよくないことを、だ。

　サーシュは不安に胸が締めつけられるような気がした。

「いいんだよな？」

　アルゴラに念押しされたサーシュは、

「そのとおりであります」

　と応えるしかなかった。

　実際、遠征軍の指揮官はアルゴラなのだ。つまり、遠征軍の中ではヨーコよりもアルゴラの序列が上である。そのアルゴラが二次防衛線の指揮を執っている以上、ヨーコの指令どおりに動かなくても指揮系統上の問題は生じないわけで、後々、命令違反を指弾されることもない……。

　サーシュは、なんだか頭痛がしてきた。

「これで本隊を無事に逃がすことには成功したわけだ。グラウコゥスの先鋒大隊がどうなったかは判らないが、別働隊が我々を追ってきたのだから、包囲されて全滅という事態だけは免れたのに違いない。であれば、後は我々がどうするかということになるが」

　どうするもこうするもない。

　本隊が逃げ果おおせたのなら、殿隊と支援隊の役目はそれで終わりだ。後は一目散に湖めがけて走り、本隊を追いかけて湖を渡ればいいだけの話である。

　ヨーコたちは予想よりも多くの船や小舟を確保できたらしいから、アルゴラたちも、湖を泳いで渡るという難事に挑戦しなくても済みそうだ。

　その上、殿隊による思わぬ抵抗を受けた敵別働隊は慎重な追撃戦に方向転換したと思われる。おそらく騎馬だけによる急な追撃を諦め、歩兵を主体にした編成に変えたのだろう。未だに物見から敵発見の報告がないのがその証左である。

　だから、こちらもゆっくりと……とはいかないが、割と余裕を持って退却できるのだから、とにもかくにもここは退さがればいいと、サーシュなどはそう思うのだが。

　しかし。

　どうやらアルゴラはそう考えてはいないようだった。

　いかん。このままアルゴラ様に任せていたら、自分たちがとんでもなく危険な目に遭いそうな……。

　不吉な予感に囚われたサーシュは、アルゴラの首を絞めてやりたいという強い衝動に襲われ、慌てて自分の左手で自分の右手を強く摑んだ。

　不意にアルゴラが大声で呼ばわった。

「作戦担当」

　だが、誰も返事を返さない。

　一番隊や二番隊の小隊長、副隊長たちは怪訝な顔で互いの顔を見やっている。

　誰のことだ？　というわけだ。

　一方、ドゥイエンヌは。

　とてつもない悪お寒かんに襲われ、思わず身を震わせた。

「おい、作戦担当、呼ばれたらすぐに返事をしろ」

　アルゴラがガブリエラを睨みつけている。

「…………へ？」

　思わず間抜けな声を漏らしてしまうガブリエラだった。

　ガブリエラが、恐る恐る自分で自分を指さすと。

「作戦担当がおまえ以外にいるか！」

　アルゴラから怒鳴られた。

「えぇぇえぇ～～～～っっっ!?」

　本陣でアルゴラから「作戦担当」と呼ばれたときは冗談半分かとも思っていたガブリエラだが、恐ろしいことにアルゴラは本気だったようだ。

　ガブリエラを「作戦担当」と呼んだということは、要するにアルゴラ、ここに於いてガブリエラに今後の作戦を相談しようと思っていると、そういうことになる。

　騎士団一危ない女、アルゴラに、騎士団一非常識な女、ガブリエラ。

　この二人が組んだら、どれほど危険でどれほど非常識な事態が現れることか。

　内心で長く切ないため息を吐いて二人から視線を外したドゥイエンヌだが、同様に絶望的な顔をしているサーシュと目が合ってしまった。

　ドゥイエンヌの心中に、同病相憐れむといった不思議な親近感がサーシュに対して湧くのだった。

「ガブリエラ、どうするべきだと思う？」

「いえ、あの……」

　ガブリエラはどう応えるべきか、少し迷った。

　アルゴラが「どうするべきか？」と訊いてくる以上、彼女がすんなりと撤退することを考えていないのは明白だった。

　アルゴラ様、逃げる前にもう一戦しようと思ってらっしゃいますね。

　つまりアルゴラは「もう一戦」を効果的に効率的に行うための方策を考えろと言っているのに違いない。

　そこまでは判る。

　だが、ここで素直に「もう一戦」に賛同してしまっていいものかどうか、ガブリエラには判断がつきかねた。

　本陣で退却を即断したアルゴラの潔さとは真ま逆ぎやくの拘こだわりようにも思えるが、しかし彼女の考え方にも一理はある。

　一理だけはある。

　その一理とは。

　相手は追撃戦に失敗して大打撃を被こうむっている。

　おかげで今回は、歩兵主体という、速度よりも数を頼みの追撃となった。

　つまり相手の腰は大いに引けているわけですから、もはや追撃戦というよりも、対等な戦闘になっているといっても過言ではありませんもの。

　しかし、そうはいっても兵数が違いすぎる。

　こちらは殿隊と支援隊を併せても五十ほど。一方、敵の二次追撃部隊は、前衛だけで二百はいるだろう。あるいはもっといるかもしれない。

　数を頼みに力押しをしてくる以上、先ほどのような奇襲は通じないと見るべきだ。

　であれば。

「もう一戦」を敢行するならば、見通しのよい平原では駄目だ。しかも敵方が高所から攻めてくる形になるから、ここでの迎撃は二重の意味で避けるべきである。

　騎馬隊の突撃なら多少の高低差に大した意味はないのだが、歩兵同士の激突となると、高みから駆けおりてくるほうの勢いが増すのは言うまでもない。

　となると、森の中に引っ張り込んで戦うべきだろうが、それにしても彼ひ我がの戦力差が大きすぎる。囲まれたら全滅するしかない。

　かといって、湖間ま際ぎわまで相手を引っ張り込んでしまっては、いざというときに船に乗り込むだけの余裕が取れなくなります。第一、船着き場まで敵に迫られたら、船を攻撃される虞がありま……すし……ん？

　ガブリエラは、休暇の折に中央湖を目指して歩いた森の中の道筋を、もう一度、脳裏に思い描いた。

　あとのときは確か……。

　道は森の外周から森の中を貫いて湖岸に向かって伸びていた。道はある程度整備されていたが、森は樹木が密生していて、道を外れると歩くのに苦労しそうだった。そして最後のところ、渡し場に下りていく直前、右手にある小さな入り江のような箇所を橋で渡る形になっていた。

　原生林の中の一本道。

　入り江に架かる橋。

　橋から覗いたら湖水は意外と深そうで。

　こちらは少数、敵は多数。

　数を頼みに押し寄せる敵も。

　俯うつむいたまま顎に手を当て、ぶつぶつと何かを呟いているガブリエラを、周りの団員はじっと見守っている。

　アルゴラは興味深そうな顔で。

　ドゥイエンヌ以下の遊撃小隊員とサーシュは絶望的な顔で。

　他の団員は怪訝な顔で。

　ああ、そうか。あれは……そういうことだったのですか。

　いまガブリエラの脳内では、無数の断片が綺麗に組み合わさって一つの絵を描きだしていた。

　ガブリエラの呟きが止んだ。

「アルゴラ様」

　顔を上げたガブリエラの目には、人を射い貫ぬくような強い光が宿っていた。

「なんだ？」

　ガブリエラは、もう一戦、行うつもりですか？　とは訊かずに、それが当然の前提のように話し始める。

「戦術目標は『敵に一泡吹かせる』ということでよろしいのですね？　というか、どのみち敵軍を敗走させることなど不可能なのですが」

　にやりとアルゴラが笑った。

　凄絶で壮絶で凄惨な笑顔だった。

「それでいい。できれば、敵に勝利の余韻など味わわせないくらい強烈な『泡』がいいのだがな」

「一つだけ……と言いますか、一カ所だけ、それが可能な場所があるように思います」
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　戻ってきた物見によれば「敵の前衛はおよそ二百ほど」だという。その後方に第二陣が続いていて、そちらの数を確かめる余裕はなかったのだが、「前衛よりは多少多いように思えた」ということだった。

　併せれば四百から四百五十ほどか。

　ということは、おそらく敵の別働隊、損耗した騎馬隊を除く全軍で追いかけてきたのだろう。

　前衛の先頭がここに現れるまでには半刻ほどかかりそうだと言うが、後方の第二陣とは徒歩で四半刻以下の距離しか空いていないらしい。

　つまり最初の二百と戦い始めてしまうと、すぐに後方の二百超が駆けつけてくることになるわけで、だから戦うのは不可であると、ガブリエラはそう言い切った。

「戦わないで敵に一泡吹かせることなど不可能だろう」

　という突っ込みが各小隊の隊長連から為された。もっともな突っ込みである。だが、ドゥイエンヌやジアンたちは知っている。そんな常識などガブリエラの前ではなんの役にも立たないことを。

　隊長や副隊長たちが騒いでいる横で、サーシュがドゥイエンヌに近寄ってきた。

「おい、ドゥイエンヌ」

「はい、サーシュ様？」

　いちおう、ドゥイエンヌとサーシュは小隊の隊長で同格とはいえるが、相手は先任であるし、番隊の小隊長だ。不ふ遜そんで不敵で尊大なドゥイエンヌであっても、「様」をつけるのは忘れない。

　サーシュはドゥイエンヌに顔を寄せ、囁くような声で訊いた。

「ガブリエラが何を考えているか、おまえなら判るか？」

「いいえ、さっぱり」

「……そうか」

「ですけれど、とても突飛であり得ないほど突飛で信じられないほど突飛なことを考えているのだけは確かですわ」

「ははは……そうか」

　サーシュは苦笑いを浮かべることしかできなかった。

　後は、その突飛な考えにアルゴラが乗るかどうかだが。

　きっと乗るのだろうな、アルゴラ様は。

　サーシュはすでに諦め顔だ。

　ならば、ガブリエラがどれほど突飛なことを考えたのかを拝聴しようか、と開き直るのだった。

「よし、ガブリエラ、おまえの考えを聞かせろ」

　アルゴラがそう言ったので、騒ぎ立てていた小隊長、副隊長たちもおとなしくなった。

「ここで迎え撃つことは、地理的、兵数的要因から考えて不可能です」

　ガブリエラの常識的な指摘には、みな素直に頷いた。

「では、森の中に隠れ、敵を襲うのがよいでしょうか。それも駄目です。兵数が違いすぎますから、包囲されればそれで終わりです」

　これもまぁ、常識の範はん疇ちゆうといえる指摘ではある。

「しかし、奇襲をかけるには、それしかないだろう？」

　という疑問が出席者の一人から出された。

「森の中に身を潜めて、近づいてきた敵を急襲すれば」

　ガブリエラは、いいえ、と首を左右に振る。

「すでに相手はこちらの存在を知っています。先の戦いでこちらの戦力もおおよそ把握したことでしょう。魔術士が数名いることも判っています。相手の不意は衝けません。奇襲で相手に損害を与えるのは不可能と考えるべきでしょう。それに、わたしたちは森の様子をまったく知りません。森の中を逃げることになったら、迷うのは必ひつ定じようです」

　常識的な判断力と常識的な指摘だ。今のところガブリエラは常識的なことしか言っていない。それが却かえってドゥイエンヌを不安にさせる。

「おい、まさか、正面からぶつかろうなどとは言わないだろうな、ガブリエラ」

　と言ったのはエリゼゥウだ。

「それこそ全滅だぞ？」

「もちろん、言いません。何しろ兵力がまったく足りないわけですから、正面から戦いを挑むのは自殺行為です」

　何人かの顔に安堵の色が浮かんだのをサーシュは見逃さない。だが、彼女自身は少しも安心できなかった。

　ガブリエラが。

　あのお兎うさぎ様さまの乱を鎮しずめたガブリエラが。

　高原都市でアンテルノ王の反逆を抑え、窮地に陥ったセビリィノ王カッシゥスを助けたガブリエラが。

　正面から戦おうなどという戯たわ言ごとを言いだすはずがないのだ。

　ではガブリエラは何を考えている？　ここでは戦えない。森の中でも戦えない。奇襲は無理。正面からの戦闘も無理。ならば、どうやって敵に一泡吹かせるというのだ？

　いくら考えてもサーシュには判らなかった。

　サーシュはもう一度、ガブリエラに視線を戻した。

「先ほども言いましたが、戦っては、味方の犠牲が大きくなるだけです。それでは敵に勝利を与えてしまいますから。ですから、基本的には戦わないで一泡吹かせるのがよいと思うのです」

　いつもの如くの婉えん曲きよくで迂う遠えんなガブリエラの話し方に焦じれた何人かから、鋭い突っ込みが入った。

「だから、どうやって!?」

　ガブリエラはアルゴラの顔を見た。

　話してしまっていいですか？　という意味だ。

　アルゴラは、すぐにガブリエラの真意を悟った。つまりガブリエラは、自分から進んで話したのではないということにしておきたいのだということに。

　要するに、責任を逃れる余地を確保しておきたいというわけか。

　アルゴラは内心で手を打った。

　ガブリエラがそのような態度に出るということは、彼女の考えがかなり非常識、いやむしろ奇き天て烈れつであることを示唆している。

　面白そうだ。

　アルゴラはゆっくりと頷いて、ガブリエラを促した。

「ここでの発言の責任は問わない、ガブリエラ。だいたい作戦担当というのはわたしが勝手に押しつけた役職だからな。最終的な決断は、わたしが、する」

　ガブリエラは安堵すると同時に、自分の狙いを即座に把握して先回りをしてくれたアルゴラの頭のよさに感心し、配慮に感謝した。

「ありがとうございます」

　と頭を下げてから、ガブリエラは顔を上げた。

　上げて、その場にいる幹部連を見渡した。

「戦わずして相手に一泡吹かせるためには、まず場所を選ばなくてはなりません。その場所は、そして一泡吹かせる方法は」

　ガブリエラが己の考えを披露していくと。

　小隊長や副隊長連は言葉を失い。

　ドゥイエンヌは諦めきった表情で首を振り。

　一人、アルゴラだけが楽しそうに笑うのだった。
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　支援隊と殿しんがり隊たいの中うちの十二名が原生林を貫く街道沿いに布陣しているところだった。率いているのは、むろんアルゴラ・アスターシャ・アレスタ。

　先ほどガブリエラは「森の中では戦えない」と言ったばかりなのに、これはどうしたことだろう。

　十二名しかいないというのも奇妙な話だ。全軍で当たったとしてもどれほどの抵抗ができるだろうか……という戦力差なのに、それがたった十二名とは。

　繰り返しになるが、中央湖なかのうみの周囲に広がる原生林は、一度迷ったら出られないと言われているほど奥深く、樹木の密度も濃い。獰どう猛もうな獣や未知の毒蛇、あるいは人をも襲う大おお蜥蜴とかげなどが棲息していると噂され、地元の人間でも森の奥へ入り込むことはしない。完全武装の一個中隊もあれば入れるだろうが、その場合、行軍速度は亀の歩み程度まで落ちる。それでは「追撃」にならない。

　森の中に逃げ込んだ敵を捕捉殲せん滅めつするというなら速度は二の次でかまわないのだが、街道を逃げる敵を追いかけるとなると、追撃部隊は、どうしたって縦じゆう隊たいでの進軍を余儀なくされる。ではアルゴラは、そこを――縦に長く伸びた敵の陣形の弱みを狙って一撃加えようというのだろうか？

　だとしても、たかだか十二名での攻撃など、どれほど頑張っても蚊に刺された程度の痒かゆさしか与えられないはずだ。

　しかも相手は第一次防衛線――白兎騎士団しろうさぎ側から見て――での攻防で痛い目に遭ったばかり。白兎騎士団の反撃は嫌というほど警戒しているに違いない。

　いったいアルゴラたちはどうしようというのか。
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　そこへジアンが駆け戻ってきた。

　ジアンは人並み外れた足の速さと無む尽じん蔵ぞうの体力――アフレア曰く、どっちも馬並みよね――を買われて、森の外周まで物見に出ていたのだ。

　そしてジアンが馬よりも優れているのは、どれほど全力で走っても馬より目立たず、蹄ひづめの音がしないこと。

「敵の先鋒、森に達しました！　一刻もしないうちにここに現れると思います。その数、およそ二百五十。最大で三百かもしれません」

　迎えたアルゴラが、ご苦労だった、と声をかけた。

「三百いるのなら、先鋒というより主力だな。二陣は？」

「少し遅れているようですけど、そうですね、四し半はん刻こくほどで森の外周部に到達するかと。第一陣は縦列を作って森に入ってきますから、それほど間を置かずに続いてくるのではないかと思います」

　三百人が縦隊となれば、かなり長くなる。

　二列縦隊であれば、縦に百五十人が並ぶことになる。前後の人間の間隔を一ヤルドとすると、部隊の先頭から後尾までの長さは百五十ヤルド――約四百メートルに達する。三列縦隊になればもう少し短くて済むが、それでも百ヤルド――ざっと二百七十メートル以上になる。

　それだけ縦に長ければ、そして森の中の狭い街道であれば、先頭が敵と接触しても、後尾は即座に参戦できないから、アルゴラたちはその時間差を念頭に置いて敵に攻撃をしかけようとしているのだろうか。

　しかし、時間差といっても百から百五十ヤルドを走るだけの時間。

　確かに森の中の道は平地のそれに比べると走り難にくいだろうが、とはいえ、どれほど遅くても六ろく分ぷん時じ――約十分――はかからない。その半分もあれば、ほとんどの兵は駆けつけてこられるのではないだろうか。

　もっとも全員が駆けつけてきたとしても、全員が戦闘に参加できるような戦闘空間が取れるかどうかは別問題だが、人数的には僅か数分間で十三対二百とか、あるいは十三対二百五十、最悪十三対三百というような圧倒的に不利な状況ができあがってしまう。いくら白はく兎との騎士が一騎当千といっても、さすがにそれでは押し返せない。

　戦闘空間が狭ければ、参戦できない敵の兵士は森を迂う回かいして後ろへ回り込もうとするだろう。それこそ包み込まれて全員が討ち取られるだけだ。

　縦に長い敵部隊を側面から一斉に攻撃するというならまだ話はわかるが、たかだか十二、三人の人数では、先頭から後尾までを一斉攻撃などできるはずがない。

　アルゴラがどれほど戦うのが好きだといっても、そして、彼女自身が一人で十数人を相手にできる実力を持っているといっても、これは無茶というものだろう。

　となれば。

　何か仕掛けがあるのだろうか。

　確かにあった。

　敵の追撃がゆっくりとしたものに変わったため、ある程度の仕掛けを仕込む時間は充分に取れた。

　だが。

　それでも。

　十三対二百以上という数字をひっくり返せるほどの仕掛けを用意できたはずがない。

　アルゴラたちは工作用の道具など最低限の物しか持ち合わせていないのだから、大がかりな仕掛けなど作りたくても作れない。せいぜい切り落として先を尖とがらせた木の枝を頭上から落とすとか、落とし穴を掘って穴の底に尖った枝を埋めておくとか、できるのはその程度のことだ。

　実際、その程度のことは用意している。

　だが、そんなもので総勢三百近い敵に打撃を与え、足を止めることができるとは誰も思っていない。

　それでも十二人は、いやジアンを含めて十三人になったが、彼女たちはここで一当てしようと待ち構えている。この先に続く真の狙いを成功させるために。
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　森の中は、街道沿いだけ木が伐きられ、ある程度の整備が為されている。

　所々に旅人の休憩場所として、石造り、または木造の四阿あずまやが設置されていた。中には古ぼけて朽ち果てそうな物もあったが、おおむね今でも使われている。

　森の中は身を隠す場所に事欠かないから、下へ手たをすると野盗の巣になりかねないようにも思えるのだが、手つかずの原生林のため森の中は歩き難いことこの上なく、しかも獰猛な獣などが棲息しているために、ここを根ね城じろにしようと考える酔狂な野盗はいない。その上、渡し場に常駐しているメンゼッソスの兵が街道を巡回しているため、現状では旅人からの被害の届け出はほとんどないという。

　この街道はメンゼッソスの街にとって生命線ともいうべきものであるから、街は森の警備に気を遣っているのである。しかし今、街道には兵の姿も旅人の姿もない。近々、軍事衝突が起こりそうなので、メンゼッソスの街がこの街道を使用しないように旅人や商人に要請していたからだ。ガブリエラたちには願ったり叶ったりの事態だった。

　街道を離れて森の中に踏み込むと、日中でも黄昏たそがれ時どきのような昏くらさになる。樹木同士の間隔が密で、大きく広げた枝葉が重なって傘かさのように頭上を覆っているからだ。

　昼ひる日ひ中なかであれば街道を歩いている限り頭上から日の光は差し込むが、朝方や夕刻近くのように太陽が低い位置にあるときは、街道でもかなり暗く感じる。

　すでに太陽はだいぶ高いところまで昇ってきているから、街道沿いであればある程度の明るさは確保できているが、それでも樹の幹や枝葉は道の上にも影を落としているし、平原のように陽光を遮る物がない場所と比べれば視認性はかなり低い。だから仕掛けが見つかる可能性は少ないが、敵も用心しているから、あっさり仕掛けにかかってくれるかどうかは保証の限りではない。

「来ましたっ」

　樹上にいるデイレィから小旗を振った合図があった。

　戻ってきたジアンも急いで木に登った。

　身軽な二人は樹上から仕掛けを落とす役目を負っている。落とした後は予め枝に結んだ綱を伝って樹から樹へと飛び移って逃げるつもりだ。

　森の中に逃げ込んでしまえば、敵兵も深追いはしてこない。二人の足なら、走り難い森の中でも平地を走るのとあまり変わらない速度が期待できる。敵兵を振り切ったところで街道を逃げる十一人と合流するという予定だった。

　逃げる？　そう、逃げるのだ。

　逃げることこそ、ガブリエラの作戦の第一歩なのだった。

　だからこの部隊の名前は、斬り込み隊でも突撃隊でも殿隊でもなく、誘ゆう引いん隊たいとされた。つまり、敵を「誘」い込み、目的の場所まで「引」っ張り込む部隊、というわけだ。

　しかし、逃げ方には制約がある。完全に逃げ切ってしまっては駄目なのだ。

　敵に追いかける気を持続させる程度の適度な距離を保ちながら、上手く導かなくてはいけない。そうはいっても、わざとゆっくり逃げているのではないか？　と敵兵に怪しまれたら作戦が台無しになる。

　ここにいる十三人は、必死で逃げているように見せかけながら相手を引っ張り込むという、なかなか難易度の高い任務を要求されているのだった。

　では、ここにいる十三人の顔ぶれを見ておくとしよう。

　ジアンとデイレィがいることはすでに触れた。

　残り十一人の内訳は。

　ガブリエラ、ドゥイエンヌ、レオチェルリ、セリノス、ノエルノード、マルチミリエ、ウェルネシア、一番隊第一小隊長のエリゼゥウと彼女の小隊から二名、そしてアルゴラ。

　なんのことはない、魔術士であるアフレアを除いて遊撃小隊総動員だった。

　アフレアたち殿隊の魔術士三人は、いざというときに備えて、支援隊の魔術士二人と共に後方待機を命じられている。

　そして誘引隊の部隊長は、やはりアルゴラだった。

　好んで最前線に出たがるのは指揮官としてはどうなのだろうとガブリエラなどは思わないでもないのだが、一番隊や二番隊に所属する団員たちは何も言わなかった。止とめても無駄だと知っているからか。

「来たぞ」

　そのアルゴラが舌なめずりをするように言った。

　先頭を歩いている敵兵は十人。四方に油断なく目を配りながら、慎重な足取りで近づいてくる。もはや「追撃」という速度ではない。追撃に送った騎馬隊が壊滅に近い大損害を出した先の戦いがよほど骨身に堪こたえたに違いない。

　別働隊の指揮官だって、こんなにゆっくり追っていては白はく兎と騎士団に逃げられてしまうだろうと、そう思っている。思っているが、しかし、これ以上味方の損害を増やすと、自分の責任を追及されてしまうだろうとも思う。だから指揮官は、何を措おいてもこれ以上の損害を出さないということを念頭に部隊を動かしていた。

　追いつけなかったとしても、激しく抵抗する敵を蹴散らし追い払ったとか、その手の言い訳はできるだろうと踏んでいる。

　前列に三人が横に並び。右と左の兵の後ろにそれぞれ三人が縦に並び。そして、縦並びの四人の最後尾の間に一人という布陣だった。

　その後ろには、弓をつがえた二十人が三列横隊で――最後列だけは二名だ――続き。

　さらに槍を構えた二十人が二列縦隊で続いていた。

　物見を兼ねた先鋒だけで五十人いる。しかも、全員が完全武装だ。

　その背後にも兵は陸続と続いており、後続部隊のうちの幾つかは森の中にまで展開していた。これはもう追撃戦というより、どちらかというと対不正規戦用の布陣である。

　要するに、通り過ぎたところを左右の森から奇襲攻撃をされないようにという気配りなわけで、騎馬部隊が大損害を出した先ほどの奇襲戦における敗戦の教訓を生かしているとはいえた。

　敵さんがこれほど慎重に歩いてくれてるんだから、逃げていれば、とっくに逃げ切れているんだけどなぁ。

　エリゼゥウなどは、つい、そう考えてしまう。

　いくら本当の狙いは逃げることだといっても、それなりの攻撃をかけないと敵は乗ってきてくれないものなぁ。

　攻撃して、本格的な反撃を受ける前に逃げる。

　敵は慎重に追いかけてくるだろうから、逃げ切ってしまわないように、少し行ったところで待ち構えて、また攻撃する。そして、また逃げる。これを何度か繰り返しているうちに、いい加減、敵も熱くなるだろうというのがガブリエラやアルゴラの読みだった。

　戦っているうちにこちらが極めて少数であることもばれる。ばれていいのだ。むしろばれて欲しい。そうすれば敵は食いついてくれる。

　ま、どれだけ上う手まく逃げられるかが勝負ってことだ。あんまり一番隊うち向きの作戦じゃないよな。

　そう思ったエリゼゥウは、周りに潜んでいる遊撃小隊の面々に視線を向けた。

　だから、こいつらなのかな。この人員の選抜は、たぶんそういうことなんだろうな。

　エリゼゥウは、今度はそっと頭上を見上げた。木の枝に潜んでいるのはジアンとデイレィである。

　あの二人といい、こいつら、得意そうだものな、こういう真っ当じゃない戦いが。

　白兎騎士団しろうさぎっぽくはない気もするが、しかし、そういう団員、そういう部隊がいてもいいんだろうな、とも思う。

　種々雑多な人間がいたほうが組織は強くなるとしたもんだ。

　そのとき。

　敵の先頭がジアンやデイレィの潜んでいる樹の下に差しかかった。

　エリゼゥウは慌てて思考を切り替える。

　さて、上手くいけばお慰み……か。

　エリゼゥウは企みが成功しますようにと、思わず守護天アルアラネに祈った。

　樹上に潜むジアンとデイレィは互いに目配せを交わした後、仕掛けを支えている綱を切った。

　両端が尖った何本もの木の枝を適当に結びつけた丸い玉――ぱっと見、大きな海う胆にのように見える――が兵士の頭上に降ってきた。

　三つ、四つと降ってきた仕掛けのうち一つが兵士の頭を直撃した。だが、兜を被っているから頭部は無傷だ。その代わり、顔や手などで装甲に覆われていない箇所が尖った枝の先で傷ついた。

「罠だっっ！」

「敵がいるぞっ！」

「上だっ！　応戦しろっ！」

　後ろに控えていた弓矢小隊が直ちに弓を射かけてきた。

　ジアンとデイレィは木の幹の後ろに回り込んで予め用意してあった綱を手に取り、足を載せていた木の枝を蹴った。

　その綱は少し離れた樹のもっと高い場所にある枝に結ばれていたから、二人は一気にその樹まで飛び移った。空中ブランコの要領だ。













　それと同時に潜んでいたアルゴラ以下が弓を射かけ、敵兵が一人倒れた。

　倒れたのは、その一人だけ。残りの兵は即座に手近の樹の幹の陰に身を隠した。

「散開、散開！」

「前方にもいるぞ！」

「応戦しろ！」

　たちまち反撃の弓が森の中に飛んできた。

　しばし弓の撃ち合いになる。

　互いに樹の幹に隠れて弓を撃っているから、なかなか当たるものではない。

　すぐに後方から大きな盾を構えた重装歩兵が足音を響かせて進んできた。

　平原での衝突では騎兵に敵かなわないが、高い防御力を誇っている重装歩兵はこのように馬が使えない場所では無敵に近い存在だ。

　あれを破るには高位の魔術士による魔術攻撃が必要になるのだが、鎧に対魔術防御がしっかり乗せてあると、腕利きの魔術士でも苦労する。もっとも、重くて機動力がない重装歩兵は戦闘で使える局面が限定されてしまうので、今では戦いの主役から降りてしまっているのだが。

　まぁ、重装鎧を装備したわたしらなら勝てるけどね。奴ら遅いし。しっかし、あんな兵も種のまで用意していたのか。

　エリゼゥウは相手の用意周到さに驚いたが、しかし、それは相手がこちらを警戒していることの裏返しなので、悪い気はしない。

　しないが……そろそろ逃げたほうがいいんじゃないかな？

　アルゴラの様子を見ると、彼女はつまらなそうに弓を撃っていた。

　隊長、斬り合いができないのが不満なんだな。

　エリゼゥウは思わず苦笑する。

「ぐわぁっ」

　仲間の誰かが悲鳴を上げた。

　続いてもう一人。

「うわぁっっ」

　もちろん、それは偽りの悲鳴である。

　相手に、こちらの何人かが負傷したことを印象づけるための策略だ。

「そろそろ限界ですっ」

　と誰かが――たぶんセリノスだ――叫んだ。

「退却だ退却ぅぅっっ」

　最後の絶叫はアルゴラの声だった。

　エリゼゥウは持ち場を放棄して後方へと走りながら、隊長、意外と芝居が上手いな、などと、どうでもいいことに感心してしまった。

　逃げだした白はく兎と騎士団側の兵数が少ないことに気がついた敵の先鋒の何人かが叫んだ。

「数は少ないぞっ」

「追え追えっ、追えば捕らえられるっ」

「敵は算を乱して逃げている。今度こそ殲滅しろっ」

　そこからは、しばらく追いかけっこが続いた。
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　誘引隊は逃げることを前提にしているので、全員、最低限の装甲だけで重い鎧を着けてはいなかった。ジアンやデイレィに至っては、左胸を覆う革の胸きよう帯たいや左腕の籠こ手てしか着けていない。

　身軽に行動できるようにという配慮とは別に、誘引隊にはもう一つの狙いがあった。逃げる際に、ひらひらと翻る白い裳裾が敵兵によからぬ刺激（と妄想）を与えるだろうという、それは白はく兎との騎士ならではの企みだった。

　何しろ逃げるためには全力疾走をするわけで、そうなると裳裾が大きく翻ひるがえり、翻ると団員の生足が拝めてしまうわけで。

「よりいっそう、わたしたちを追いかけたくなりますよね」

　というのがガブリエラの主張だった。

「黒い！」

「黒すぎる！」

　ジアンやアフレアなどから盛大な突っ込みが入ったが、おおむねそのとおりだろうとアルゴラたちが同意してしまった。逃げるのに都合がよく、相手を誘引するのにも都合がいいとなれば、実行しない手はなかった。

「よし、みんな裳裾を短く切れ」

　というアルゴラの鶴の一声で、全員、裳裾を膝の上で切り落とした。

　面白がった――あるいは悪乗りした――アルゴラなど、自分の裳裾を膝の遙か上方で切り落として、なんだかミニスカ状態だ。

　となれば、目立つのが好きなドゥイエンヌだって負けていない。

「いくらなんでもそれで走ると、いろいろ拙いんじゃないの？」

　とセリノスが心配するほどの短さに切ってしまった。

「これで敵兵の八百人くらいは、わたくし目当てに後を追いかけてきますわね」

　超短い裳裾になったドゥイエンヌが胸を張ると、すかさずジアンが突っ込んだ。

「いや、そんなに敵兵いないから」

　そのジアンとデイレィの二人だけは裳裾の下に短い筒つつ袴ばかまを穿はいている。さすがに木の枝に上るのに裳裾だけでは拙かろうという判断だ。というより、枝から枝へと飛び移って逃げることを考えると、たとえ短くても裳裾自体が動きの邪魔になる。筒袴を穿いた二人は、思い切って裳裾を腰の辺りで切ってしまっていた。

　さて、そんな出で立ちの誘引隊は初撃を加えると直ちに逃走、少し距離が開いたところで構え直し、敵が近づいてくると弓を射かけて抵抗の姿勢を見せる。

　すると先頭の敵はその場で応戦し、双方が樹に隠れながら弓の撃ち合いになる。

　後方から増援が駆けつけてくると、アルゴラたちは応戦を放棄して逃げだす。

　それを追撃部隊が追いかける。

　少し行ったところで、アルゴラたちが反撃をして。

　敵が追いついてくると逃げだす。

　それを何回か繰り返すと、渡し場の近くにまで達した。

　すでに敵も白はく兎と側の兵数が少ないことを把握しているから追いかける速度を緩めようとしない。多少の伏兵がいたとしても充分に対応できる兵力で追いかけているし、もう少し行けば湖に出るから相手には逃げ場がないと、そう確信している。

　こうなれば先に追いついた者から手柄を立て放題。

　もしも相手を捕虜にできれば。

　戦後に、捕まえた者に報賞品として下か賜しされるかもしれない。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの美女を己の奴隷にすることができるかもしれないと思えば、走る足にも力が入ろうというものだ。

　そんなよからぬ思いをよりいっそう煽あおるのが、逃げていく騎士団員の後ろ姿――主に短い裳裾とそこから覗く生足――であった。

　逃げる相手を目で追える位置にいるすべての者が全力で追いかけてきた。
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　渡し場へと下りる手前の右側に、大きな池というか入り江というか湾というか、とにかく中央湖なかのうみから続く湖水が広がっていて、中央湖とは幅が三ヤルドから四ヤルドほどの開口部で繋がっている。

　そこには木製の橋が架かっていて、旅人はその橋を渡ってから湖水の辺ほとりにある渡し場へと下りていくのだ。













　それらは、この道を一度歩いたことのある遊撃小隊員にとって既知の光景だった。

　開口部の水面までは、およそ二ヤルド。

　架かる橋の長さは、およそ三ヤルド。

　橋の幅は、およそ二ヤルド。

　長さに比べて幅が広いが、これは人や荷を運ぶ多頭立ての馬車が余裕を持って渡れるようにという配慮が為されているためである。湖岸の都市にとってここは重要な街道で、旅人や商人の利便を図るためにと、馬車でのすれ違いが可能な橋を架けたのである。

　先頭を走ってきたジアンは、走り幅跳びの選手のように高く大きく橋の上を跳んだ。

　ジアンは三ヤルド――約八メートル強――の橋を一気に飛び越え、悠々と対岸に着地した。鎧を着けていないとはいえ、恐るべき跳躍力である。

　橋の手前でアルゴラが手を振り回しながら叫んだ。

「湖岸まで走れ！　湖を背にして最後の一戦を挑むぞっっ！」

　最後の一戦。

　つまり白兎騎士団しろうさぎ側は、そこで玉ぎよく砕さいも辞さない覚悟だというわけだ。

　逃げ場はない。逃げる気もない。そのことが敵の兵士に強く印象づけられた。

　追いつきさえすれば、音に聞こえた白はく兎との騎士を捕獲できる。捕獲すれば間違いなく大手柄とされる。

　報賞金はいうに及ばず。

　報賞品として捕らえた騎士を下賜されるかもしれず。

　下賜された騎士は、自分で使役してもいいし奴隷市いち場ばに出してもいい。白兎騎士団しろうさぎの美女ともなれば、素晴らしい高値で売れることだろう。

　追いかける兵の足に、体に、さらに力が入り、脳裏には極ごく彩さい色しきの未来が描かれる。

　隊長、役者になれるんじゃないか。

　エリゼゥウは本気で感心してしまう。

　ジアン以外の団員は、橋の両側に渡してある丸木橋を渡った。

　最後にアルゴラも丸木橋を渡る。

　細い丸木橋を、みな平然と渡り切った。大した平衡感覚である。

　全員が渡り終えると、対岸に控えていた仲間が丸木橋を持ちあげ、湖水に落とした。

　丸木橋には重しとなる大きめの石が幾つも結ばれていて、落ちた丸木はそのまま湖水に沈んでいった。

　その場に居合わせた者が冷静に考えれば、誰も本来の橋を渡らなかったのは何故だ？　という疑問が湧いたことだろう。だが、目の前を逃げる獲物――いかにも美お味いしそうな兎たち――を追いかけている追撃部隊の兵たちにそんなことを考える余裕はなかった。

　彼らは何の疑問も持たず、なんの疑念も浮かべず、我先に橋を渡ろうとした。

　そして。

　勢いよく橋に足を乗せ。

　そのまま橋を踏み抜いて湖水に落下していった。
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　兵が足を乗せただけで橋が落ちたのは何故か。この橋はそれほどに朽ちていたのか。それほどまで脆もろくなっていたのか。

　そんなことはない。つい昨日きのうまで、この橋は旅人たちが普通に使っていたのだ。今け朝さだって、船着き場に常駐するメンゼッソスの街の兵が点検している。人が乗っただけで落ちるような危険な状態であれば、当然、兵が気づいたはずだ。

　では、どうして。

　それは支援隊と殿隊の残りが大急ぎで橋を架け替えていたからだ。

　木の橋の横板を外し。

　代わりに木によく似た色の布を張って。

　手持ちの布だけで足りない箇所は、切り落とした裳裾に土を塗まぶして繋げて張って。

　布ぬの橋はしに架け替えた！

　これこそがガブリエラの策略。
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　あと少しで敵を補捉できると信じて駆けてくる敵兵士。

　橋が架け替えられたことなど夢想だにしないまま、全力で駆けてくる敵兵士。

　そこにあるのは一本の橋で。

　近くに迂回路などなくて。

　そして原生林の中、昼でもなお薄暗くて。

　目の前に現れた橋が布製であることに、魅力的な獲物を追って全力で走る兵士たちが気づけるはずもなく。

　先頭を走る兵士は布を踏み抜き、たちまち湖水に落下した。

　すぐ後うしろを走る兵士も急には止まれない。

　いや、止まろうとはしたのだが。

　さらに後ろから走ってくる兵たちに押され、突かれ、止まるに止まれないまま、同じように湖水に落下した。

　後ろから来た兵士は、前を行く兵士の姿が消えて初めて、橋がなくなっていることに気がつく。

　だが、もう間に合わない。

　もう止まれない。

　兵は後あとから後から走ってくるのだ。

　自分たちが目の前の兵士の背中を押したように。

　自分たちも後ろから来る兵士に背中を押され。

　何もできないまま湖水へと落ちていく。

　次から次へと走ってきて。

　次から次へと落ちていく。

　気がついたときには目の前に壊れた橋があり。

　次の瞬間には後ろから押されて空中へと跳躍しているのだ。

　止まれ！　と叫ぶ間すらない。

　すでに三、四十人ほどが落水しただろうか。

　落ちた兵士はどうなるか。

　考えるまでもなかった。

　みな重い鎧を装着しているのだ。

　よほど泳ぎが達者な者でない限り、そのまま沈んでいくだけだった。達者な者であっても、全力で手足を動かしてしばらく浮かんでいられるというに過ぎない。

　開口部の幅は狭いから、運よく岸まで辿たどり着けた者もいたが、それ以外の者はみな沈んでしまった。

　湖岸は切り立った垂直の岩がん壁ぺきで、手がかりも足がかりもない。ようやくのことで辿り着いたものの、そこで力尽きてしまう者が続出する。多少の余力がある者も、背後から誰かにしがみつかれ、そのまま一緒に沈んでしまう。あるいは、必死で手足を動かして浮かんでいるところに、頭上から落下してくる新たな犠牲者の直撃を受け、共に沈んでしまう。

　中央湖は湖岸から一気に落ち込む箇所が大半で、ここもそういう地形であることは、すでに見たとおりだ。開口部の水深はけっこう深く、二ヤルドから三ヤルドほどある。一度沈んだら自力では浮かんでこられない深さだ。そして当然、救助はやって来ない。

　結局、湖水に落ちた兵士が水中に積み重なって開口部に人間の島ができるまで、兵士は落ち続け、溺れ続けた。

　ようやく後続の兵が停止した。

　彼らは眼下の水面にできた人間の島を見て怖おぞ気けを震った。

　もはや追撃どころではない。

　とにもかくにも落水した兵士の救出が最優先。

　それ以上の追撃は為されなかった。したくてもできなかった。

　追撃部隊がここで出した損害は死者が六十人以上。そのすべてが溺でき死しだった。

　なんとか救出された者も、その大半はたらふく水を飲んでいて溺死一歩手前。もはや戦闘どころではなかった。

　結局、ル・アンヘル奪回軍の別働大隊が失った戦力は。

　騎馬が六十頭余り。騎兵の死傷者が五十名近く。溺死した歩兵が六十余名。戦闘不能になった歩兵が四十名ほど（溺れて重体の者を含む）。

　つまり別働大隊の戦闘能力は三割から四割減となったわけで、信じられないほど高い損そん耗もう率りつだった。

　逃げる鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ二個中隊と遊撃小隊――実質的には殿隊と支援隊の五十名が相手だったに過ぎない――を別働隊五百人で追撃した結果がこれだった。

　あまりの惨状に、現場に到着した部隊指揮官は茫ぼう然ぜん自じ失しつとなった。

　船着き場に到着したアルゴラたちは、仲間が確保した中型船に乗り込み、悠々と湖岸から沖合へと乗りだしていった。
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　支援隊と殿隊を待っていたのは、甲かん板ぱんと船倉を備えたかなり大きめの船だった。甲板上には帆ほ柱ばしらも立っていて、分類上は「中型船」の範はん疇ちゆうに入る。

「よくこんな船を手に入れられたな」

　船着き場まで出迎えに出たヨーコ隊の部下にアルゴラが言葉をかけると。

　曖あい昧まいな笑みを浮かべた彼女は、

「ええ、まぁ、なんとか」

　などと適当な返答を寄越すだけだった。

　彼女のその態度を見たアルゴラは、ヨーコがかなり無理をしたのではないかと見当をつけたが、それは黙っておく。

「とにかく、こちらへ。荷物はすぐ引きあげさせますので」

　殿隊と支援隊の荷物――脱いだ鎧など――は、舷げん側そくに下ろされた大きな編み籠にまとめて放り込む。支援隊に付けた馬も、舷側下部の乗降口に板を渡して船倉へ回収した。

「船ではヨーコ隊長がお待ちです」

「ヨーコが？　あいつ、ここに残っていたのか」

　ヨーコは本隊を率いて対岸に渡ったものだとばかり思っていたから、アルゴラは意外そうな顔になった。

「はい、どうぞ」

　殿隊と支援隊の面々は舷側に取りつけられた木製の梯子を登って甲板に立った。誘引隊の隊員は見上げるといろいろ拙い格好になっているのだが、周りには団員しかいないので、開き直って堂々と登った。

　皆が甲板上に上がると、そこにいた団員たちが拍手で出迎えてくれた。

「ご苦労様です、アルゴラ隊長。そしてみんなも」

　兎うさ耳みみ兜に重装鎧という勇ましい出いで立ちで――面当ては外している――近づいてきたヨーコが、白はく兎と式の敬礼を寄越した。みなも白兎式の敬礼を返す。

　甲板上をヨーコやアルゴラの配下が何人も行き交かっている。

　全員が船上に上がると梯子が回収された。

「少し待っていてください」

　とアルゴラに断ったヨーコが、部下に命令を出すために振り返った。

「荷物や馬の積み込みは終わったな？　よし、出航だ。漕ぎ手に伝えろ」

　命令を受けた伝令が船倉に下りていく。

　その後もヨーコはあれこれと部下に指示を送っている。

　ガブリエラが後に聞いたところ、彼女の故郷は海沿いの街で、子供の頃から船には慣れ親しんでいたのだという。そのことを知っていたからこそ、アルゴラは彼女に本隊の指揮を任せる気になったのかもしれない。

　もっともヨーコは、

「さすがにこれだけの船を動かした経験はないのだが」

　とも言っていたが、それにしては堂々とした船長ぶりだった。

　殿隊や支援隊の面々は揃って舷側に並び、眼下に見える湖岸や遙かに続く湖面を興味深そうに見ている。

　空には薄雲が広がってきたが、陽の光を遮るほどではない。

　ガブリエラも、陽光を受けて煌きらめく穏やかな水みな面もに見入った。

　ここは海ではないが、海に似た茫ぼう洋ようとして雄大な風景が広がっている。

　ガブリエラは内陸育ちで、幼少の頃に二、三度、海を見たことがあるだけだったから、このような水辺の景色には心ときめくものがある。

　ベティス育ちの団員は、おそらく似たり寄ったりの心境に違いない。

　一人、さして興味のなさそうなのがアフレアだった。西の海岸地方ランダ・ウエステルナ出身だと言っていたアフレアにとって、これは見慣れた景色なのだろう。背負っていた箱を下ろし、取りだしたシゥビーニュに話しかけるように呪文を送っていた。

　やがて船は微かすかに振動し。

　ゆっくりと船着き場を離れ。

　湖面の上を滑るように進みだした。

　湖面を渡る微そよ風かぜが気持ちよかった。

　そうしているうちにヨーコが戻ってきた。

「いや、お疲れ様でした、アルゴラ隊長。そしてみんなも」

　ガブリエラたちはヨーコに一礼する。

「それにしても、余裕のある撤収でしたね。最後はみんなをこの船に収容するために、船着き場前で一戦するのも辞さない覚悟でしたのに」

「いやいや、なかなか楽しい殿しんがり戦せんだったぞ」

　アルゴラが密やかに笑った。

　逆にヨーコは眉を顰ひそめる。

「何があったのです？　随分と遅かったからやきもきしていたのですけれど。最悪、船着き場に姿を見せるのは、あなたたちではなく敵兵かも……とまで考えましたよ？」

　そこで言葉を切ったヨーコは、アルゴラや遊撃小隊員に改めて目を向ける。

「それに、随分と涼しそうなその格好はいったい」

「これか？」

　アルゴラが短くなった裳裾を手で摘んでみせる。

「涼しくていいぞ。ヨーコもそんな重そうな鎧は脱いだらどうだ。何かの拍子に船から落ちたら沈んでしまうぞ？」

「ですからこれは、あなたたちを収容する際に一戦するかもと思い、完全武装で待っていたのですってば」

「もう一戦の必要はなくなった」

「そうですね。確かに。というか、何があったのかと訊いているのですけれど」

　不満そうな顔でヨーコがアルゴラを見やると、くっくっくっと、アルゴラは嗚お咽えつするように笑った。

「余分な時間がかかったのは、ガブリエラが楽しい作戦を立ててくれたおかげだな」

　ヨーコがひんやりとした冷たい視線を向けてきたので、ガブリエラは慌てて頭を下げ、まともにヨーコの顔を見返さないようにした。

「詳しい話はあとでするよ。しかし」

　甲板に立ったアルゴラが辺りを見回した。

「いい船があったものだな」

「そうですね、助かりました。この船だけでなく、同じ規模の船をもう一隻確保できたおかげで、人も荷物も予想よりずっと多くを積めましたから」

　前述したように、船は甲板と船倉、帆柱を備えた立派な物で、無風の場合は舷側下部に開けた窓を使って櫂かいを漕ぐ形式だ。

　今はほぼ無風なので帆は下ろされており、船の推進力は舷側に並ぶ左右十本ずつの櫂だった。一番隊、二番隊の中から経験のある者、あるいは膂りよ力りよくのありそうな者を中心に二十名を漕ぎ手として選抜し、配置してある。

　船は少しずつ速度を上げ、湖岸から離れつつあった。

　舷側の下部、湖面に近い辺りから漕ぎ手のかけ声が聞こえてくる。

「ともあれ、みなに休憩を取らせては如何いかがです？　みな走ってきたのでしょう？　疲れているのではないですか？」

　とヨーコが進言してきた。

「そうだな。そうしよう」

　エリゼゥウとサーシュを呼んだアルゴラは、殿隊と支援隊の面々に休憩を取るようにと命じた後、

「休憩を実行したら小隊長を集めてくれ。今後の方針を練っておきたい。遊撃のところだけは副も呼んでおけ」

　と言った。

　つまり、ガブリエラも呼べということだ。

「了解であります」

　二人は休憩を実行するためにその場を離れていった。

　ヨーコも控えている部下に指示を出す。

「みんなに飲み物や非常食を配ってやれ」

「はい」

　殿隊や支援隊の隊員が甲板上に思い思いに腰を下ろし、配られた水や食料を口にしている。全員の顔に浮かんでいるのは安堵感であり達成感であり高揚感だ。

　ヨーコはアルゴラに断りを入れ、労ねぎらいの言葉をかけながら休憩している部下たちの間を回って歩いた。

　ガブリエラは、ヨーコの気配りに感謝しつつ、なるほどこれも番隊長としての役目、責務なんですね、と感じ入った。

　図抜けた剣の腕の持ち主ではあるけれど、アルゴラにしてもヨーコにしても、剣の腕だけで部下を引っ張っているのではないということだ。

　殿隊と支援隊の面々の間を一周して戻ってきたヨーコが、怪訝な顔でアルゴラに訊いた。

「イレーネスの姿が見えませんが」













　アルゴラが小さなため息を吐つく。

「目め敏ざといな」

「つまり？」

「すまん。討ち死にした」

　姿が見えなかった時点で、アルゴラのこの返答を予期していたのだろう。直属の部下を失ったにしては、ヨーコの態度は淡々としたものだった。

「そう……ですか。遺体は？」

「森に埋めてきた。こんな立派な船が待っているのが判っていれば、ここまで連れてきてもよかったんだが」

「いえ……ありがとうございます」

　ヨーコが軽く会釈したので、アルゴラは、ふん、と小さく鼻を鳴らした。

「どうして礼を言う？　おまえの部下を全員連れ帰れなかったんだぞ、わたしは」

「殿しんがり戦せんの最さ中なかでは、その場に打ち棄すてることもやむを得なかったかと。それを森まで運んで埋葬してくださったのですから」

「……当然のことだ。べつに礼を言われる筋合いではないよ」

「犠牲は、彼女だけですね？」

「ああ。他ほかに軽傷の者が何人か出たが、討ち死には一人だけだ。今回の作戦で犠牲が一人だけというのは奇跡的と言ってもいいかもしれんな。できれば奇跡を起こしたかったのだが……」

　奇跡的ではなく奇跡を。

　つまりアルゴラは全員無事に戻ってきたかったと言っている。

「一人だけでも充分に奇跡だと思いますよ。それに、最後の最後に何かをやらかしたのでしょう？　ガブリエラの作戦がどうとか、先ほど仰おつしやっていましたよね」

　アルゴラがにやりと笑った。

「ああ、やらかしてきた。面白くて愉快な作戦だったな」

「で、先ほどもお尋ねしましたが、その格好……面白くて愉快な作戦と何か関係あるのですか？」

　と言って、ヨーコはアルゴラの短く切られた裳裾に目をやった。アルゴラの短い裳裾が湖うみ風かぜにひらひらとはためいている。

「いったい全体、何をやらかしたのです？」

「それはな」

　アルゴラはヨーコに顔を寄せ、ガブリエラが考えた「布橋作戦」の全容を説明した後、その推移と結果をヨーコに報告した。

「なんと……いう無茶苦茶を……」

　と言ったきり、ヨーコは絶句してしまう。

「とんでもない奴だぞ、ガブリエラは」

　……あなたも充分にとんでもない奴だと思いますが。

　という突っ込みを、ヨーコはかろうじて呑み込んだ。

　しかし、ガブリエラがとんでもない奴だというアルゴラの意見には賛同したい気分だ。大いに賛同したい。

　退却戦の殿しんがりを受け持つという、いわば絶体絶命ともいえる危機の最中に、そのような奇想天外な策略をよくも思いつけるものだと呆れ、感心する。

　前例があるならともかく、古今東西の戦史に詳しいヨーコであっても、同種の策は聞いたことがなかった。

　であれば、これはガブリエラが退却戦の最中に咄とつ嗟さに思いついたこと。

　その発想力、機転が、頼もしいというか末恐ろしいというか。レフレンシア様がガブリエラに目をかけるのも当然かもしれないな。それに。

　急いで逃げだそうというときに、共に先鋒を受け持っていた友軍が包囲殲せん滅めつされないような気配りを見せた。それも大したことだとヨーコは思う。

　そのおかげで、こちらが危ない橋を渡ることになったのだが……いや、結局、最後に「危ない橋」を渡ろうとして踏み抜いたのは敵の追撃部隊だったわけか。

　その皮肉な結末に、ヨーコは思わず笑いだしそうになってしまう。

「ところで」

　とアルゴラが訊いていた。

「この船には何人乗っているんだ？　それ以外の者はどうした？」

「ああ、ええ」

　ヨーコは顔を戻し、アルゴラの疑問に応える。

「漕ぎ手として二十名。あなたたちを回収するための人間を二十名。それにわたしとわたしの補佐役。全部で四十五名ですね、乗っているのは。あなたたちを回収する際に一戦あるかもと思いましたので、少し多めに乗せています。漕ぎ手は、経験者を中心に、一番、二番の両隊から選抜しました」

「こちらが五十名だから」

　アルゴラは素早く計算した。

「泳いだのは四、五十名くらいか？　そいつらこそご苦労様だったな」

「いえいえ。泳ぐ羽目になった者は結局いませんでした。この船と同等規模の船が確保できましたし、他ほかにも小舟を何隻か。ですから、全員が乗船して湖を渡っていますよ。今頃はもう、あちらさんの船着き場に上陸しているのではありませんか」

　ヨーコがいう「あちらさん」とは対岸にある都市キュラソール――ガブリエラたちが訪ねた温泉施設のある街――のことで、そこは親ベティスの都市であるから、そこまで行けば安全は確保されたといえる。

「あちらはいいとして、こちらはどうだったんだ？　すんなりと使えたのか？　この船だって、こちらのだろう？」

　一方、アルゴラがいう「こちら」とは、近くにある都市メンゼッソスのことだ。メンゼッソスは中立の姿勢を崩さず、イリアスタ（とその背後にいるルーアル・ソシエダイ）ともベティスとも等距離を保っている。

「そうですね、ちょっとした押し問答はありましたが、こちらが強く出たので、最後は向こうさんも見て見ぬふりですよ。今は近くの砦で目と耳を塞いでいることでしょう。あれ以上向こうが渋るようなら腕にものを言わせてもと思いましたが、そこまでする必要はありませんでした。剣を交えるような事態にはなっていませんから、ご安心を」

「ちょっとした押し問答？」

　アルゴラは皮肉の色合いの濃い微笑を浮かべる。

「ヨーコの言う『ちょっと』がどの程度の言い合いなのかは、問わないでおこう」

　ヨーコはまじめな顔を崩さぬまま応えた。

「そうですね。そうしてください」

「だがな、そうなると、むしろ交えてしまったほうが、向こうとしてもありがたかったかもしれないぞ」

「え？」

　ヨーコが僅かに目を見開いた。

「どういうことですか？　中立国相手にそれは拙いでしょう？」

「中立国だからこそ、だよ、ヨーコ」

　アルゴラが意味深な目でヨーコを見た。

　だからこそ…………ああ、なるほど、そうか、そういうことか。

「船は強奪されたことにしておいたほうが、相手としては言い訳が立つ、イリアスタ側に釈明が利くと、そういうわけですか」

「そういうわけだ」

　まぁ、現状でも半ば以上、強奪したようなものですが……と思いつつ、ヨーコは少し驚いていた。

　彼女にしても、アルゴラはもっと猪ちよ突とつ猛もう進しん型の武将だと思っていたのだ。そしてもっと執念深いとも。

　何しろ最初の模擬戦闘に勝利したにも拘かかわらず、その後、事ある毎ごとに剣の仕合をしようとヨーコに迫ってくるくらいだから。

　今回の退却戦といい今の推察といい、意外と思慮深いんだな。それに諦めるところはあっさりと諦めているようだし。もっとも、殿隊に自ら参加するところなど、相も変わらず戦いたい病びようは健在のようだけど。作戦を共にしてみると今まで見えなかったものも見えてくるようになるものだな。

　などとヨーコが感慨に耽ふけっていると。

「んん？」

　アルゴラが周りを見渡した。

「どうかしましたか？」

「いま何か不快な感じが……」

　アルゴラは眉を顰ひそめて首筋を手で撫でている。

　危ない危ない。勘だけは異様に鋭いからな、この女ひと。というか、レフレンシア様もそうだけど。

　ヨーコが冷や汗を流していると、殿隊と支援隊の小隊長が四人、それにドゥイエンヌとガブリエラが二人の周りに集まってきた。
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「アルゴラ様、全員、集まりました」

　とエリゼゥウが声をかけてきた。

「疲れているところをすまんな」

　とアルゴラが応えると、全員が姿勢を正し、

「いいえ、大丈夫であります」

　と健けな気げな返事を寄越した。

　ヨーコが補佐役の一人を呼ぶ。

「はい、ヨーコ様」

「何か敷く物を持ってきてくれ。みな疲れているだろうから、とりあえず座りたい」

　部下は急いで同僚を呼んで船倉から茣ご蓙ざを持ちだしてきた。

　その間にヨーコは、自分も座れるようにと兜や鎧の一部を外して身軽になった。

　一同は茣蓙の上に胡座あぐらをかき、車座になって座った。

　アルゴラの短くなった裳裾は胡座にはあまり適さなかったが、彼女は気にした様子もない。しかし、アルゴラよりもさらに短く、超短く裳裾を切ってしまっていたドゥイエンヌは、胡座をかくといろいろと超拙い事態を招きそうだった。

「どうした、座れ、ドゥイエンヌ」

　とアルゴラに促されても。

「いえ……わたくし、皆様のように疲れてはおりませんので、立ったままでもまったく平気でございますから」

「一人だけ立っていられると目め障ざわりなんだよ。いいから早く座れ」

　アルゴラに睨まれたドゥイエンヌは仕方なく腰を下ろしたのだが、胡座は憚はばかられたので一人だけ横座りだ。しかしそれでも、ほぼ丸見え状態なのに変わりはなかった。

「よ、色っぽいね、小隊長」

　などというかけ声がジアンからかかると、ドゥイエンヌは、

「と、当然ですわね。全裸になっても色っぽくないジアンは、少しはわたくしを見習うべきですわね」

　と強がるのだった。

　ドゥイエンヌの強がりは、それなりの説得力（？）を持っていたが。

「そんなことないよっ。全裸になれば自分だって色っぽいよ。超色っぽいよ！」

　ジアンの強がりは虚しく響くだけだった。

　可愛そうな子を見るような一同の視線に気づいたドゥイエンヌとジアンは、こそこそと俯うつむき、黙り込んだ。

「全裸で色気を競うときはわたしも混ぜろ。少なくとも、おまえたち二人には負けない自信があるぞ」

　アルゴラに顔を向けたジアンは凄まじい速さで右手を顔の前で左右に振った。

「いえいえいえ、しませんから、そんなこと」

「あら。わたくしはしてもよいのですけれど」

　とドゥイエンヌが呟くと。

「そうか。ではやろう」

「え？」

「脱げ、ドゥイエンヌ」

「は？」

「だから、今ここで全裸お色気競争をしようと言っている。わたしも全部脱ぐからおまえも全部脱げ。みんなにどちらが色っぽいか決めてもらおう」

　立ちあがったアルゴラは、早くも自分の裳裾に手をかけている。

「いいいいい、いえいえいえいえ！」

　次の瞬間、ドゥイエンヌは膝を揃え額を甲板に擦りつけていた。

「参りました。わたくし、アルゴラ様の色気にはとうてい太刀打ちできません。潔く負けを認めます」

「お労いたわしや、ドゥイエンヌ様」

　マルチミリエが、そっと涙を拭い。

　周囲から笑い声が上がった。

　ヨーコが呆れた顔で声をかける。

「アルゴラ隊長、いつまでもドゥイエンヌを弄いじって遊んでないで、そろそろ本題に入りませんか」

「べつに遊んでいたわけではない。わたしは本気で色気競争をする気満々だったのだ」

　どことなく不満そうな顔つきでアルゴラが腰を下ろす。

　本気だったら、もっと駄目でしょう。

　と内心で突っ込んだヨーコは、しかしそれを口にすることなく、

「いいですから、早く本題に」

　とアルゴラを促した。

「ああ、判った判った」

　腰を下ろしたアルゴラは、

「では、まずはヨーコから状況報告をしてもらおうか」

　と言った。

　ヨーコは力強く頷いてから、おもむろに話し始めた。

「現状、この船に四十五名、先に行く船にも五十名ほど乗っている。残りは小舟に分乗した。つまり、全員が船、もしくは小舟に乗れたことになる。みな泳ぐ覚悟はしていたのだが、取り越し苦労に終わったな。というわけで、今頃は無事に対岸へ上陸していることだろう」

　小隊長たちから、おお！　という声が上がった。

　そこでいったん言葉を切ったヨーコは、目の前にいる小隊長たちを見渡した後、言葉を継いだ。

「ここにいる殿と支援の両隊で五十二名。従って、犠牲者を一名出しただけで、我々は退却に成功したと、そう言い切っていいだろう」

　今度は、小隊長たちから拍手が湧いた。

　誰もが一様に誇らしげな顔だ。

「さて、友軍のほうだが」

　とヨーコに言われ、ようやく皆はその存在を思いだしたようだった。

「そういえば、一緒に行動していたグラウコゥスの先鋒大隊、どうしたんだろうな」

「敵の別働隊はこちらを追いかけてきたんだ。逃げられたんじゃないのか？」

「ここまでしてやったのに、それでも全滅するようなら、もう面倒は見切れないぞ」

「いや、それよりも気になるのは、本隊がどうなったのかということだ」

「本隊を率いているのはサイアス准じゆん将しよう軍ぐんだ。問題はないだろう？」

　などという囁き声が交わされる。

　セリノスとノエルノードにとって、本隊を率いているのが自分たちの兄なのだから、人一倍、その動向は気になるであろうに、ほとんど動揺した様子がないのは大したものだった。兄のことをよほど信頼しているのか。

　それにしても。

　番隊長の報告の最中に私語を交わすなど、普通ならあり得ないことだ。だが、白兎騎士団しろうさぎでは、あり得なくもないことだった。

　レオノーラなど、団長代理の命令下か達たつ中ちゆうに平気で疑義を挟むのだから。

　だからヨーコもあまり気にしない。入団した直後などは随分と面食らったものだが、今では白兎騎士団とはそういうところだと割り切っている。

　皆の疑問に応えるように、ヨーコが友軍のことに触れた。

「グラウコゥスの先鋒大隊のことはまだ判っていない。同様にル・アンヘル救援連隊がどうなったかということも不明だ」

　その場のざわめきが一瞬、大きくなったが、アルゴラが鋭い目つきで辺りを見回したので、すぐに静まった。

「たぶん、どうなったのかは、キュラソールの街に着けば判るだろう。グラウコゥスの先鋒隊、本隊が共に全滅していなければ、伝令が街に走ってきているはずだ」

　ヨーコはこともなげにそう言った。

　この場で平然と「全滅」などという不吉な言葉を使うのは、そのような事態にはならないことを信じているからで、実際、彼女はこうつけ加えるのを忘れなかった。

「先ほど誰かも言っていたが、救援連隊を率いているのはサイアス・サイニクス・クワドロス准将軍なのだ。全滅などしているはずがない。おそらく無傷のまま全軍を保持しているだろう。我々もキュラソールで態勢を立て直した後、改めて救援連隊に合流する……という方向でいいのですね、アルゴラ隊長？」

　アルゴラは小さく頷き、短く応えた。

「それでいい」

　まずはキュラソールの街で連絡待ちですか。

　ガブリエラはぼんやりと霞む対岸に目をやった。

　果たして湖を渡った先でガブリエラたちを待ち受けるのは吉報か、それとも凶報か。
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　ル・アンヘルの街の後ご詰づめとしての救援軍を率いていたのは、すでに見てきたようにサイアス・サイニクス・クワドロス准じゆん将しよう軍ぐん。彼はセリノス・セレニクス・クワドロスとノエルノード・ノエラ・クワドロス姉妹の兄である。

　救援軍を構成するのはベティス軍二大隊およそ二千。これにグラウコゥスの街以下の友好国混成軍五百が加わっていて、戦闘部隊の総勢は二千五百。

　グラウコゥスの街は、この他ほかに一大隊五百を送っている。これがアルゴラやヨーコと共に行動していた先鋒大隊である。

　余談だがベティス大たい公こう国こくの兵制では八百人から千人で「一大隊」となっている。「中隊」は二百名。従って四ないし五中隊で一大隊。

　なお、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの中隊とは規模が違うため、双方が混成軍を動かす場合など、それぞれ「ベティス中隊」「兎うさぎ中隊」と呼んで区別している。大隊でも同様である。

　ベティスの兵制の話を続けるが、大隊が二つ、もしくは三つで構成される独立した部隊を「連隊」と呼んでいる。

　連隊を動かせるのはベティスの将軍級で、准将軍にも連隊を指揮する資格があった。今回のサイアスも、従って「ル・アンヘル救援連隊」の指揮官ということになる。

　さらに兵数が増えた場合、四千から五千で「一師団」となる。

　師団を動かせるのは上じよう将しよう軍ぐん以上に限られ、師団を指揮する師団長は特に「司令官」と呼ばれることもある。

　一人の司令官が二個師団以上を同時には動かせないことも決まっている。これは特定の個人に軍事力が集中しないようにという配慮である。

　この決まりは複数の師団が同時に作戦行動に就つくとき、師団の数だけ上将軍（以上）が必要になるという問題点も内包しているのだが、しかし、一万人もの兵力を集中するような大会戦などほとんど考えられない世界であるから、これで特に不都合はなかったのである。

　大国ベティスといえど、平時に於ける動員力は一万人と少し。これがベティス大公国常備軍の通常戦力であった。

　ベティスであってもこの程度なのだから、一つの都市国家が動かせる兵力など、数百からせいぜい二千程度でしかないのである。

　もっとも非常事態ともなると、動員令が発動されて動員可能兵力はさらに増すのだが、それはそうそうあることではない。

　従って、友邦の軍を併せたとしても一師団と一連隊程度――この場合、特別に「軍団」とか「方面軍」と呼ぶこともあった――というのが、今までの一作戦行動に於ける最大兵力の通例だった。

　ちなみに過去の非常事態――例えば「西せい方ほう擾じよう乱らん」など――に於いては、苦境に陥ったベティス大公国首脳は苦肉の策として師団の兵員を七千人まで増員し、その特別師団をサルナトゥス・レニカヌス・クワドロス大将軍――セリノスとノエルノード姉妹の父である――に預けたという実績があった。

　この場合、一師団が七千人に膨れあがっているので、それに加えて一連隊が付随していれば総兵力は一万近くになるのだが、これはあくまで特殊な例であり、緊急事態における緊急避難措置だった。

　西方擾乱の際のベティス大公国は、そこまで切せつ羽ぱ詰まっていたのである。だからこそ、この危難を見事に打開したサルナトゥス大将軍は、軍から引退した今もなお、ベティスの国内外で英雄扱いされているのだった。

　余談が長くなった。本題に戻そう。
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　先行する先鋒部隊――グラウコゥスの大隊と鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの第一中隊、第二中隊、そして遊撃小隊――を追いかけて夜間行軍を続けていたル・アンヘル救援連隊は、途中で濃霧に遭遇し、行軍停止を余儀なくされていた。

　無線機もレーダーもない世界のこと、自分の位置を確認するためには目視に頼るしかなく、夜間の行軍は視界が利いていても難しいのに、このように霧に巻かれてはもはや不可能に近い。

　いったん部隊同士が互いを見失ったら、霧が晴れるまで見失ったままになる。気がついたときには互いに明後日あさつての方向にいた、という事態は充分にあり得た。

　味方だけではない。近くに敵軍がいた場合、その発見が遅れる。

　霧が晴れたら目の前に敵がいて、否いやも応もなく叩き合いの大乱戦に突入という危険が高いのだ。そのような遭遇戦では両軍ともに損耗率が跳ねあがる。だから緊急の場合を除けば夜間行軍は行わないし、仮に行ったとしても、雨や霧など、気象条件が悪化すれば行軍は停止されるのが普通だった。

　だから救援連隊が停止したのは当然のことだった。夜間でしかも濃霧という悪条件下、行軍を続けてしまったグラウコゥスの先鋒大隊の行動こそ非常識だったのである。功を焦ったと言ってもいい。

　その非常識に引きずられた白兎騎士団しろうさぎの第一、第二中隊と遊撃小隊が、友軍の非常識の対価を払うことになってしまったわけだ。
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「物もの見みはどうかな、エイリィ？」

　サイアス・サイニクス・クワドロス准将軍は落ち着いた声で、傍らに控えている部下を愛称で呼んだ。

　緩やかにうねった柔らかそうな髪、穏やかな光を放つ瞳、落ち着いた物腰。

　体型的にもサイアスは背が高く痩やせていて、父であるサルナトゥス・レニカヌスとは対照的な外見だった。

　父はどちらかというと豪ごう放ほう磊らい落らくな将軍であり、がっちりとした筋肉質の男だった。

　だが外見は似ていなくとも、冷静沈着な指揮ぶりや的確な判断力、果敢な決断力など、確かにあの大将軍の息子だと思わせる才能をサイアスは遺い憾かんなく発揮している。そうでなくては、二十代後半の若さでベティス軍の准将軍まで昇ってはこられない。

　家柄や血筋が重要視される世界ではあっても、無能な者に重職を任せられるほど世界は安定していない。

　血筋や家柄に恵まれた者は、そうでない者よりスタート位置は優遇されているといえるだろう。しかし、そこから先は競争なのだ。

　いくら血筋や家柄に恵まれていたとしても、何もしないまま組織の中で重きを為なすことはできない。家柄や血筋に恵まれた者がいま重職に就いているのであれば、その最大の要因は本人の努力と才能にあるのだ。だから、この若さで一軍の将として采配を揮ふるうサイアスもまた、父の名声や威光に頼るだけの愚将ではなかった。

　事実、混乱と混迷に見舞われたこの後の戦いに於ける見事な指揮ぶりで、彼は己の才能を見事に証明してみせる。

　呼ばれた部下は僚友との話を中断して、サイアスの下へと歩み寄ってきた。

　エイリィナ・エレオネッラ・サイクスは若くて背の高い女性だった。サイアスも背が高いが、彼と並んでもそれほど見劣りがしない。

　軍事行動の直ただ中なかにあるので、サイアスもエイリィナも鎧に兜という完全武装だ。

　二人ともベティスの高級将官なので、身に着けている物は高価な白しろ銀がねの鎧である。

　兜から覗くエイリィナの短めの髪は、美しい金髪だった。

　エイリィナは部隊に所属するのではなく、サイアスに所属している。つまりサイアス直属の幕僚なのである。

　ベティスでは指揮官と部隊（の兵員）の結びつきが強固になりすぎるのを嫌う伝統があって、連隊や師団は作戦行動の度たびに編制され、指揮官もその都度、指名される。

　その場合、指揮官は何人かの自分の幕僚を引き連れて、新たに指揮することになった連隊や師団へと赴おもむくのである。

　幕僚は自身が数名から十数名の部下を連れており、直属の上官と部隊指揮官の間の連絡業務や調整、輜し重ちようの手配、部隊監察などの実務を主に担当する。

　今のエイリィナはサイアス准将軍の副官的な立ち位置にいた。サイアスは、それだけこのエイリィナを評価しているということなのだ。

　背筋を伸ばしたまま、きびきびとした歩法で近寄ってきたエイリィナは、足を止め、直立不動の姿勢になって上官に敬礼すると、はきはきとした声と態度で報告を行った。

「どうやら我が軍は先鋒隊を見失ったようであります。我が軍が止まったのに先鋒隊が先へ進んでしまったのか、それとも双方が停止したにも拘かかわらずこの霧で位置を確認できていないのかは、まだ判っておりません」

「……そうか。拙いな」

　サイアスは思案気な顔になる。

「物見を増やしますか？」

「そうしてもらおう」

「すぐに手配いたします」

　敬礼を送った後、すぐに踵きびすを返そうとしたエイリィナを、サイアスが呼び止める。

「物見には、くれぐれも慎重に行動するように言ってくれ」

　エイリィナが目を細めた。

「具体的な指示はございますか？」

「そうだな。軍影を見つけても迂う闊かつに近寄らないこと。何しろこの霧だからね」

「つまり……敵が近くにいるかもしれないと仰おつしやるのですね？」

　サイアスは副官の指摘に満足そうに頷いた。話した言葉の裏に込められた意味を的確に把握できるのは、彼女が頭のいい証拠だ。

「いるかもしれないし、いないかもしれない。ただ、この霧だからね。何かが見えたとしても、友軍だと信じ込んで行動しないほうがいいという話さ」

「了解いたしました」

「それと」

「まだ何かございます？」

「レオノーラ殿を呼んできてくれないか」

「はい。ですが……何かご用ですか？」

「いや、この霧、あの人が出しているんじゃないだろうかって思ってね」

　エイリィナの眉が、ぴくりと跳ねた。

「もしそうであるなら……殺してしまいましょう」

　サイアスは慌てて手を振った。

「いや、冗談。冗談だから真顔でそういうこと言わないでくれる、エイリィ。だいいち、あの人だって、こんなときに自分の能力を発揮したりはしないでしょ？」

「判りませんよ。とにかく非常識な女ひとですから。殺してみて霧が晴れたらあの女のせいだと判ります」

「せいじゃないと判ったら大変でしょ」

「それはそれで非常識で迷惑な女おんなが一人、この世界から消えるわけですから、世の中のためにはなるかと」

「いや駄目駄目。そんなことしたら、こっちがレフレンシア殿に殺されちゃうよ」

「そう……ですね。レフレンシア様、何故かどうしてかあの女のことを気に入ってらっしゃるようですし。あれほど才能のある素晴らしい方が、どうしてあんな駄目女を気に入っているのかが大いなる謎です」

　ここでそうだねと相あい槌づちを打つわけにはいかないな、と思ったサイアスは、彼女の言葉を無視して言った。

「というわけで、その件はおいといて。早く物見の手配を」

「あ、申し訳ございません。直ちに」

　もう一度、上官に敬礼を送ったエイリィナは、金属製の魔術人形のようなきびきびとした態度で回れ右をして、僚友のところへと戻っていった。

「しかし」

　サイアスは顔を巡らせ、霧を見透かそうとするかのような厳しい視線を前方に送った。

　先鋒隊、突出しすぎていなければいいのだが。

　彼は作戦会議の席で、やたらと急ぎたがる先鋒大隊の隊長、グラウコゥスの街のデモスコゥス将軍を抑えるのに苦労したことを思いだす。

　手柄を立てたいのは判るが、抑えるべきところは抑え、落ち着くべきところで落ち着けない者は、勝利という果実を手にすることはできない。急ぐのはいいが焦るな。勇猛であろうとして蛮勇をふるうな。猛進しようとして盲信するな。

　これは父、サルナトゥスの教えであり、サイアスは子供の頃から嫌というほど聞かされてきた言葉だった。

　友軍先鋒隊を率いる将は、どうも勇猛であろうとするあまり、結果として蛮勇のほうに振れているな。

　そこが彼の最大の懸念であった。

　デモスコゥス個人がサイアスにいいところを見せようとして焦っているのか、グラウコゥスの街がベティスにいいところを見せようとして焦っていることが彼の言動に反映されているのかは判然としないところだが……サイアスは両方が絡み合っていると見て取った。

　ただし。

　ベティスの准将軍とはいえ、まだ若じやく輩はいの身であるサイアスは、彼の蛮勇を止めるにはやや力不足だ。力不足というより、名前不足というべきかもしれない。

　相手がベティスの部隊なら話は簡単なのだが、友好国の部隊であり、その指揮を執るのが友好国の将軍である以上、彼自らが采配を揮えるわけではない。あくまで共同軍事作戦を頼むという立場だ。

　もっとも国同士の力関係を見れば、強制的に頼んでいるわけだが、しかし、そうかといって、その力関係を素直に体現してしまうと、今後の両国関係によくない影響を与えてしまう虞おそれがある。

　政治や外交を考えるのはあまり得意じゃないんだけどな。

　サイアスは内心で苦笑する。

　武人の家系に生まれたサイアスではあるが、政治や外交と軍事が切り離せない関係であることくらい弁わきまえている。その辺りも、偉大な父から薫くん陶とうを受けて育ったのだ。

　もっとも父親は、決して自ら政治の世界に足を踏み入れようとはしなかった。それが、サルナトゥスが立場を越えて国のあらゆる勢力から支持を受け、信頼を勝ち得た理由である。

　ここで先鋒の将を強く諫いさめて個人的な反感を買うのも、ベティスがグラウコゥスから不興を買うのも、彼としては避けておきたいところだ。

　今後イリアスタと、そして彼かの国の背後にいるルーアル・ソシエダイ王国との勢力争いはいっそう激しさを増すだろう。友邦は多いほうがいいし、いったん獲得した友邦を離反させるようなことは慎まなくてはならない。

　だから作戦会議の席でも、デモスコゥス将軍の反感を買わないようにやんわりと釘を刺しただけだった。

　というか、この程度の常識は判ってくれていると思ったんだがなぁ。

　世の中のすべての人間が、すべて常識人であるとは限らないということを学んだ気がするサイアスだった。

　しかし、どうするかな。

　彼が気がかりなのは。

　先鋒隊と共に、友邦である鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの部隊が行動していることであり、その部隊に、自分の妹、セリノスとノエルノードが参加していることだった。

　その事実も、彼が強く出られなかった理由の一つだ。

　あまり強くデモスコゥスを抑え込んでしまうと、サイアスが二人の妹に危険が及ばないように配慮したなどという噂が飛びかねない。

　それは彼の本意ではない。

　自分がこの救援軍の指揮を任されたこと。

　そこに妹たちが所属する部隊が参加していること。

　これはまったくの偶然なのだが、世の中、事ある毎ごとに色眼鏡で物事を見ようとする者が後を絶たないから、彼はそちらにも配慮をしなくてはならない。

　いろいろ面倒なことが多いな、今回は。

　サイアスは小さなため息を吐つくと、本陣の周りに目を配った。

　今夜はもう動けそうにないから、先ほどここで野営することに決めた。本陣を置いたこの場所の周りでは、工兵が陣地の構築をしている最中だった。

　とはいえ、急に決めたことなので大した陣地は造れない。防御用に簡単な木もく柵さくを立てたり杭を打ったり逆さか茂も木ぎを置いたり、宿営用の天幕を張ったりする程度だ。

　木柵に使う木材は馬車に積んで運んでいる。大規模な部隊の移動となると、糧食だけでなく、このように陣地構築のための材料や工具も運ばなくてはならず、戦闘兵以外にも多数の輜し重ちよう兵へいや工兵が必要になる。

　この救援軍にも総勢一千ほど輜重兵と工兵が付き従っており、それらをすべて合わせれば救援連隊は三千五百名になる。およそ三割が支援部隊なのだ。かなり多いような気がするかもしれないが、これを疎おろそかにする軍は戦い続けることができない。

　輜重兵は後方にいても、工兵は本陣と共に移動することが多い。

　行軍中に必要となれば川に橋も架けるし、宿営の際には防御陣地を構築する。攻城戦になれば、前線で穴を掘ったり水利を断たったりする場合もあるのだ。後方に控えているわけにはいかない。

　この濃霧だ。敵さんもこちらの位置を把握するのは難しいだろうから、敵の奇襲にはあまり神経質にならなくてもいいのだが……それでも、敵の物見が霧に紛れて近づいてくる可能性はある。そこは注意しておかないとな。

　サイアスは、本陣に詰めている二人の大隊長を呼んで、明日の朝までの警備について打ち合わせを重ねた。
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　やがてエイリィナが戻ってきた。

　一人の女性を伴っている。

　気がついたサイアスが顔を上げた。

　特徴的な兜を被ったその女性は。

「やあ、レオノーラ殿」

「どうも～～、サイアス様～～」

　にへらにへらと笑いながら、ゆらゆらと揺れながら、レオノーラがサイアスの下もとへと近寄っていった。

「サイアス様、今です。今なら殺せます」

　サイアスは苦笑しながら部下に言った。

「いや、その話はもう終わり。終わりだから蒸し返さないように」

　レオノーラは首を傾げてサイアスを見た。

「誰を殺すんですか～～？」

「あなたですよ、姉上」

　背後からエイリィナが声をかける。

　つまり、このエイリィナ、レオノーラの妹であると、そういうことになる。言われてみれば、髪の長短こそ違えど、見た目は確かに似ている。

　もっとも、二人の雰囲気、受ける印象はまったく違っていて、へらへらへろへろしたレオノーラとは対照的に、エイリィナのほうはきびきびてきぱきという態度と物言いで、むしろライラントと姉妹だと言われれば、あぁなるほどと頷いてしまいそうだった。

　姉妹兄弟で性格がまったく違うというのはよくあることだから、この二人が特別おかしいわけではないのだが、それにしても姉に向かって「殺す」と言うのは不ふ穏おんである。半分は冗談だとしても……つまり、半分は本気なわけで。

　ベティス出身者には、一族の中うちのある者はベティス本国に仕え、別のある者は鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに入りと、分かれて活動することは普通に見られる事例だった。

　クワドロス家でも、兄たちはベティス軍に勤め、妹二人は白兎騎士団しろうさぎに入団している。もっともサイアスは男なので、白兎騎士団に入りたくても入れないが。

　マクシミリエヌス家も、一族の主立った者はベティスの重臣として活躍しているが、ドゥイエンヌは鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに入団する道を選んだ。とはいえ、彼女の場合、白兎騎士団で経験を積み、箔はくをつけてからベティスに勤めようという目もく論ろ見みがあったわけだから、完全に「分かれた」わけではない。

　それと同じようにサイクス家では、姉が白兎騎士団しろうさぎに入り、妹がベティス軍に勤めているということだ。

　だから、姉が白兎騎士団に入ったことを妹が恨んでいるとか非難しているとか、そういうことではないはずである。だいいち、この地方での鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの人気と名声は絶大で、一族の誰かが入団すれば、その一族の評判が高まるほどの権威と実績を誇っているのだから。

　この姉妹二人の過去に何があったのか、あるいはサイクス家の過去に何かあったのか、サイアスは知らない。あまり知りたくもない。

　姉妹喧嘩もいいんだけど、できれば周りに迷惑をかけないようにして欲しいものだな、とそう思うだけである。

「ん～～～～？」

　首を傾かしげて考えていたレオノーラだが。

「ああ」

　と手を打った。

「エイリィってば、あたしがこの霧を出したのかもって思ったわけ～～？」

「そういうわけではありませんが、もしそうならば殺すのが手っ取り早いかなと、そういうことです」

「あたしがそんな非常識なことするわけないでしょ～～」

　レオノーラはけらけらと笑っている。

　エイリィナは思い切り不機嫌な顔になって怒鳴るように言った。

「非常識です！　おそらくバスティア大陸中を見渡しても三本の指に入るくらいに非常識です、あなたは！」

「うっわ～～、酷い言われようだな、あたし～～」

「では！　とっととこの霧を晴らしてください！」

「だから～～。あたしは自分が出した霧なら好きに晴らせるけど、自分が出してない霧は晴らせないよ～～？」

　なるほど、自じ然ねん士しであるレオノーラは、霧を発生させる能力も持っているということらしい。

「非常識な上に役立たずですね、あなたは」

「ちょっと～～、それは言い過ぎじゃないの、エイリィちゃん～～。仮にもあたしはぁあんたのお姉さんだよ～～？」

「だからこそ、わたしはあなたを抹殺したいのですが」

「ひっど～～～～」

「はいはい、もうそのくらいにして。ほら、みんな見てるし」

　サイアスが二人の間に割って入った。

　エイリィナが周りを見渡すと。

　同僚たちが興きよう味み津しん々しんの顔で自分のほうを注視しているではないか。

「何か？」

　エイリィナが睨ねめつけるような視線を巡らせると、みな、さっと顔を逸らせた。

「ほら、それより、エイリィ、報告を」

　サイアスは苦笑を浮かべて部下を促す。

「あ、申し訳ありません」

　エイリィナは姿勢を正して敬礼を送って寄越した後、報告を始めた。

「物見は十部隊ほど送りだしました。とはいえこの霧ですから、無む闇やみに動き回るとここに戻ってこられなくなりそうです。あくまで慎重な行動を要求してあります。何か見つけられるかどうかはなんともいえません」

「それでいいよ」

　と応えたサイアスは、レオノーラに向き直る。

「さて、レオノーラ殿」

「はい、なんでしょ～～？」

「状況報告です。現在、我々は先鋒軍を見失っております」

「あら、それは～～」

「ええ。従って、先鋒軍に加わっている白兎騎士団あなたがたの二個中隊とも連絡が取れない状態です。いちおう、それをお知らせしておこうと思いまして」

「それは心配ですね～～？」

　レオノーラは要するに、先鋒にいる妹二人――セリノスとノエルノード――のことが心配ですね、サイアス様は？　と言っているわけだ。

「でも～～、アルゴラ隊長とヨーコ隊長がいるのですから、大丈夫ですよ～～」

「そうですね。アルゴラ殿がいれば間違いないでしょう。もっとも、さすがのアルゴラ殿もデモスコゥス将軍の言うことには抵抗し難がたいでしょうから、僕が心配しているのはその辺です」

「あの人、頭悪そうでしたものね～～」

「あの人も、姉上にだけは言われたくないでしょうよ」

「どうして喧嘩売ってくるかな、エイリィちゃんは～～」

「べつに喧嘩を売ってるわけじゃありません。ただ、あなたなんか一刻も早く死んじゃえばいいのにって思ってるだけです」

「ひっど～～」

　大きく仰のけ反ぞったレオノーラは、頭を戻すと、今度は妹の顔を覗き込むようにする。

「そんなふうにいつも張り詰めていると～～、そのうち、ぽっきりいっちゃうよ～～？　むしろ逝いっちゃうよ～～？　人間、ときどきは緩めないと～～」

「姉上は緩めすぎです！　たまには締めないと、伸び切って緩み切って、そのうち役に立たなくなりますよ。今でもほとんど役立たずなのに」

「あ～～ん、サイアス様～～、エイリィがいぢめるんです～～」

　よろよろとよろめいたレオノーラは、泣き真似をしながらサイアスに寄りかかった。

「エイリィの冗談ですよ」

「本気ですが」

「あ～～ん」

「いや、だから……」

「エイリィの意地悪～～」

「サイアス様から離れなさい、この無能」

　は～～～～っっ。

　サイアスはなんだか頭痛がしてきた。

　言うことを聞かないグラウコゥスの将軍。

　自分の妹二人が、その将軍率いる先鋒軍にいる。

　そして自軍には、何故か仲の悪い姉妹がいて。

　おまけにそのうちの一人は鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの幹部で、もう一人は自分の副官ときたものだ。

　二人は顔を合わせる度たびに喧嘩している。これだけそりの合わない姉妹だと、ベティスと白はく兎とに分かれて暮らしているのは大正解なのかもしれない。

　しかし、それにしても。

　サイアスはもう一度、内心でため息を吐ついた。

　どうしてこんな厄介な任務なんだ、今回は。

　サイアスは思わず誰かを呪いたくなったが、呪う相手が見つからない。仕方ないので、自分自身の不運を呪うのだった。
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　深夜になっても、まだ霧は晴れない。

　サイアスは入れ替わり立ち替わり物見を送り、なおかつ自陣の哨しよう戒かいの兵の数を増やし、夜が明けるのを待つことにした。

　しかし、どれほど物見を送りだしても、あまり遠くまでは探れない。何しろ目標物のないだだっ広い平原の中のこと、遠く離れてしまうと自軍を見失いかねない。

　かといって篝かがり火びを焚たいたり魔術士に明かりを点ともさせたりすれば、近くに敵がいた場合、逆にこちらの存在を察知されてしまう。

　まったく厄介な状況に巻き込まれたものだ。これでは臨戦態勢を完全に解くわけにはいかないな。

　敵襲の危険性は低いが、しかし、何があるか判らない。サイアスは自軍に準臨戦態勢を保持したままで待機を命じていた。そうなると竈かまどで煮炊きができないから、兵は携行非常食を口にするだけだ。

　まぁ、一晩だけだから我慢してもらおう。

　臆病であってはならないが慎重ではあるべきだ、というのも彼の父、サルナトゥス・レニカヌス・クワドロスの教えである。

　尊敬する父の教えはできるだけ尊重しようと思っているサイアスは、ここでも慎重であるべきだと考えた。彼のこの判断が後に大いに役に立つことになった。

　そうして夜明けも間近になった頃。

　静寂に包まれていた本陣に、どこか遠くから地鳴りのような低い音が聞こえてきた。

　たちまち、陣営のあちこちで人が動きだす気配が湧き起こる。

　床しよう几ぎと折り畳みの野戦卓を置いただけの簡素な本陣で、床几に腰を下ろして幕僚たちと今後の作戦の打ち合わせを行っていたサイアスが、弾かれたように立ちあがった。

「全軍に戦闘用意を！」

「はっっ！」

　幕僚たちは指令を伝えるために駆けだした。

　少し離れた場所で同僚と打ち合わせをしていたたエイリィナが、兜を手に抱えてサイアスの下へ駆け寄ってきた。

「サイアス様、今のは、まさか鬨ときの声では……」

「断定はできないが、その可能性はあるな」

「ということは」

　エイリィナは、ちらっと上官の横顔を見た。

　彼は霧に霞む前方を険しい顔で睨みつけている。

「先鋒が敵軍と衝突した……ということでしょうか」

　サイアスは難しい顔で正面を見たまま応えた。

「その可能性はある」

　もしそうなら、サイアスは難しい決断を迫られる。

　遭遇した敵部隊の規模にもよるが、見捨てておけば、最悪の場合、先鋒が壊滅する虞があった。だからといって迂う闊かつに動けば、本隊が甚じん大だいな損害を出す危険も。

　どうするべきか。

　動くべきか動かざるべきか。

　そのとき。

　低く遠くに聞こえていた音が、突然、高く大きくなった。

「人の叫び声!?」

　エイリィナは、もう一度、サイアスを見た。

「全軍を進撃させる。松たい明まつを点させろ。音のするほうへと急ぐのだ。先陣は……いや、いい。我々が動く。動ける部隊から後に続けと伝えろ」

　サイアスは矢継ぎ早に命令を下した。

　松明を点すのは霧の中で味方を見失わないための手段だ。敵から発見されてしまうが、友軍が攻撃されているなら、むしろ敵にこちらの存在を報せたほうが敵の兵力、注意力が分散されるという判断である。

　急いで兜を被ったエイリィナが絶叫を放った。

「出陣、出陣～～っ！　サイアス様、御出陣～～っっ！」

　他の幕僚たちも大声で部下に指示を与えている。

「直ちに本陣の兵を集めよ！」

「サイアス様に遅れるな！」

「松明を用意しろ！」

「武器を取れ。それ以外の物は置いていけばいい！」

　慌ただしさを通り越し、周りが殺気立ってきた。

　サイアスの護衛を任されている中隊の隊長が飛ぶように走ってきた。

「兵の用意、できています」

　頷いたサイアスは、周りの部下に大声で命じた。

「松明を掲げろ！」

　周囲で一斉に松明が点され、掲げられた。

　空中を漂う白い霧が炎で赤く染まる。

「よし、出るぞ。音のする方向へと進む。およそ八はち分ぶんの七時の方向だ。後続は前の松明を目印に追いかけてこい」

　八分の七時の方向とは、円を八等分したときの左上、つまり北西の方向だ。ちなみに八分の零時が北、以下、八分の一時が北東、八分の二時が東、八分の三時が南東と続く。

　この時刻に喚声が上がったということは、部隊同士の衝突があった証拠だとサイアスは考えた。であれば、その一方は友軍の先鋒隊だと考えるしかない。

　ぐずぐずしていては友軍が壊滅する。一刻を争う事態だ。

　サイアスの決断は素早く、そして果敢だった。

　全軍の用意が調ととのうのを待たず、まずは本陣のみで進軍を開始することにした。

　本来ならかなり危険な戦術だが、すでに戦端が開かれている以上、敵の主力はそこにいるはずで、一刻を争う事態だとサイアスは判断したのだ。

　それだけではない。

　状況がはっきりしていないため不安に思う兵を強引に引っ張っていくことで、兵に考える暇いとまを与えず、なおかつ本陣に遅れてはならないという圧力を与え、自分を追いかけさせることで自軍に勢いをつけるという作戦である。

　サイアスの果敢な行動力と大胆な作戦を熟知している幕僚たちは、文句も言わず彼に付き従って進軍を開始した。

　もちろん無言ではない。大声で本陣の進軍を周りに告げながら駆け足に近い速さで歩いている。

　松明を掲げて居場所を教えながら歩くのだ。今さら声を出したところで不都合はない。どころか、このような不安な状況では、声を出す、声が聞こえるというのはとても大事なことなのである。まだ若いながらも、サイアスは知識と経験によってそのことを承知していた。

　逆に兵たちは、指揮官に置いていかれては堪らないとばかりに大慌てで武器を摑み、本陣の後を追って走りだすのだった。

　霧を衝いて出撃したル・アンヘル救援連隊は、戦場になっていると思われる場所めがけて怒ど濤とうの進撃を開始した。
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　夜が明けかかっている。

　まだ霧は晴れていないものの、視認距離は少しずつ伸びてきた。

　進むにつれ、聞こえる音や声も次第に大きくなってくる。

　サイアスは確信した。

　間違いない。あれは戦闘の音。

　何も障害物のない平原、しかも時刻は夜明け前。人の喚声や軍馬の嘶いななきなど、かなり遠くまで届く。救援連隊は戦場となっている場所の方向を今やはっきりと把握していた。

　すでにベティスの救援連隊第一大隊がサイアスの周囲に集結している。

　その数およそ八百。

　第一大隊の兵力は一千なので、二百ほどが遅れている――あるいは途中で迷ったのかもしれない――ことになるが、大隊長は全員が揃っていることより、指揮官サイアスに遅れないことを重要視した。

　その判断はサイアスの望むところでもあった。

「アイネリス！」

「ここに！」

　サイアスは第一大隊長を呼び寄せて命令を下す。

「第一大隊を率いて戦場へと急行せよ。わたしも第二大隊の到着を待って駆けつける。それまで保もたせるんだ」

「はっっ」

「エイリィ、もう一度、光弾を上げろ」

「はい」

　呪じゆ文もんを紡つむいだエイリィナが右の掌てのひらに魔力を集め、そして放った。光球が白い軌跡を曳ひいて上昇していき、上空へ達した光弾は爆発したかのような眩まばゆい光を放った。

　つまり、エイリィナは魔術士ということだ。

　姉が自じ然ねん士し、妹は魔術士。

　この二人、なかなか恵まれた血筋のようだ。

　ただし、魔術士はともかく自然士は非常に特殊な存在で、突然変異的に生まれるに過ぎない。バスティア大陸中を探して歩いても滅めつ多たにお目にかかれない希少人種であり、世の中には「自然士」というものの存在さえ知らない者もいる。サイクス家に自然士が多いというわけではなかった。

　打ちあげた光弾は、敵にも味方にも存在を報せる意味合いがある。

　味方に向けては「ここに本陣があるから集まれ」という意味だし、イリアスタ側に向けては「ここに敵がいるから気をつけろ」という意味だ。新たに出現するであろう敵部隊に備えなくてはならないとなれば、友軍へのさらなる攻撃を手控えさせることになるはずだ。

　待つこと三さん分ぶん時じほど――約二十分――で、第二大隊の大半が集結した。

　第二大隊長エンリケを呼んだサイアスは、戦場への突入を告げる。

「何人、集まった？」

「九割方は」

「そうか。ならば問題はないな。第一大隊が先行している。我々も続くぞ」

「まだ、友軍の混成軍五百が現れていません」

「間に合わない者を待つ必要はない。今は速度優先だ」

「はっっ」

「よし、突入する。よろしいですか、レオノーラ殿？」

　サイアスは傍らに立つ鎧姿のレオノーラを振り返った。もちろん、彼女の兜は独特の兎うさ耳みみ付きだ。

　彼がわざわざレオノーラに断ったのは、彼女が鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを代表する調整役という役割で救援連隊に参加しているからだ。いわばレフレンシアの代理であり、それなりに気を遣わなくてはならない立場だった。

　これから戦いが始まるというのに、レオノーラはいつもの緊張感のない笑顔で応えた。

「もちろんいいですよ～～」

　サイアスは、なんとなく漲みなぎっている闘志が減衰するのを感じながらもエンリケへ突入を命じ、自らは馬に跨またがった。

　エンリケは控えている副官へ戦場への突入を命じ、サイアスに続いて馬に跨る。

　副官は集まっている中隊長に命令を下か達たつし、中隊長は直ちに自分の部隊へと走った。

　サイアス自身が率いる形で、ル・アンヘル救援連隊の第二大隊も戦場へと殺到した。
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　西へと走った鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの第一、第二中隊及び遊撃小隊と入れ替わるように東へ逃のがれようとしていたグラウコゥスの先鋒大隊は、すでにこのとき敵本隊の一部に食いつかれていた。

　最初に先鋒大隊を発見した敵の別働隊のほとんどを白兎騎士団しろうさぎが引っ張っていってくれたので包囲される形にならなかったのは、先鋒隊にとってつくづく幸運だった。

　とはいえ、最後尾の兵はイリアスタ軍に襲いかかられた直後にちりぢりに逃げ去ってしまって、先鋒大隊は大苦戦に陥っている。必死で繰くり引びきしながら、なんとか戦場を離脱しようと悪戦苦闘中だった。

　ところが、その最さ中なかに敵本隊の別の部隊が前方に回り込もうと移動を開始した。

　このままでは進退が窮きわまってしまう。

　指揮官はなんとか状況を打開しようとしたのだが、すでに部隊は三分の二にまで兵数を減らしている。単独での打開は難しく、最悪、壊滅もあり得るというところまで追い詰められようとしていた。

　そこへ救援連隊の第一大隊が姿を現した。
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　東の空が白みつつああった。

　霧が薄れていく中、戦場へと到着した第一大隊が眼前に見たものは。

　グラウコゥスの先鋒大隊を追いかけているイリアスタ及びその同盟軍の一部だった。第一大隊側から見ると、ちょうど横っ腹を自分たちのほうに向けている格好だ。

　この好機を逃す手はない。

　第一大隊長アイネリスは直ちに全軍に突撃を命じた。

「友軍を助ける！　敵を蹴散らせ！」

　そこまで走ってきた勢いのまま、第一大隊は騎馬を先頭に、眼前に連なっているイリアスタ連合軍に向かって突撃した。

　突如現れた敵軍に、イリアスタ側の兵は仰天する。

　軍馬の近づく音や部隊の進軍の気配は察知していたが、それは味方のものだと思い込んでいたのだ。エイリィナの光弾すら、味方の合図と誤認した。普通なら近づいてくる敵を見落とすような地形ではないが、生あい憎にくとまだ霧が残っていて遠くまで見通しが利かなかったのが痛恨だった。

　しかし、これだけ近づけば嫌でも判る。現れたのが味方ではなく敵だということが。

　判った瞬間に、イリアスタ連合軍は大混乱を来きたした。しかも自分たちは突入してくる敵に対して縦長の陣形で横っ腹を晒さらす格好になっている。追撃部隊の部隊長は大慌てで陣を構えようとしたが、まったく間に合わなかった。

　第一大隊の騎馬隊はたちまち敵の縦陣を食い破る。

　破れた箇所へ歩兵と魔術士が突入し、さらに穴を広げ、そこへ反転してきた騎馬隊が再度突入すると、イリアスタ連合軍部隊は抵抗する力を完全に喪失した。

　先ほどまで勇んで敗軍を追いかけていたイリアスタ部隊は、今度は自分たちが敗軍となって、その場から必死の逃走を始めるのだった。

「深追いするな」

　アイネリスは自軍をそこに止め、まずは逃げている友軍先鋒大隊との連絡をつけようと伝令を送りだし、同時に、

「逃げた兵の先には敵本隊の主力がいるはずだ。物見を出して所在を確認せよ。後続の第二大隊にも伝令を送れ」

　という命令も出してサイアスの到着を待つことにした。

　だが、さほど待つ必要はなかった。

　程なくして、エンリケ率いる第二大隊がサイアスと共に駆けつけてきた。
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　後尾に食いつかれた上に、敵本隊の一部に前方に回り込まれ、挟撃されるのも時間の問題という風ふう前ぜんの灯ともし火び状態だったグラウコゥス先鋒大隊は、後尾の圧力が急に減じたために息を吹き返した。

　必死に立て直しを図っていたデモスコゥス将軍は、近くにいた部下を呼ばわった。

「後ろの敵はどうした!?」

「逃げたようです！」

「なんだと!?　それはつまり、味方が現れたということか!?」

「そのようです。ベティスの旗を見たという兵がいます」

　その言葉に力を得たデモスコゥスは、前方に回り込んでいる敵部隊を見据えた。

「よし、奴らを押し返すぞ。今一度、兵をまとめよ」

「はっ」

「後方の敵がいなくなれば逃げた兵も戻ってくるかもしれん。回収のための部隊を残し、残りは我われに続け！」

　前方のイリアスタ部隊は三百かそこらだと思われる。一方、後方の兵が逃げてしまった先鋒大隊の現存兵力は二百五十から三百ほどだ。兵数的にはやや劣っているが、相手は新たな敵の出現に驚いているはずで、いま襲いかかれば突破することは可能だとデモスコゥスは見た。

　アルゴラからは無能者呼ばわりされたデモスコゥスだが、それなりに戦機を見る目は持っている。そうでなくては、小国とはいえ将軍職を任されることはない。

　急いで兵をまとめたデモスコゥスは陣形を立て直し、前方に展開しているイリアスタ連合軍部隊に向かって突進した。
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　アイネリスの出迎えを受けたサイアスは、辺りに転がっている敵兵の遺骸や軍馬に目をやった後、アイネリスに向き直った。

「報告を、アイネリス」

「はっ」

　アイネリスは手短に戦闘の模様と逃げた敵部隊に関しての報告を済ませた。

「いま、逃げた敵を物見に追跡させております。おそらくそちらに敵主力がいるのではないかと」

「グラウコゥスの先鋒大隊はどうした？」

「後ろの敵が逃げたおかげで、前の敵に向かったようであります。とはいえ、兵力はかなり減っていると思われます。増援を送りますか？」

「いや、かまわない。向こうのことは向こうに任せよう。それよりこの好機を逃したくはない。敵本隊主力の所在をなんとしても探れ」

「はっっ」

　アイネリスは、さらに追加の物見部隊を送りだした。

　そのかいあって、物見の一隊が敵の主力と思われる軍勢を発見して戻ってきた。

「敵本隊主力らしき軍は、ル・アンヘル方面に退却中だそうです。その数、およそ千五、六百ほど。おそらく街の押さえとして残してきた兵力と合流しようとしているのではありませんか」

「如何いかがなされますか、サイアス様？」

　サイアスのいる本陣へ集まっている第一、第二の大隊長やサイアスの幕僚の目が指揮官の下もとに集中した。

　敵本隊の兵力は千五、六百。対する救援連隊の現有戦力は二大隊およそ千六百。この状況では途中に伏兵を置いている可能性はほとんどない。兵力的にはほぼ互角である。

　合流の遅れている兵を待てば二千五百にまで増えるが、しかし待つ必要はないとサイアスは考えた。

　両軍の勢いが違う。士気が違う。違いすぎる。

　イリアスタ側は、グラウコゥスの先鋒大隊を追撃中に、追撃部隊がベティス第一大隊に蹴散らされ、大きな被害を出して逃げ戻ったばかり。ベティス側本隊の出現に驚いた敵主力は慌てて退却を図っている。

　一方ベティス側は、第一大隊が敵の追撃部隊を蹴散らして、意気天を衝かんばかり。味方の損害もほとんどない。

　この両軍がぶつかれば、兵数は互角でも圧倒的にベティス側が有利である。逆に味方の合流を待っていると、敵も街の押さえに残した部隊と合流してしまうだろう。

　その程度のことが判らないサイアスではない。

　彼は静かに、しかし、断固とした口調で言い切った。

「追撃する」













　周りから歓声が上がる。

「すでに夜も明け、霧も晴れた。すぐに敵本隊に追いつけるだろう。追いついたら決戦を挑み、ル・アンヘル奪回軍を壊滅させる」

「おお～～～～っっ」

　喊かん声せいが本陣に響き渡った。
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　ル・アンヘル救援連隊は第一大隊、第二大隊が横並びの陣形で、逃げる敵本隊を追って原野を駆けた。

　先頭を行くのは騎馬部隊だ。

　霧は完全に晴れた。見通しが利く平原では待ち伏せを恐れる必要はない。仮に多少の伏兵を置かれたとしても、二百以上もいる騎馬隊が蹴散らしてくれるだろう。

　先行する騎馬部隊を追いかけて歩兵や魔術士が走る。

　その後方から看護兵や工兵が追ってくるが、彼らは戦闘に参加する必要はないので、ゆっくりと移動している。もっとも、各人が荷物を抱えたり、荷物を積んだ馬車を伴ったりしているから、全力で走りたくても走れない。

　輜し重ちよう兵へいはここにはいない。彼らはもっとずっと後方に控えている。

　運んでいた輜重が必要になるのは、ル・アンヘルの街がすでに陥おちていて、救援軍が奪回軍に変わった場合だ。その場合、今度は逆にベティス側がル・アンヘルを囲むことになるから、兵を養う食糧が必要になる。

　騎馬隊がだらだらとした緩やかな斜面を登っていくと、やがて前方にイリアスタ連合軍が横広がりの陣形で陣を敷いている様が目に飛び込んできた。

　敵軍が陣を敷いているのは、緩やかな登り斜面の最高点付近。その先で土地は平らになって、そのままル・アンヘルの街に至る。

「奴ら、高所という地の利を活いかして、ここで最後の決戦を挑むつもりだな」

　部隊を止めた騎馬隊の隊長は、すぐに本陣へ伝令を走らせた。

　報告を受けたサイアスはそのまま兵を進め、騎馬隊が待ち受ける場所に至ると、全軍に停止を命じた。
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　各隊長や幕僚が、サイアスのいる本陣へと集まってきた。

「如何されますか、サイアス様？」

　エイリィナが訊くと、サイアスは高見に陣を敷いているイリアスタ軍を見やる。彼ひ我がの距離はおよそ二百五十から三百ヤルドほどだろうか。

　サイアスは断固たる口調で応えた。

「決戦は望むところだ。奴らを完かん膚ぷ無きまで打ち破り、ル・アンヘルを確保する」

「しかしサイアス様、見たところ兵数は互角。であれば、高見に位置する奴らのほうが有利でありますぞ」

　第二大隊長エンリケが念を押してきた。

「素直に奴らの言い分を呑んでよろしいのですか？」

「かまわないよ。位置的には奴らのほうが有利だろうけど勢いはこちらにある。それに、この程度の斜面なら騎馬隊にとっては平地と変わらない。そうだろう、エンリケ？」

　第二大隊長は、当然です、と頷いた。

「では、採とるべき陣形を伝える」

　サイアスが地面に指揮棒で図形を描いて説明を始めると、幕僚や隊長が急ぎ彼の周りに集まってきて彼の足下を覗き込んだ。

「最初の陣形は単縦陣。騎馬部隊で突撃して敵横隊の中央を食い破れ。騎馬隊が開けた穴を目がけて後続の歩兵が突進。後方に回った騎馬隊は左右に分かれて反転し、連中の後方を襲う。騎馬隊が後方に回ったのを合図に、歩兵は縦陣から斜行陣へ移行、騎馬部隊と歩兵部隊で敵を前後から挟撃する」













「サイアス様」

「何か、エンリケ？」

「敵の騎馬隊が陣の左右に控えているように見えます。突撃の際にどう動くと思われますか？」

「そうだな」

　サイアスは地面の地形図を見下ろし、とんとんと指揮棒で地面を叩いた。

「我々の騎馬突撃の足を止めたところを、騎馬隊で左右から挟撃しようという腹づもりだろう。だが、敵の騎馬隊にはかまうな。後続の部隊が弓で牽制する。騎馬部隊は足を止めずに、何がなんでも敵陣を突破することに全力を集中するんだ」

「了解であります」

　エンリケが下がると、今度はエイリィナが進みでた。

「サイアス様」

「なんだい、エイリィ？」

「この陣形ですと本陣にも矢が飛んできます。最悪の場合、敵の突入を許してしまいますので、サイアス様はこの場に留まっていただきたく」

「兵を率いて戦場に立つ以上、この程度の危険は織り込み済みだよ、エイリィ」

「ですが……」

「あの～～、サイアス様～～」

　本陣に満ち溢れた緊張感、高揚感、闘志、戦意、そういったものを根ね刮こそぎ台無しにするような緩～い声が響いた。

　エイリィナが恐ろしい目つきで姉を睨みつける。

「なんですか、レオノーラ様!?　サイアス様のお話を邪魔しないでください！」

　実の姉であっても、相手は鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの幹部である。他人の耳じ目もくのあるこのような場では、いくら嫌っていても姉を「レオノーラ様」と呼ぶ程度の常識はエイリィナも持ち合わせていた。

「いや～～、危険度を減らすお手伝いくらいはできるかなぁって思って～～」

「ほう？」

　サイアスがレオノーラに向き直った。

「お力をお貸しいただけるのですか、レオノーラ殿？」

「エイリィちゃんの大事な大事な上官殿ですから～～」

　レオノーラが、にへら～っと笑う。

　顔を赤くしたエイリィナが何かを言い返そうと口を開くのを、サイアスが遮さえぎった。

「お聞かせください、レオノーラ殿」

　エイリィナは不満そうな顔で口を閉じた。

「はい、では～～」

　レオノーラは横に広がった敵の陣形を見やった後、顔を戻してサイアスを見た。

「単純な縦陣の場合、左右の幅がないですからぁ、敵からすると弓で狙い撃ちが利きやすいですよね～～？」

「そうですね。ですが、そのくらいの危険は覚悟の上です」

「サイアス様は覚悟の上でも、矢を雨あられのように撃たれると、後続の歩兵部隊の足が止まる虞はありますよね～～？　止まらないまでも行き足が鈍る可能性が～～。そうなると、騎馬隊が回り込む前に、こちらが左右から挟み込まれる危険があります～～。騎馬隊だって、突撃の間に何人も犠牲が出るかもしれないですし～～」

「そうですね。しかし、それも覚悟の上での作戦で……」

「だから、その危険を低くしましょう～～、ってことです～～」

「それは歓迎ですが……どうやってですか？」

「幸い周りはだだっ広い荒れ地が広がっているだけですし～～、もう地面もだいぶ乾いてきてますから～～……」

「あ！」

　エイリィナは短い叫び声を上げ、慌てて自分の手で自分の口を押さえた。

「そういうこと～～」

　レオノーラが右の親指を妹に向けて立ててみせる。













「ん？　どういうことだい、エイリィ？」

「つまり……いえ」

　エイリィナは小さなため息を吐つくと、

「説明はレオノーラ様ご本人の口からお聞きください」

　と姉に下駄を預けた。

「お願いします、レオノーラ殿」

「えぇとですね～～」

　レオノーラが説明を進めていくと、サイアスが目を見開いて驚きを露わにする。

「……という具合なんですよ～～」

「そんなことが……可能なんですか」

「ん、まぁ、あたし自じ然ねん士しだし～～。条件さえよければ、このくらいは～～」

「お願いします」

　サイアスがレオノーラに対して頭を下げた。

「はい、お願いされました～～」

　にへらと笑ってレオノーラも頭を下げる。

「じゃ、あたし準備をしますから～～。自し然ぜんの力を操るには、それなりの準備が要いるんですよ～～」

「どの程度、必要ですか？」

「そうですね～～。ま、四よん分ぶん時じ程度あれば～～」

　四分時――およそ十五分だ。

「よし、レオノーラ殿が準備を調ととのえている間に陣替えだ。急げ」

「了解であります！」

　大隊の隊長が中隊長たちに命令を下し、各隊長たちは配下に指示を出すために慌ただしくその場を離れていった。

「あと、事が終わるとあたしふらふらになってると思いますんで～～、何人か残しておいて、あたしを拾ってくださいね～～」

「もちろんです」

「では～～」

　レオノーラも本陣を離れ、陣の前列へと歩いていく。

　その背中を見送りながら、サイアスは傍らのエイリィナへ声をかけた。

「君の姉上、とんでもない能力を持っているのだね」

「そうですね。実際の戦いでは役立たずですけれど……いえ」

　エイリィナは、またも小さくため息を吐いた。

「本当は役立たずではないのですが。いえ、でも、結局は役立たずなのですが」

　おいおいどっちだとサイアスは突っ込みたくなったが、それはこの際おいといて。

「疲弊したレオノーラ殿を回収する役目、エイリィに任せたよ」

「姉なら放っておいても大丈夫です。わたしはサイアス様と共に敵陣へ」

「これは命令だよ、エイリィ。本来、レオノーラ殿は調整連絡官だ。戦う必要はない。だけど我々のために一肌脱いでくださるのだから、我々もきちんとした応接をしなくてはいけない」

「ですが……わたしでなくても……」

　エイリィナはまだ不満らしく何か言いたそうに口を動かしているが、サイアスが駄目を押してきた。

「ではよろしく、エイリィ」

　はぁ、とため息を吐ついたエイリィナは、上官に敬礼を寄越した。

「この場に残ってレオノーラ様を回収します」

「小隊が二つあれば平気かい？」

「それでけっこうでございます」

「頼んだよ」

「はい！」

　部下の敬礼に答礼したサイアスは、ゆっくりと敵陣のほうへ向き直った。

　すでに味方の兵は陣替えを終えようとしている。縦陣の先頭近くにレオノーラがいるはずだが、味方の兵が邪魔で彼女の後ろ姿は見えない。

　サイアスとエイリィナのいる本陣は、縦陣の真ん中辺りにある。

　エイリィナはサイアス警護の中隊から二小隊を引き抜くと、姉の警護と回収のために移動していった。彼女と入れ替わるように、警護部隊の中隊長がサイアスの隣に立つ。

　前後に長くなった味方の陣を見やったサイアスは、自分に言い聞かせるように呟いた。

「さぁて、最後の決戦だ。この戦いでル・アンヘルの街を巡る攻防の決着がつく。負けられないぞ」
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「ベルドゥリア様、敵が陣替えを始めました！」

　部下の報告にイリアスタ連合軍の指揮官は陣の最前列まで進みでると、自分の目でベティス軍の動きを確かめた。

「縦陣か。予想どおりだな、ダロス」

　ベルドゥリアが傍らの副官に呼びかけた。

「そうでございますな」

　ベルドゥリアは、ベティス軍の後方に目を転じた。

　それほど高低差はないものの、何しろ遮るもののない平原のこと、見通しは彼方かなたまで利く。

「後方に敵の二陣はいない。それも想定どおりだな」

「兵力的にはやや劣勢でありますが、地の利は我がほうにあります。ですが敵は」

「勢いは自分たちにある……と考えるだろうな」

「そう考えたからこその単縦陣でございましょう」

「だが、そうそう狙いどおりにはいかん。こちらもただ逃げただけではないのだ。敢えて逃げて敵を引っ張りだし、地の利を占めたところで決戦を行うのが端はなからの狙いよ」

「この地形を予め把握していたからこそ採れた作戦。ベルドゥリア様の臨機応変な指揮ぶり、お見事でございます」

「だが、ここで勝たねば意味はない」

「それは、はい、そのとおりで」

「敵はまず騎馬隊で突っ込んでくる。騎馬突撃の勢いをどれだけ削そげるか、そこが勝敗を分ける鍵となる。騎馬隊の突撃を鈍らせれば、その後の歩兵突撃も跳ね返せる。逆にこちらが左右から敵を押し包むこともできる。そのためにわざわざ騎馬隊を陣の両端に配したのだからな。全員に敵の最初の騎馬突撃に対して死に物狂いで当たらせろ」

「承知しております。そのためにすべての兵に弓を持たせました。さすがにベティスの連中も、逃げだしたはずの我が軍がこれだけの弓を用意して迎撃してくるとは思わないでありましょう」

　なるほど、これがイリアスタ軍の狙い。

　確かにこのまま退却を続けるだけでは、やがてベティス軍に追いつかれ、後方の部隊から消耗していくことになっただろう。抵抗もできないまま擂すり潰されるよりは、途中で踏み止とどまって決戦を挑む。そのための用意もした。

　ベルドゥリアという男、さすがに一軍の指揮を任されているだけのことはある。先を読む力も決断力もあるようだ。

　だが彼が予想していなかったものがベティス軍にある。いや、者がベティス軍にいる。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの自じ然ねん士し、レオノーラ。

　ベルドゥリアの唯一にして最大の誤算は彼女がベティス軍に帯陣していたこと。とはいえ、自然士という希有な人種が敵方にいることを予想しろというほうが無理な話ではあった。

　それにしても。

　もしレフレンシアがここまで読んで救援軍本隊にレオノーラを遣やったのだとすれば、彼女の知謀は鬼き神じんも裸足はだしで逃げだすほどだが……。

　後にそのことを確認しようとした団員がいたのだが、レフレンシアは、

「わたしの知謀で鬼神が裸足で逃げだすのなら、ガブリエラの知謀を前にしたら鬼神も裸で踊りだすだろうな」

　と笑うだけで、まともに応えてはくれなかったらしい。

　が、それはさておき。

　何はともあれ。

　決戦の時は迫っていた。

　ル・アンヘルを巡るベティスとイリアスタの攻防の決着を見るまで、あと僅か。




　　　　　14




　騎馬部隊を先頭に、救援連隊はじりじりと敵陣に近づいていく。

　イリアスタ側は横広がりの陣。ベティス側は縦陣。上空から見れば「丁」の字のように見えることだろう。もっとも、横棒と縦棒は離れているのだが。

　はやり立ったイリアスタ兵が時折、弓を射ってくるが、矢は手前の地面に虚しく突き刺さるだけだった。

　やがて騎馬部隊が馬の歩みを止めると、後続の歩兵部隊も足を止めた。

　先頭から敵陣までの距離はざっと百三十ヤルドから百四十ヤルドほど――約三百五十メートルから三百八十メートル――だろうか。もう少し先まで進んでしまうと矢が届きそうだが、ここなら射程外。仮に騎馬が時速五十キロメートルで駆け抜ければ三十秒で敵陣に達する。そういう距離だ。

　イリアスタ側にしてみれば、騎馬が弓の射程に入ってから自陣に達するまでの三十秒足らずの間に、どれだけ被害を与えられるかが勝敗の分かれ目となる。

　ベティス側部隊の先頭に一人の女が進みでた。

　特徴的な兜は敵陣からもよく見えた。

「なんだ、あれは？」

「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ？」

「何をしようというんだ!?」

　確かにル・アンヘルの後ご詰づめにはベティスだけでなく白はく兎と騎き士し団だんの兵も加わっていることを兵は聞いていた。だが現れたのは一人だけ。突撃部隊の一員というわけではなさそうだ。

「まさか、今さら戦勝祈願でもするつもりか？」

　一人地面に跪いて何かを祈るようなレオノーラを見たイリアスタ兵が、戦勝祈願でもするのかと思ったとしても無理はなかった。彼女が自じ然ねん士しで、今まさに自し然ぜんの力を操ろうとしていることを前線の兵に連想しろというのは無理な相談だろう。

「何をしようとしてるのかは知らんが、かまわん、弓を撃て！」

「しかし、まだ届かないと思いますが」

「届かなくてもいい。祈っているなら、それを邪魔してやれ！」

「はっっ」

　陣の中央、最前列に並んだ数人の兵が弓の弦つるを引き絞ったそのとき。

　一陣の風が巻き起こった。

　砂さ塵じんが舞いあがる。

　風は竜巻のようにその場で回りだし、砂塵が上方へと吸いあげられていく。

　舞いあがった砂塵で日が翳かげり、辺りが薄暗くなった。

「な、なんだ？」

　弓を撃とうとしていた兵は異変に気づき、弦を引き絞った手を緩め、顔を上げる。

「突撃ぃぃぃっっ！」

　馬上の騎馬隊隊長の号令と共に、四列縦隊となったベティスの騎馬兵が駆けだした。

　騎馬兵は皆、槍を持った左手で手綱を操り、右手には矢避けの突撃盾を掲げている。

　その直後。

　突然、風向きが変わった。

　上昇気流のように吹きあげていた風が、イリアスタ連合軍陣地へと吹きつける横風に変わったのだ。

　砂塵混じりの突風が連合軍兵士を烈はげしく叩き、兵は目を開いていられなくなる。

　思わず構えた弓を下ろし、目を擦る。

　その刹せつ那な。

　ベティス騎馬隊が一気に距離を詰めてきた。

　騎馬隊の前方だけ視界が利いている。

　その左右では強風が吹き荒れているのに、騎馬隊が進む空間だけは微そよ風かぜが吹いているだけだった。

　行ける！　行けるぞ、これならば！

　騎兵たちの顔に浮かぶのは確信。

　無傷のまま、自分たちが敵の喉元に食いついたという確信。

　地響きが間近に迫り慌てて目を開いたイリアスタ軍の部隊長たちは、声を限りに射撃を命じた。

「撃て撃て撃てぇ、弓を撃てぇぇぇっっ！」

　だが、砂塵に隠され、騎兵の姿は朧おぼろにしか見えない。

　どころか、烈しく吹きつける砂塵混じりの風のおかげで、まともに目を開いて狙いをつけられない。

「敵の姿が見えませんっ」

「これでは狙いをつけることがっ」

　部下の悲鳴に応えて隊長たちが大声で命じた。

「かまわんっ。出で鱈たら目めでいい、とにかく撃てっ。狙わずともいいっ、敵の来る方向へ向けて撃つのだっっ！」

　その声に背中を押され、兵たちは闇雲に矢を放つ。

　だが、そのとき。

　舞いあがる砂塵を突き抜けて黒い大きな影が幾つも出現した。

「敵の騎馬だぁっっ！」

　すでに敵陣は目の前。

　すべての騎兵が突撃盾を投げ捨て。

　左手の槍を右手に持ち直し、そして。

　イリアスタ陣地に躍り込んだ。

　騎兵は密集している敵兵を槍で薙なぎ払う。

　数人がまとめて吹っ飛んだ。

　騎馬は縦横無尽に敵陣を蹂じゆう躙りんし、騎兵が槍を振るう度に、数名単位でイリアスタ側の兵士が戦闘不能になっていく。

　未だ反撃はない。

　全員が剣ではなく弓を持っていた弊害がここに出た。

「剣だ、剣を取れぇっっ！」

　部隊長の絶叫が響く。

　兵たちは慌てて弓を手放し剣を取ろうとしたが。

　このときすでにベティス騎馬隊の大半が連合軍陣地に突入しており、味方は大混乱に陥っている。

　弓を放りだしたまま剣を取ることもなく逃げ惑う者が続出する。

　反撃の手段を手に持たず。

　密集して右往左往している歩兵。

　騎兵にとって、それらは無抵抗の獲物。

　槍で薙ぎ倒し。

　馬で蹂じゆう躙りんし。

　騎兵は暴れるだけ暴れると、大きな爪つめ痕あとを残して敵陣の後方へと駆け抜けていった。

　イリアスタ側の陣形はもはや原形を留とどめておらず、部隊が部隊として機能することを止やめていた。

　騎馬隊に続いて、ベティスの歩兵部隊が突っ込んできた。

　イリアスタ側は何の対応もできなかった。まったく反撃できなかった。

　弓を射ることも。

　剣で迎え撃つことも。

　左右に配した騎馬隊も、結局、打って出る機会を逃してしまった。

　イリアスタ連合軍中央の混乱は瞬またたく間に陣の左右に広がっていき、ほどなくして混乱は全軍に波及してしまう。

「逃げるな逃げるな、迎え撃て！」

「敵は少数だ、今なら押し返せるっっ！」

　指揮官や隊長たちが声を嗄からして絶叫するが、いったん逃げ腰になった兵を引き戻すことは叶わない。かろうじて、勇敢な少数の兵が互いの連携もなく個別に戦っているという惨状だった。

　乱戦になると虎の子の騎馬隊もその威力を発揮できない。味方の兵が邪魔になって、ベティスの歩兵を攻撃に行けないのだ。というより、浮き足だち混乱している味方の兵のおかげで騎馬隊そのものが自陣から押しだされようとしており、すでに宝の持ち腐れ状態と化していた。

　縦陣で駆けてきたベティス歩兵の後部が広がった。ハの字型の斜行陣となって横広がりの連合軍陣地に襲いかかる。

　もはや連合軍に抵抗する力は微み塵じんも残っていなかった。

　浮き足だった兵は次々に陣を離れて逃げていく。

　騎馬隊も同様だ。戦うこともないままに自陣を離脱するしかなくなった。

　騎馬兵の多くはその快足を活かしてなんとか混乱の輪の外へと脱出できたが、歩兵はそうはいかなかった。

　武器を放りだして逃げだすイリアスタ兵の眼前に、引き返してきたベティスの騎馬隊が立ち塞がった。

　そこに展開するのは、もはや戦闘ではない。

　一方的な殺さつ戮りく。

　徹底的な殲せん滅めつ。

　完かん膚ぷ無きまでの撃滅。

　必死の形ぎよう相そうで指揮を執っていたイリアスタ軍の指揮官ベルドゥリアは、なだれ込んできたベティス歩兵の波に呑まれ、その姿を消した。それなりに勇敢な最さい期ごだったとはいえよう。
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　ベティス軍と鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを含む友好国の連合軍対イリアスタ軍及びその友好国との連合軍によるル・アンヘルの街を巡る攻防戦は、こうして予期せぬ形で決着した。

　ベティス側の完勝という形で。

　イリアスタ連合軍を打ち破った救援軍が街に近づくと、街の押さえとして残っていたイリアスタ軍は大慌てで退陣していき、救援軍は悠々とル・アンヘルの街に兵と兵糧を入れ、反イリアスタに起ちあがった有力者たちとの連携に成功した。

　今や付近の勢力図は大きく塗り変わろうとしていた。
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　イリアスタが送って寄越したル・アンヘル奪回軍を撃破した後も、サイアス准将軍はその場に留とどまって戦後処理の指揮を執った。

　まずは敵敗残兵の掃討、捕縛。味方の先鋒部隊との連絡。遅れている味方の兵の収容。ル・アンヘルの街に先駆けを送る手て筈はず。

　それらのことを的確にこなしつつ、しかしサイアスは戸惑っていた。サイアスだけではない。副官エイリィナも、そしてレオノーラも。

　なぜなら先鋒にいた鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ部隊――一番隊、二番隊、遊撃小隊――が丸々行方ゆくえ不ふ明めいになっているのが判明したからだ。

「まさか……敵と戦って敗れた？」

　エイリィナが不安そうな視線をそっと姉に向けた。

「いや～～、それはないと思うなぁ。アルゴラ隊長が率いているんだし～～」

　レオノーラのほうは何も心配していないような態度だが、普段から何も考えていないような態度なので、実際のところがどうなのかはエイリィナにもよく判らなかった。

「グラウコゥスの先鋒大隊の者に話を聞けば判るのではないかな？」

「確かに、そうですね」

　エイリィナが頷いた。

「どうして先鋒部隊が敵と戦う羽目になったのか、その辺の経いき緯さつも知りたいし。まずは先鋒大隊と合流して、指揮官から話を聞こう」

　そうして待つこと半刻ほど。

　グラウコゥス先鋒大隊を指揮していたデモスコゥス将軍がやってきた。

　彼から詳細を聞いて、サイアスは白兎騎士団しろうさぎ部隊の姿が見えない理由に納得がいった。

「つまり白はく兎と騎き士し団だんが敵の別働隊を引き受けてくれたと、そういうことですか」

「はい、そのとおりでして」

　さすがのデモスコゥス将軍もきまりが悪そうだった。

「なるほど、敵の総兵力が予想よりも少なめだったのは、別働隊があの場にいなかったからなのですね」

　とエイリィナが言った。

　サイアスも敵の先鋒がどこかにいるかもしれないと思い、決戦前に物見を出して周囲を探らせていたのだが、結局、敵の先鋒部隊は見つからなかった。それをずっと不審に思っていたのだが、ようやく疑問が氷解した。

「白はく兎との部隊が別働隊を引っ張っていってくれなければ、我々は前後に敵を受けることになって、おそらくあの場で壊滅していたのではないかと」

　兜かぶとを外し、レオノーラに向き直った将軍は、恭うやうやしく頭を下げた。

「助かりました。我が部隊の将兵を代表して礼を言わせていただく」

「ああ、いえ、いいんですよ～～。困ったときはお互い様というじゃないですか～～」

　レオノーラは、ゆらゆらと揺れながらひらひらと掌てのひらを振った。

　彼女の体が左右に揺れていることになんの意味があるのかと訝いぶかしみながらも将軍は、

「ありがたいお言葉、身に染みまする」

　と、もう一度、低頭した。

「しかし、そうなると」

　サイアスは難しい顔で、白はく兎と騎き士し団だんが逃げたという西方向を見やった。

「二百足らずで、敵別働隊の全部を引き受けたことになる。彼女たちは上う手まく逃げ切れたのだろうか」

「はぁ。わたしもそこが心配でして」

　デモスコゥス将軍の顔が曇った。

「アルゴラ殿には、ぜひとも直じかにお目にかかって礼を言わなくては……と思っておるのですが」

「まぁまぁ、大丈夫ですよ～～。なんてったってアルゴラ隊長ですから～～」

「お……おお、そうですな。率いていたのが、あのアルゴラ殿なのですからな」

「そうですそうです～～」

「エイリィナ、周辺の捜索を念入りに。それと、捕縛した敵捕虜の尋問を。特に別働隊に所属していた捕虜を特定して、戦闘の模様を尋ききだすんだ」

「了解いたしました」

「さてでは、我々は準備が調ととのい次第、ル・アンヘルへ向かいますが、レオノーラ殿は如何いかがなさいますか？」

「とりあえずわたしもご一緒させてください～～。あ、でも、その前にレフレンシア様宛に報告書を書かなくちゃですけど～～」

「判りました。早馬はこちらで仕立てましょう。どうせ近隣諸国に戦勝の報告を届けなくてはなりません。そのついでです。書き終えたら仰おつしやってください」

　戦勝報告。つまり、ベティス軍がイリアスタ軍に勝ったということを、周辺の都市国家に――敵味方問わず――大々的に告知しようということである。味方の士気を上げ敵の意気を挫くじくための、このような広報活動はとても大事なことである。

「ありがとうございます～～」

　野戦の直後のことで文書を認したためるような机も椅子もなかったが、折り畳みの野戦卓と床しよう几ぎを借り受けたレオノーラは、卓の上に羊皮紙を置いて羽根ペンを手に取り、簡潔な報告書を急ぎ作成した。

　書きながらもレオノーラは行方不明の二中隊と一小隊のことが気になっていた。

　とはいえ、レオノーラは彼女たちの安あん否ぴを気遣っていたのではない。追い詰められた「連中」が何かとんでもないことをやらかしてはいないかと、そちらが気になって仕方がなかったのだ。

　もちろん連中とは、ガブリエラやアルゴラに代表される、白兎騎士団しろうさぎきっての非常識組のことである。

　まぁいいか～～。何か面倒が起きたとしても～～、お尻を拭くのはレフレンシア様の役目だし～～。

　そう自分に言い聞かせたレオノーラは、素早く報告書の作成を終えると、サイアスに頼んで、報告書を持たせた早馬をマナティウスに送ってもらった。

　それにしてもこの完勝劇……これもレフレンシア様の計算通りってことなんでしょうかしらね～～。だとしたら、本当に怖い人だな、あの人～～。っていうか、あの人こそ、白兎騎士団しろうさぎ非常識組の組長かも～～。

　先ほどアルゴラやガブリエラが何かとんでもないことをしていないかと不安になったレオノーラだが、いまは別の不安が脳裏に頭をもたげてきた。

　レフレンシア様こそ何かとんでもないことを考えて……いたりしないよね～～。
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　アルゴラやヨーコを乗せた中型船がキュラソール側の船着き場まで到着すると、先に着いていた仲間たちが手を振って迎えてくれた。それだけではない。キュラソールの街の兵士も共に居並び、鉦かねや太鼓を鳴らしたり喇らつ叭ぱを吹いたりしているではないか。

「なんだ？　随分と賑やかなお出迎えだな」

　アルゴラが怪訝な顔を桟さん橋ばしに向ける。

「確かに。なんでしょうね。まぁ上陸すれば判りますよ」

　と応えたヨーコは、船を桟橋に着けるための指示を部下に送ろうと甲板上を移動していった。

　着岸した船を下りた皆を待っていたのは、救援連隊が奪回軍の本隊を撃破したという報せだった。このときすでに、サイアスが各都市に送った「戦勝報告」がキュラソールの街にも届いていたのだ。それも当然、この街が今回の出撃基地になったようなものだから、サイアスは真っ先にこの街に早馬を送ったのである。

　殿しんがり隊たいや支援隊が戦ったり湖を渡ったりしている間に、早馬がキュラソールの街に着いていたというわけだ。

「救援連隊本隊が！」

「敵の本隊主力を！」

「完かん膚ぷ無きまでに！」

「打ち破った！」

　殿隊や支援隊として苦労を重ねた団員たちから盛大な歓声が上がった。

　戦勝報告書には連隊勝利の件だけでなく、

「味方を救う見事な退却を行った鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ部隊が行方知れずになっているので、何か消息が判ったら、直ちにル・アンヘルに入った救援連隊本営まで伝令を走らせるようにお願いするものである」

　というサイアスの要請が記しるされていた。

　キュラソールの街は、最初に上陸した白はく兎と騎き士し団だんの団員から話を聞いて即座に伝令をル・アンヘルの街まで走らせていたから、今頃はサイアスの側でも白兎騎士団の行方を把握しているのではないかという。

「やれやれだな」

　アルゴラが珍しく表情を和やわらげ、微笑を浮かべた。

「やれやれですね。肩の荷が下りた」

　同じく、やはり滅めつ多たに笑わないヨーコも顔を綻ほころばせている。

「さすがに兄上、大したものだ。なあ、ノエル」

「そうね。まぁ、わたしはあまり心配していなかったけどね」

「そうか。じつはわたしもあまり心配していなかったんだ」

　などと言うセリノスとノエルノードだが、しかし、二人は抱き合ったまま、その場をぴょんぴょん跳ね回っていた。













「さてでは、こちらもレフレンシア様への報告書を作成するとするか」

　とアルゴラが言うと、ヨーコは軽く頭を下げた。

「頑張ってください」

「おまえ、書かないか？」

「わたしは殿しんがり戦せんのことは知りませんので。実際に殿戦を指揮したアルゴラ隊長でなくては書けないでしょう？」

「それはそうだな……いや」

　アルゴラは顔を上げて遊撃小隊の面々を捜す。十人はすぐに見つかった。

「おい、ガブリエラ、ちょっと来い！」

「え？　は、はい」

　桟橋の向こうで遊撃小隊の仲間と共に味方の勝利を喜んでいたガブリエラは、急いでアルゴラの下もとに駆け寄ってきた。

「なんでございましょう、アルゴラ様？」

「おまえ、いろいろと書物を読んでいるのだったな？」

「え……ええ、はい。それが何か？」

「だったら、文を書くのも得意だな？」

「え……ええ、まぁ、嫌いではありませんが。それが何か？」

「では、今回の戦いくさの報告書の作成を命じる」

「……は？」

「できあがったら、わたしのところへ持ってこい」

「え……えぇえぇ～～っっ!?」

「レフレンシア様へ送る奴だから、なるべく急ぐように」

「どっ、どうしてわたしが？」

「どうしてもこうしても、あの布ぬの橋はし作戦はおまえの発案ではないか」

「え……はい、ですが……」

「わたしには、あれを上う手まく説明する自信も度胸もない。やはりここは発案者に書いてもらわなくてはな」

「いえ……ですが……」

「おい、誰かガブリエラに羊皮紙と羽根ペンを持ってこい」

　こうしてガブリエラは報告書作成係を押しつけられることになってしまったのだった。

　街の郊外に宿営した鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ部隊は――資材はすべてキュラソールの街が用立ててくれた――そこでレオノーラの戻りとレフレンシアからの指示を待つことにした。

　仕方なくガブリエラは、レフレンシアへの報告書作成に取りかかった。

　報告書の参考にと、サイアスからの戦勝報告書を見せてもらったガブリエラは、一読するなり、ため息を吐ついた。

　最後の最後、救援連隊本営に同行していたレオノーラ様が自じ然ねん士しの能力を発揮されたのですか。

　風を操るというレオノーラの能力にも驚いたが――ガブリエラが知っていたのは彼女が木の話す言葉を聞き取れるというものだけだった――真に驚いたのはそこではない。

　今回の戦に参加したのがアルゴラ様の番隊とヨーコ様の番隊ですし、そこにわたしたち遊撃小隊も加わっていて。そして本隊にはレオノーラ様が……。この展開は、すべてレフレンシア様の読み通りなんでしょうか。だとしたら、やはりとんでもないお方です、レフレンシア様。

　すべてがレフレンシアの読み通りではないとしても、すべてが偶然ということもないだろう。

　ガブリエラは改めてレフレンシアの洞察力に感心した。

　わたしは、相手が指した手に、その場その場でなんとか応手を捻りだしているだけですもの。それに比してレフレンシア様は、三手先、四手先……いいえ、九手も十手も先まで読んで着手しているように思えます。見事という他ほかないですね。

　レフレンシアがその洞察力を発揮できなかったのは、あの「お兎うさぎ様さまの乱」のときだけだろう。自分が育て、自分が信じ、自分が愛した団長に裏切られたあのときだけ。

　今のレフレンシアは、ひょっとすると以前よりも切れ味が増しているのではないかとさえガブリエラには思える。レフレンシアが先の先の先まで読んでいるのだとすれば、彼女はまだ何か、ガブリエラが予想もつかないことを考えているのかもしれない。

　でも、だからこそ、何か、ちょっと、嫌な予感が、するのですけれど……。

　そんな不安感に囚とらわれつつも、ガブリエラはレフレンシアへの報告書を書き進めるのだった。
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「ふぇ～～っくしょいっ」

「おや、どうされました、レフレンシア様。お風か邪ぜでも召しましたか？」

「いや、報告書を読んでいるうちに、なんだか悪お寒かんが……」

「縁えん起ぎの悪いことを仰らないでください。友軍が大勝利を収めたというのに」

　アマネーの言葉に、レフレンシアは何な故ぜか顔を顰しかめた。

「アマネー、またガブリエラが何かやったらしいぞ」

「何かって、なんですか？」

「ほら、これだ、これ。届いたばかりのアルゴラからの報告書。読んでみろ」

　レフレンシアは、今まで読んでいた書類を机の上に放り投げた。もちろんそれはガブリエラが代筆したものであるが、レフレンシアもそこまでは判っていない。

　書類を手に取ったアマネーが中身を読み始めるのを横目で見ながら、レフレンシアは自分の顔がにやけてしまうのを感じていた。

　やはりガブリエラは面白い。使える。先が楽しみだ。ひょっとして。もしかすると。この先、団を託すのは……。

　そんなことまで考えてしまう。

「乱らん世せの英雄、平時の梟きよう雄ゆう」などという言葉もあるが、ガブリエラあいつは間違いなく乱世の英雄になる可能性を秘めている。まぁ、平時に梟雄になれるかどうかはさておいて。

　おそらく平時には、梟雄どころか頭角を現すことすらないのかもしれない。

　だが、乱世なら。戦時なら。

　間違いなく彼女は異彩を放ち、異様な輝きを見せるだろう。

　そしてレフレンシアは自分に問うてみる。

　乱世が来るだろうか、と。

　答えは。

　来る。

　根拠はない。

　ないが、今までの流れを振り返ると、世界は乱れようとしているように見える。歴史の流れは波立とうとしているように思える。

　もしそうなら。

　世界が乱れるなら。

　世の中が荒れるなら。

　大きな戦が起きるなら。

　ガブリエラが手腕を振るう場面が、真価を発揮する局面が必ずや現れるだろう。

　そしてそれは。

　案外、遠くない時期かもしれない。

　レフレンシアの立場では、目の前のことを考えていればいいというわけにはいかない。騎士団の長――正式には「団長代理」だが――として何手も先まで読んで、正しい応手を打たなくてはいけないのだ。

　いや、いつも正しい応手である必要はない。盤面が膠こう着ちやくしたときなど、悪あく手しゆか妙みよう手しゆか判断に困るような手を打って相手の意表を衝くことは悪くはない。さて、どうするべきかな。どうせなら面白い方向性がいいんだけれど。

　レフレンシアは、自分に突きつけられた課題を楽しもうと決めた。

「どうもこうも呆あきれましたね」

　報告書を読み終えたアマネーが顔を上げた。

　驚いているのか呆れているのか感心しているのか、なんとも微妙な表情である。

「アルゴラ様もだけど、ガブリエラの奴はとんでもないな。たった五十かそこらの兵で追撃部隊五百に再起不能なほどの大打撃を与えるって、いったい……。それに」

　アマネーは、もう一つの報告書――そちらはサイアスからの戦勝報告書だ――を左手に持ち、アルゴラからの報告書を右手に持ち、双方を見比べながら言った。

「救援連隊の本隊が敵の本隊を撃破できたのも、白兎騎士団うちが敵の別働隊を引きつけたからこそ、と言えるわけですよね」

「ああ、そうだな。うちが引きつけていなかったら、グラウコゥスの先鋒大隊は壊滅していただろう。そうなると、救援連隊もそう簡単には勝てなかったはずだ。もっとも、ベティスがそれを認めてしまうかどうかは判らないけどね」













「公式に認めてくれなくてもいいではありませんか。自分たちが知っていれば、それでいいと思います」

　レフレンシアが微笑している。

「欲がないな、アマネーは」

「え？　レフレンシア様はこれを世に広く知らしめたいと仰る？」

「そうは言わないけどね」

「いずれにせよ、コリントゥスに続きル・アンヘルでも我がほうの完勝だったわけです。これでイリアスタもしばらくおとなしくなるのではありませんか？」

　とたんにレフレンシアは笑みを消し、厳しい表情になった。

「うん、そこだ、懸念は」

　と言う口調まで重々しい。

「え？　懸念？　懸念とはなんです!?」

「勝ちすぎたんだ、我々は」

「……えっと、勝ちすぎて何か悪いことがあるのですか？」

「ある」

　レフレンシアに断言され、アマネーは気け圧おされたように頭を引き、口を噤つぐんだ。

　立ちあがったレフレンシアは窓際まで歩いていき、透明な硝子グラウス越しに表を見やった。

　二階の部屋からはマナティウス王宮の内庭が見下ろせた。

　内庭といっても特に何があるわけでもなく、石造りの重厚な建物に挟まれた敷地には緑の芝生と所々に植わった樹木が見えるだけだが、薄い雲の隙間から柔らかな日差しが地上に降り注いでいる様は、深まりゆく秋の日の平穏な風景でしかない。

　だが、レフレンシアは予感している。

　平穏な日がそう長くは続かないことを。

　勝利の余韻に浸っている場合ではないことを。

「昔の武将がな、こんなことを言ったそうだ、アマネー」

「は、はい？」

「『八分の勝利が最高の勝利だ』と」

「い……意味が判りません」

「窮きゆう鼠そ猫を嚙むという奴だよ。相手を追い詰め過ぎると、自や棄けになってこちらの予想外のことをしでかす可能性があるからな。相手が猫ではなく虎なら尚なお更さらだ」

「あ……はあ……」

　やはりアマネーには、レフレンシアが何を言わんとしているのか、よく判らなかった。

　それでもレフレンシアが、この切れ者の団長代理が何かを恐れていることはアマネーにも感じられた。

　いったい何を……団長代理は何を恐れているのだ？

　さて追い詰められたイリアスタ、どう動くかな。そしてルーアル・ソシエダイ、奴ら、イリアスタに見切りをつけるか否か。もし見切るとしたら……その後はどう出る!?

　レフレンシアの脳裏に去来するものは、来るべき戦乱の予感か、それとも。
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　あとがき




　初めましての方、初めまして。いつもの方、毎度ど～も。舞まい阪さかです。

　いろいろ忙しくて、あたふたドタバタしているうちに、ふと気づくと「舞阪百貨店」が閉店されているじゃないですか！　わたしが更新していないせいなのか、それとも、メールアドレスが変わったせいなのか。いずれにせよ、なんとかせにゃならんのですが……そのうちなんとかします。あ、ミクシィの「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎコミュ」はちゃんと活動中です。興味のある方は、どうぞ。

　さて、今回は本編内容に関して、どうしても触れておかなくてはならないことがあるので、次の見開きページで触れます。思いっきりネタバレですので、本編未読の方は、次の見開きを飛ばしてくださるように、あるいは開かないようにお願いします。




　よいですか？　よいですね？　ネタバレですからね？　本当にネタバレですからね？　次の見開きページにはネタバレが含まれていますからね！　というか、全部がネタバレですからね！　覚悟はよろしいですか!?

　覚悟完了の方だけ、次のページを開いてください。








「布ぬの橋はし」について。




　本編で「古今東西の戦史に詳しいヨーコでも聞いたことがない」云々、という描写がありましたが、実はこれ、前例があるのです。




　時は戦国、元げん亀き三年十二月、遠江とおとうみの国。攻め寄せた武たけ田だ信しん玄げんの軍勢に三方原みかたがはらの戦いで惨敗を喫した徳とく川がわ家いえ康やすとその軍勢（と織お田だ信のぶ長ながが送って寄越した援軍）は、多数の死傷者を出した後、かろうじて浜はま松まつ城へと逃げ戻りました。そのとき、追撃してきた信玄の軍が浜松城へ攻め込んでくるのを恐れた徳川方は一計を案じ、犀さいヶが崖がけに布の橋を渡して、夜、地理不案内の武田軍兵士を誘い（攻撃して？）犀ヶ崖の崖下に落としたという言い伝えが残っています。これを「犀ヶ崖の戦い」と呼ぶことがあります。その日の夜は雪が降っていたらしく、白い布を張ったのだとか。

　果たして史実かどうかは疑問の残るところですが、浜松市には今も「布橋」という町名が実在していますし、犠牲になった武田軍の兵士を弔とむらうために盛大な読ど経きようが行われ、これが無形文化財である「遠えん州しゆう大だい念ねん仏ぶつ」の原型になったのだと言われています。ということは、「犀ヶ崖の戦い」、まったくの絵え空そら事ごとではなくて、何らかの事実が反映されていると考えるべきなのでしょう。

　ちなみに「三方原の戦い」、辛抱強く粘り強く慎重だったあの徳川家康が、どうして自軍に倍する武田軍に野戦で突っかかっていくなどという無謀な試みをしたのかが謎でして、理由には諸説あるようですが、本当のところは判りません。

　という戦国無駄知識はさておき。

　つまるところ、今回のガブリエラの奇策の元ネタは、この「犀ヶ崖の戦い」なのです。舞阪がこの故事を知ったのは小学校だか中学校だかで貰った浜松地方の歴史を記した副読本でして、さすがに家康第二の地元ともいえる土地柄だけのことはあります。当然、子供向けの本なので、それほど詳しいことが書かれていたわけじゃありませんが、布の橋と、布橋を踏み抜いて崖から落ちた兵士という戦闘が子供心にはかなり強烈な印象を残したらしく、長じてからも忘れることはありませんでした。

　しかし、まさか数十年後にこの故事をネタにして小説を書くとは思いませんでした。いやぁ人間万ばん事じ塞さい翁おうが馬……って、全然意味が違いますがな。

　まぁ、そんなこんなでこちらの世界には戦いくさにおける「布橋」の前例があるのですが、あちらの世界ではなかった。あるいはヨーコが聞き及ぶほど有名な戦いではなかったと、そうご理解ください。




　というわけで、ネタバレ解説は以上で終わりです。





　ここからはいつものあとがきに戻ります。でも、もうページがないので手短に。

　最初のページでも書きましたが、舞阪百貨店、いま何故か臨時休業中です。そのうちなんとかしたいと思ってます。この本が出る頃にはなんとかなっているといいなぁ。

　これも最初のページで書きましたが、ミクシィの「鋼鉄の白兎騎士団コミュ」は常時稼働中。参加者もじりじりと増えて、今では五百人近くまで。ありがたいことです。




　さて、残り僅かなので、この後の予定など。

　この本が出るのが七月末。で、翌月、八月十五日（前後）には「サムライガード４」（ＧＡ文庫）が発売になる予定です。その後は……「狗く牙が絶だちの劔つるぎ４」が十一月かな？　ひょっとすると、十一月にもう一冊出るかも。そして「鋼鉄の白兎騎士団」の短編集が年内に出るやもしれません。いま担当さんと、書き下ろし分（たぶん二本）の主人公、誰と誰にしようかねぇ、などと打ち合わせ中。ご期待ください。

　では、次は八月十五日発売（予定）の「サムライガード４」でお会いいたしましょう。原稿はもう九割方できているので、まぁ、なんとか。





二〇〇九年六月吉日　　舞阪　洸こう
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イラスト

伊藤ベン

Ben Itoh




関東地方神奈川県某市になんとなく棲息中。某社でグラフィックデザイナーとして籍を置きつつも、その巧みな筆致と確かなキャラクター造形で今熱い注目を集めるイラストレーター。

その評価に比例して激増する仕事量に日々多忙な毎日を送っている。

http://www5f.biglobe.ne.jp/~bwo/







電子版　ファミ通文庫

鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎⅨ




著者／舞まい阪さか 洸こう

イラスト／伊い藤とうベン




2014年10月30日電子版ver.1.0発行



発行人　青柳昌行

発行　株式会社KADOKAWA

電話　0570-060-555（ナビダイヤル）

〒102-8177 東京都千代田区富士見2-13-3

http://www.kadokawa.co.jp

企画・制作　エンターブレイン

デザイン　伸童舎




(c)2009 Kou Maisaka

本電子書籍はファミ通文庫『鋼鉄の白兎騎士団Ⅸ』（2009年8月11日発行　初刷）を元にして制作しております。













item/image/gaiji-sikaku9.png


item/image/cover.jpg
Y





item/image/bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/chara04.jpg
RESECORIK 1Dl
VONVEE BT RIK
WKL <EOK°

[DNIR2]

[NHADIR]

2viik]

[INYINNL]
SUHHIKIE M H3E° VS0
R RERITRISHET
PUDTNEHPISHIR
N

[WARK]

BERKIEBH e R R REIS 1]
EH PUD N\
RSB VK LUCE W

[R¥H]

ANANNN SR
BEIRO PRI X
IR ORES

[ 6—]

RYHVEE ANINN
NOERRMN" LRIVE
K BRREKO VB






item/image/chara03.jpg
[ARAANRK]
HIERE BRIVERS
R VEVRIOR RIS
SEOS | Ew°

[R21ID]
{MREE-HEY O\ SRR
K82 EHERE (kXI)
S®H’

[POLDANA]

BENTE" REVEES
I E-HE S HRSERY
B HRIOKRIT

[IRY=11%]
IRGKIRAD° B © 4T3
ES i N ST AN S
OEDMES

[Q+eN=IN]
BRUNEIQ 43 5 I\ EEEEW
BP0 | 1R [IEeH]
VSO SEERIEN®

[N2ARYDR]
PERRESIKSE4H° H
RIFICH LIV 33138
QR

[m—n]
IR FHI et
oM<’ EIKCERI N
BIROR 5100

[NRARNHAD
FEMURENSREH | ®
TRV ONIOER Ew
RS RKIRN®






item/image/chara02.jpg
[F1Lr] [FLIUR)
REER(EL. RBEITHHE EIREERODEL TEMR
ECAMEL. AREL HRMERED. thAZR
T I EDZLY, DBEEDLEEH B,

[wE—=1] _ [RWbF=EVUI]
WERBEEROBEMAY. B8 TRYAIVXDER,
Mg, STREFILTOE Ry IVXICHTEE
BESEICAD TS, EDUWHNN TR,

IF V] (/IIL/—F]
RAHEGOBEDENFE., £ ADRF DI,

EXTARBEDBEE  WEOZERINZINE
9 BBH. TOERBICER.

2 TCLESHAE.






item/image/chara01.jpg
[HTUIS]
AMeObOA >, #H5H
DFEBEME T, (V<D
HDEH WD TE /=,

(LZFFIILY]
THTV ISR, #
AHTAANLVVERRT,
SUBC V) (3 R/ N —

(7IUL7]
HOESRZE LTS,
DY) DFIE & FF DR
), . BUBIZFEDBE/S.

BHR&ATH
S AR

CHARACTERS

(52 MBK)

(DTILRV7]
KRPEEREEE LT
WB5E. SPEOHHD
&< ZOLBEN TS,

Wi}
A ) EL
€

[tV /ZR]
BNENZEET DY
D ROAREE. FED
BRlEEB—RDED 75.’?#’3:@?%






item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		第１章　新たな任務、新たな試練



		第２章　退却戦と任された殿隊



		第３章　第一次防衛線を巡る戦い



		第４章　ガブリエラの奇策と誘引隊



		第５章　最後の攻防戦



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p309.jpg





item/image/p301.jpg





item/image/p267.jpg





item/image/p143.jpg





item/image/p081.jpg





item/image/p199.jpg
YR IVETEYR IV
4 5 %* %Aﬁ A4






item/image/tobira05.jpg
NHTII5 0B R ARG IR






item/image/tobira06.jpg
RiRoMRHER






item/image/tobira03.jpg
ABREDER & fF = nr-BRRE






item/image/tobira04.jpg
E—RMfARR s R






item/image/p093.jpg
1UFPRY
EaE
PIAVEEE)

EFUAL





item/image/tobira07.jpg





item/image/tobira01.jpg





item/image/tobira02.jpg
N7 AT55  $h -5 R






item/image/p008.jpg
ORGANIZATION

g BEOBEMIE
SR (man

ERRIE BIEEARE
LILyo7 YIbvoa

MR/

IR
Ko14IvR
HTVIS
PILF
V232N B LAFINY
2IVFIVIT
€Y/ R
JIN)—FK
YINRIT
F1 L1
ST

L COEERIE [BRFOE % KBORAEZHL T SERES N EROED TS 2.






item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
ﬁfﬁn

Y]

(k2o LSS &)

,’\l <
'\

v@\ﬁm

/]

9|

N
4

Kou Maisaka

\






item/image/p213.jpg





item/image/map02.jpg
o A
XD BN EG =B

[ChETOHS5TU]

WE A OSSR S IR T 2R Y
VRN, EDO—MNAT 4 T REEICIE, ) OF XML
ST TR IS L v) ELEF. AIFAT T8igko
AR 2042 T\,

NT 4 ARADE & DRIFEFRRE DI K OH
NI ¥ by ANEWIF T Y LT 70 HHERNE,
FIAERAICB I bR OARIMERICEA M IC
B2 728, EARNOEA U 7 A ZIRIC & B BALERE) A
TS BERAFEOWRETLE ) ISHILHMEIE5 L
DO, RPUE HEZE, T LR EIRENS A
TAZESIREAFUMHINTLE ). F&H &LERN
BRIZsPcH CRao s, a2 ¥ by ZEHIESHi
L L AT 5068 5 HidEEz LT KR
W&o T, BBNRIZHRNICHE S HS 2 Mz, R
EZ5FY) X%, Z0%. N5 4 ARAHOBZED 5 L
AT ALY HEHIIEETHE, 3V ¥ by 22K DL
ik, EIEHREERI T LB LRT 1 A OREFNHK
bol-DlZs7z,

ZLC, MERLZLY Y7 X YKIEE G2 5his
WRRRRIZ, MO TRV EEICwE I, KPHE






item/image/map01.jpg
3T xvtyvz (s 4
EY AL W 7oL
P 153 35y 3
AUVRER
(9
Yy

’ T,
T ol v
*a15V-Ib

POANS—Y aKFER

it
&
i






item/image/p191.jpg





item/image/p105.jpg
- BEEEGIEERR





item/image/p317.jpg
Irﬂﬁoaiﬁrﬂawﬁﬁzb d’ A .
BESETUEEL\TBUET, «\JV \ \« : \ \

S EEABEITENS L bl et

FraNE. Na29—25oEY bt%?)b?’-é:ﬁiﬁw‘ \
BoEVSLEUEH -~ RRCREINTT, /, ) :
EWSZET, BEFEETABBLTT, W § N
ST, 1151 p7§ﬁuzagbto W\ \

SEASTEFHAIIATIHN bS%Dtﬁﬁtﬁ§§ mut&§»Q§K

FKEFELL EI22 Il hé KIBEE CXIN
BRl3EZNT SHERNE LT\ \\
WHIE? (K)

\ \

=i = 1 | \

|






item/image/p271.jpg
- T

Y47 ZDIEHED

il
(R

Y47 ADIERER






item/image/p033.jpg





item/image/p275.jpg





item/image/p155.jpg





item/image/p289.jpg
Fo

B

"
. oo ,fu—;u @
*

e
mr..w /
0 pq /

- S (&

X 0 )

q m &MM&\\
RN
| A 2
m miea 1 %

et
qa
]
)
NS
N
o
&






